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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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おまえが捕らえた指先で







　

１







　近くのイタリアンレストランでテイクアウトしたランチボックスは値段の割にボリュームがあり神かみ山やま恵え美み花かのここ最近お気に入りである。二種類のパスタとサラダ、そしてミニサイズのデザートまでついているのだ。買ってきてすぐ食べないとパスタがまずくなるのがちょっといただけないが、それでも食べたくてついつい頼たのんでしまうのだ。


「はあー、満足満足。ごちそうさまでした」


　そのランチボックスを久しぶりに熱々で食べられて満足げに手を合わせると、恵美花は箸はしをおろす。午前中の雑事が珍めずらしくずれ込むこともなくすんなりと処理できたので、久し振ぶりにゆっくりとできる昼休みになったのだ。残りの時間はゆっくりとお茶でも飲もうかしら、と考えているとそれを見計らったように扉とびらをノックされた。


「───どうぞ」


　軽く眉まゆ根ねを寄せて扉を睨にらみつけたが、それでも恵美花は来訪者を招き入れた。時折、狙ねらったように昼休みに訪おとずれる客がいるのだ。だが、扉から覗のぞいたユカリの顔を見て恵美花は破顔した。そして、いそいそと仕事机から座り心ごこ地ちの良いソファーセットへと移動していった。


『オメガストリート』の社長室のソファーで、妙みよう齢れいの女性が二人、アイスティーで喉のどを潤うるおしている光景は端はたから見ると優ゆう雅がだった。和なごやかな雰ふん囲い気きで女性同士の他愛のない食後のおしゃべりに花が咲さき始めている。


　モデルクラブのオーナーである恵美花は三十代前半で、小こ柄がらな身体からだにパステルグリーンのスーツを身につけている。六月に入り少しばかり蒸むし暑くなっているのだが、恵美花は汗あせ一つかくことなく涼すずしげだった。


　一見すると軽口を叩たたき合っているような感じだが、ユカリの視線は絶えずちらちらと意味ありげに恵美花に投げられている。もちろん聡さとい恵美花が気づいていないはずはないのだが、素知らぬ顔で手にしたストローでアイスティーを搔かき回している。


　そんな恵美花の様子に、向かいに座ったユカリはどこか拗すねたように溜ため息いきをついた。モデルらしいスレンダーな身体にすっきりとしたショートヘアのためか、女性的なイメージは強くない。


　澄すまし顔の女社長の様子に埒らちがあかないとあきらめたのか、ユカリは白地にオレンジの花が塗ぬられた爪つめの先でグラスの縁ふちを弾はじく。


「少しくらい、いいじゃないですか。その子に会わせてくれても」


「だーめ。あなたの性格を考えると、会うだけじゃすまなさそうなんですもの」


「絶対にちょっかいはかけませんから、ね」


　下手にでているユカリだが、その瞳ひとみが面おも白しろそうに輝かがやいているのを恵美花は見み逃のがしていない。ちらりと視線を遣やっただけで、恵美花がアイスティーに口をつけるのを見て、自分の思おも惑わくが完全に読まれていることを察して、ユカリはまたもや溜め息をついた。


　───ショウのお気に入りの子が見たい。


　先ほどから幾いく度どとなく仕し掛かけられ、恵美花にはぐらかされていた話題は、その一言につきる。ユカリのお願いは単純だが、その分厄やつ介かいごとへと進展しそうな気配を恵美花は感じ取っているようだった。


　モデルネーム『ショウ』こと芹せり沢ざわ将まさ臣おみは、ユカリとはいわゆる身体の関係という相手だった。一番気の合う相手だったが、今ではただの飲み友達のようになってしまっている。ある時期を境にぱたりと将臣から連れん絡らくが来なくなり、こちらから連絡しても以前のように肌はだを合わせることがなくなったからだ。


　どうやら将臣のお気に入りの子が絡からんでいるらしいとあたりをつけたのは、将臣が初めて仕事をキャンセルしたと知ったときだった。それとなく恵美花に探さぐりを入れてみたが詳くわしいことは聞けず、結局二週間近く今のようなのらりくらりとした会話を続けている。


　それでもユカリは簡単に引き下がる気はなかった。


　自分のテリトリーに他人を入れることを拒こばんでいた将臣が関心を寄せ、あまつさえ部屋の合い鍵かぎを渡わたすほどまでに心を許している相手がどんな人間なのか、ものすごく興味を引かれている。なんといっても自分さえも入れなかった将臣の部屋に入っているのだ。


　厄介なことに恵美花自身も気に入っている様子で、相手に関する些さ細さいな情報すら恵美花は漏もらさない。ユカリが手に入れることのできたのはモデル仲間の間でまことしやかに噂うわさされている、不確かな情報だけだった。


　天上天下唯ゆい我が独尊を地でいっている将臣が気に入っているのはどんな子なのか、純じゆん粋すいに気になるし、更さらにそれをつついた時、将臣の世にも珍しいリアクションが見られることは容易に想像がついた。そして何よりもユカリ自身がその相手を自分の目で見たかった。その方がより面白く将臣をからかうことができそうだからだ。


　なのに肝かん心じんの恵美花が口を割らない。将臣のマネージャーをしている南なん田だにもカマを掛けてみたが、一足違ちがいで恵美花から箝かん口こう令れいを敷しかれていたようで、そのことに関しては何一つ口にしようとしない。結局為なす術すべもなく半分以上無む駄だだと思いながらも恵美花に『お願い』をしているのだった。


　ユカリはストローで乱暴に氷をかき混ぜながら、じっと目の前に座る恵美花を凝ぎよう視しする。しかし一向に乗ってこない恵美花の様子に、やがてあきらめの溜め息をついた後、くすりと小さな笑えみを口の端はしに浮うかべた。


『お願い』が駄だ目めなら『取引』をすればいいのだ。


　手にしたグラスを目の前のテーブルに載のせ、ユカリはすらりとした脚あしを優雅に組み替かえる。『絶世のアルカイックスマイル』とデザイナーたちが絶賛する優美な微笑ほほえみを浮かべたその姿は、数多あまたのステージやグラビアで観客を魅み了りようしたトップモデルのそれだった。


「そういえば、喜き多たセンセイのモデル、決まりました？」


「まだよ。あなたがほとんど断るから大変なのは知っているでしょう？　あのセンセイ、あなたに御ご執しゆう心しんなのに」


「それ、引き受けてもいいですよ？　ただし───」


　意味深に言葉を切ると、ユカリは恵美花を見てにっこりと微笑む。それを見た恵美花は嫌いやそうに顔をしかめた。ここでユカリの真意を読み違えるほど恵美花も馬ば鹿かではない。


　先ほどとは逆に、ユカリが澄ました顔でアイスティーに口をつける。それを見た恵美花の眉み間けんに、更に皺しわが寄ってしまうのは仕方のないことだろう。


「嫌きらいだって言ってなかったかしら？」


「もちろん嫌いですよ。べたべたと人の身体に触さわるんですから。でも、私にしてみればあのセンセイよりも気になるんです」


　そっと恵美花の目が伏ふせられるのを見て、ユカリはしてやったりとばかりに目を細めた。即そく答とうをしなかったあたり、どちらを取ろうかと恵美花が秤はかりに掛けているのがわかるからだ。これで色いろ好よい返事が返ってこなくても取引材料を少しずつ上乗せしていけば、どっちにしろ最後にはユカリが勝つ。


　だが、しばらくの沈ちん黙もくの後、恵美花は小さな溜め息をついて頷うなずいた。


「仕方ないわね。一度だけよ？　そのかわり、下手につつかないことを約束してくれるかしら？」


　案外呆あつ気けなく了りよう承しようした恵美花だったが、しっかりと釘くぎを刺さすのも忘れていない。


「───わかりました。でも、会う前に基本的なことを教えていただけます？」


「……そうねえ」


　少しぐらいはごねられると覚かく悟ごしていたのだが、すんなりと引き下がったユカリの態度に、さすがに恵美花の視線も露ろ骨こつに疑わしそうなものになる。それに気がついたユカリはバツが悪そうな顔をしたが、恵美花に向けた視線が面白そうに輝いたままでは、大して意味があるとも思えない。


　どうして自分の事務所には、こう一ひと癖くせも二癖もある人間ばかりが看板モデルなのか、それともそれくらいでなければ看板にはなれないのだろうか、と恵美花が本気で考え込み始めてしまったとき、ユカリが小さく口くち許もとを歪ゆがめて言葉を足した。


「下手につつかなければいいのでしょう？　引き際ぎわぐらい心得てますし、貴重な飲み友達を減らすつもりは今のところないですから」


「ユカリはショウとのつきあいは長かったものねえ。……フォローはしないわよ？」


　恵美花は何かを納なつ得とくしたように小さく呟つぶやくと、にっこりと笑いながらユカリを見て言った。


「ありがとうございます、社長」


　語ご尾びが微び妙みように浮き上がってしまうのをユカリは止められなかった。











　陽ひが完全に沈しずみ、光源がベッドサイドのスタンドだけという薄うす暗ぐらい部屋の中で杉すぎ崎さき藤とう也やは口唇くちびるを嚙かみしめていた。下腹部をダイレクトに刺し激げきする手の動きに翻ほん弄ろうされまいと気を張りつめている。だが───。


「───っ」


　声にすらならない、詰つめていた息を吐はき出しただけの音が空調の利きいた部屋にこぼれ落ちた。口唇が這はわされ、余すところなく指先で撫なで上げられた身体は、持ち主の心に反していとも簡単に熱を吐き出してくれる。


　そのことにどうしても羞しゆう恥ち心しんを刺激されてしまい、藤也は目を閉じたまま横を向いていた。荒あらく繰くり返される呼吸に、藤也の快楽を握にぎっている男がうっすらと笑う。


「最近、我が慢まんが利かなくなってきているな。どうした？」


「……るさい。誰だれのせいだ、誰の……」


　完全に伸のびすぎた前まえ髪がみが、汗ばんだ額に張り付く感かん触しよくが不快で髪を搔き上げていた手を止めると、藤也は自分に覆おおい被かぶさる男を睨にらみつけた。だが鳶とび色いろの瞳は潤うるんでいてたいした効果がないようで、目の前の男は腰こしに直接響ひびく低い声でくつくつと笑うだけだ。


　文句を言うのも馬鹿らしくなった藤也は溜め息をつくと、ぎしりとベッドを軋きしませながら自分を組み敷こうとする男の体重をしっかりと受け止めた。


　大学の合格も決まり卒業式を待つだけの身分だったこの春に、藤也は叔お母ばの神山恵美花に頼たのまれモデルの付き人のバイトをした。その相手が今自分を組み敷いている男───『ショウ』こと芹沢将臣だった。


　相手が気に食わなかったのはむしろ藤也の方だったが、気むずかしいと業界でも有名らしい将臣は何な故ぜかそうは思わなかったらしく、どこにでもいる青年にすぎない藤也にひどく執しゆう着ちやくした。


　だが、強ごう引いんな恵美花に押し切られ付き人として最初は嫌々ながらもついて回るうち、プロのモデルとしての仕事ぶりやストイックな表情に隠かくされた情熱的な一面に気づいて、藤也の将臣への感情は次第に変化していく。


　セックスでつながった関係しかないと思っていたのが、本当に自分だけが将臣の特別な位置にいることを知って藤也の心が動いた。将臣への想おもいが恋れん愛あい感情だと自覚できたのだ。


　でも、それを将臣は知らない。自分が将臣に傾けい倒とうしていると自覚がなかった時でさえ、腹が立つくらい傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まっていたのだ。これで本当に藤也が将臣をそういう意味で好きだと知ったら、どこまで我わが儘ままに好き放題されるのか、考えただけでも恐おそろしい。


　将臣の毛先にいくに従って明るく色を抜ぬかれた髪が藤也の肌を掠かすめる。男にしては長い髪は綺き麗れいに手入れされていてさらさらとしていた。その髪に手を伸ばして藤也は将臣の顔を上げさせる。訝いぶかしげに蒼あおいカラーコンタクトの入った目が細められた。


「明日、朝一から講義があるから、手加減しろよ……？」


「……善処しよう……」


　口許を歪めながら言われれば、端はなからそんなつもりがないと知れたが、これ以上言っても無駄だということは学習しているので、藤也は何も言わずに溜ため息いきをついた。


　将臣の舌が軽く耳みみ朶たぶを舐ねぶり、すっきりとした首のラインを通り越こして鎖さ骨こつへと落ちる。梅つ雨ゆ独特のじめじめとした蒸むし暑さが嫌いで、既すでに夏仕様の服を着ている藤也はびくりと身体からだを震ふるわせた。


「痕あとを、つけるな……っ」


　鎖骨の窪くぼみをきつく吸い上げようとしていた将臣の髪を引っ張る。これには本当に気をつけてもらわないと困るのだ。藤也の服は襟えり元もとの開いたものが多く、夏場は暑さのために風を通そうと服を仰あおぐのが癖くせになってしまっている。そのため、ふとした拍ひよう子しにキスマークが見えるのではないかと冷ひや汗あせをかくことが時折あったのだ。


　何度言っても将臣が藤也の言葉をきいてくれることは稀まれなのだが、今日はどうやら何かを含ふくんでいるらしい将臣はわずかに眉まゆ根ねを寄せただけで簡単に藤也の言葉に従った。口唇が鎖骨から更に下へとずれていき、小さな胸の飾かざりの傍そばで止まった。


　焦じらすでもなく淡たん々たんと舌先でそこを舐なめられると、将臣に慣らされた身体は敏びん感かんに反応してしまい、藤也は無意識のうちに身体をよじってしまう。その快楽に従順な肢し体たいの反応に将臣が薄く笑ったのがわかった瞬しゆん間かん、藤也は心の中で罵ば倒とうした。


　───誰のせいだっ、誰のっ。


　将臣の手で本当の快楽とは何かを教え込まれた身体が、将臣の愛あい撫ぶにより反応することを藤也は止められない。それを知っていながら笑う将臣だから、藤也は素す直なおになれないのだと思っている。


　───将臣に知られれば絶対、玩具おもちやにされるっ。


　この場合、自分がそう考えても仕方ないことしかしない将臣が悪いのだと、藤也は自分自身を納得させていた。


　骨張った細長い指が放たれた白はく濁だくとした液体を弄もてあそぶように腹の上に搔かき集めている。ある程度まとまったそれを指先で下か肢しの窄つぼまりへと引き延ばされて、爪つめの先でひっかくように小さく刺激されるとそこが淫みだらにひくつくのがわかった。


「───っ」


　大きく広げさせられた内うち股またが引きつる。数え切れないほど将臣を受け入れた秘処はそこからもたらされる快感の濃のう密みつさを覚えている。片手で足りるほどでしかなかったが、それなりにつきあった女の子たちからは得られなかった快楽がそこにはある。


　それでも、その快楽は将臣がもたらすものだからだという自覚はあった。だから、将臣が面おも白しろそうに口許を歪めるのを見て、簡単には流されまいと藤也はぎりぎりまで堪こらえてしまう。何もかも将臣の思うとおりになるのは癪しやくなのだ。


　襞ひだを伸ばすようにゆっくりと丁てい寧ねいに指先を這わされ、藤也の呼吸に合わせて将臣の指が身体の中に潜もぐり込んできた。苦痛があるわけではないが、未いまだになれない異物感に藤也の眉根が寄せられる。


　強引に入ってきた指先は的確に前ぜん立りつ腺せんを捉とらえて藤也の快楽を支配した。


「……っあ……」


　達いったばかりの身体にダイレクトな刺激はきつく、藤也は自分を拘こう束そくする男に思わず手を伸ばした。自分よりも確実に大きい身体、しなやかな筋肉の動き、自分を押さえ込める腕わん力りよく、どれをとっても男を感じさせるモノでしかない。雄おすに組み敷しかれる男である自分に全く嫌けん悪おがないと言えばそれは噓うそになるだろう。


　───惚ほれた弱みってやつだろうなあ……。


　そう思ったのが最後で、ポイントをわずかにずらされ弄ばれ始めると思考が拡散していく。焦らすようなゆっくりとした動きと指一つ分だけずれた場所への刺激は、藤也の快楽の火種を煽あおるだけで、肝かん心じんなものはもたらしてくれない。藤也は無意識のうちに腰を揺ゆらめかせて、己おのれを蹂じゆう躙りんする者へと身体をすり寄せていた。


「もう、駄だ目めか……？───いいだろう」


　喉のどの奥でくつくつと笑い指を抜くと将臣は汚よごれた手をシーツで簡単に拭ぬぐい、サイドテーブルから取りだしたローションをそこに塗ぬり込める。その淡々とした感触にさえ藤也は熱い吐と息いきを漏もらしてしまう。声を出さないようにと、嚙みしめている口唇の隙すき間まからこぼれ落ちる吐息をもう止める術すべはない。


　湿しめった音だけが照明を落とされた部屋に響く。ぴちゃりと音を立てて抜かれた指先は、そのまま藤也の腰を押さえつけた。その先に来る衝しよう撃げきを知っている藤也は、将臣にしがみつく腕うでに力を込める。


　熱い楔くさびが躊躇ためらうことなく藤也の中に入り込んできた。


「───っああっ」


　痛みがなくてもその衝撃は藤也にはかなりきつい。無意識のうちに握り込んでしまった髪ごと将臣の背中に爪を立てる。その小さな痛みを感じないかのように、将臣は総すべてを納めるまで突つき進んでいった。


「くっ───」


　最奥まで行き着いたところで将臣が詰めていた息を吐いた。その耳朶を打つささやかな感触に藤也は身体を震わせる。将臣の舌が耳みみ許もとの柔やわらかい皮ひ膚ふを這って首筋を滑すべり落ちた。


「あ……」


　下肢を中心に広がった熱がまるで飛び火したかのように、将臣に触さわられた部分が熱くなっていく。いとも簡単に全身にまわった熱は藤也の意識を浸しん食しよくし始めて、将臣だけしか感じられなくなっていた。


　その熱を煽るように将臣がゆっくりと己を引き抜く。雄の形がリアルに思い浮うかぶほど緩かん慢まんな動きは藤也を焦らすものでしかない。それをわかっている将臣は藤也の身体を押さえ込んで身み悶もだえさえ許さない。


「何っ、してんだよ……っ」


　自分の吐息が乱れているのを知られたくない藤也は、一言ずつ区切るように言葉を吐き出した。言外に我を忘れるほどの快楽が欲しいと訴うつたえているのだが、将臣は藤也の望みを知っていながら面白そうに口許を歪ゆがめるだけだ。


「どうして、欲しい？　口にしてみろ」


「んん───っ」


　一番敏感な場所を外して小刻みに擦こするように雄が蠢うごめくが、藤也は口唇くちびるを嚙かみしめて声を漏らすまいとしている。苦しげに眉根を寄せているにもかかわらず、肝心な言葉を言わない藤也に将臣は目を眇すがめた。


「や───ああっ」


　それまでの緩慢な動きとは全然違ちがう、藤也がどう感じるかなど全く考えない律動を将臣は繰くり返し始めた。しかも微び妙みようにポイントを外している。そして藤也がそのリズムに慣れたと思うと、不意にそのリズムを崩くずす。


「ひゃう」


　これまでとは違った律動で思いも寄らぬ場所を攻せめられると、藤也は跳はねる身体と悲鳴を押さえることができない。変えられたリズムに慣れるまで、藤也の口からはひっきりなしに嬌きよう声せいが漏れ続ける。


　そしてまた慣れた頃ころに突とつ然ぜんリズムを変えられるのだ。


「も……、……せて───っ」


　一段と深く抉えぐられて藤也は根を上げた。掠れた声で上げられた降こう伏ふく宣言に、将臣は満足そうに口唇の端はしを持ち上げる。そして己の下に組み敷いていた藤也の身体を抱かかえ直すと、今度こそ容よう赦しやなく快楽を追い始めた。


　激しく出入りを繰り返している雄は内ない壁へきを擦るように奥へと侵しん入にゆうしていく。少しでも奥深いところを抉ろうと勢いが増していき、その度たびに藤也の爪つま先さきがシーツを蹴けって波立たせた。


　内部を侵しん略りやくするように突き入ってくる雄の勢いを無意識のうちに殺そうとしているのか、藤也のそこは蹂躙するモノに絡からみつく。だが、内臓を引き出されるかと思うほどの強ごう引いんさで引かれて、余計に快楽を煽っていた。


「や……、ああ……っ」


　声を上げすぎて渇かわいた喉から高い音が響ひびいていることに将臣は満足げに目を細めるが、そんな男の様子に藤也は気づくことができない。


　指の痕が残るほど強く膝ひざの裏を抱え上げられ、逃にげられない激しさで身体からだの中心を穿うがたれる。自分ではどうすることもできない熱の奔ほん流りゆうが生まれて、藤也の背中が綺き麗れいに弓なりに反り返った。


「っあ」


　一番いいところに将臣のモノを自分で押しつけた形になった藤也は、一いつ瞬しゆん息を詰つめると熱い飛ひ沫まつを飛び散らせた。そして、的確に藤也の弱いところを責め立てていた将臣は、押しつけられるよう突き出された藤也の腰こしに、育て上げた快楽が呑のみ込まれて果てる。


「───ふぁっ」


　どくどくと注ぎ込まれる劣れつ情じように藤也はひどく甘い声で啼ないた。男の精液を自分の体内で受け止めることに躊ちゆう躇ちよはあるが、それが将臣のモノなら彼を達かせられたという充じゆう足そく感が上回って躊躇いは消えてしまう。


　将臣の背中に絡みついていた腕から力が抜ぬけ、ぱたりとベッドに滑すべり落ちた。まだある程度形を保っている雄が秘処から抜け出ると、白濁した液もとろりと流れ出てくる。そのむず痒がゆい感かん触しよくに藤也が眉まゆ根ねを寄せると、将臣がくつくつと喉の奥で笑った。


「ほら───」


　快楽の名な残ごりでひくついているそこに将臣が指を入れて中から残ざん滓しを搔き出す。これをしておかないと自分が辛つらいとわかっていても、藤也はいたたまれなくて両りよう腕うでで顔を隠かくしてしまう。ただの後始末だとわかっていても、丁寧に探さぐる指先に少しでも感じてしまうのがひどく嫌いやなのだ。


　ようやく全すべてを搔き出したのか将臣の指先が抜けていった。最後にそれと知っていて前立腺を撫なでていったのは完全に藤也の反応を楽しんでいるからだろう。ひくりと跳ね上がった身体に藤也は舌打ちをしたい気分だった。


　シーツで汚れた手を拭うと、将臣は煙草たばこに火をつけて戸口へと歩いていった。その後ろ姿に藤也の目は引きよせられる。


　自分よりも頭一つ分高い身長は軽く百九十センチを超こえている。明るく色が抜かれた髪かみが乱れているのが気になるのか手で無造作に撫でつけると、バランス良くついた筋肉がしなやかに動いた。藤也自身もそれなりに引き締しまった身体をしているが、元々の骨格が違うのか体格に差が出ている。


　───……やっぱ、格好いいよなあ。ぜってー、将臣には言えねえけどさっ。


　ふと自分自身を省みて落ち込みそうになったのを溜ため息いき一つで留とどまると、藤也は酷こく使しした身体を起こした。汗あせと精液で汚れたシーツを取り替かえておかないと寝ねる場所が無くなってしまう。


　ガウンを引っかけただけの格好で汚れたものを脱だつ衣い所じよに放り込んで、冷蔵庫から取りだしたミネラルウォーターで喉を潤うるおしていると将臣が風ふ呂ろから上がってくる。それと入れ違いに藤也がバスルームに入り、簡単にシーツの汚れを落としたあと手早く自分の身体も洗ってさっさとバスルームから出た。


　リビングで煙草をくゆらせている将臣を無視して藤也はベッドに潜もぐり込んだ。明日も朝一から講義が入っている身としては夜よ更ふかしはしたくない。既すでに十二時をまわっているのだ。欠伸あくびをしつつ寝やすい体勢を探してごそごそしていると、将臣がベッドルームに入ってきて藤也の枕まくら元もとに腰こし掛かけた。


「───何？」


　いつもならそのまま自分の隣となりに入ってくる将臣が腰掛けたことで、藤也は半分閉じかけている鳶とび色いろの瞳ひとみで将臣を見た。


「二十日から一週間、ロケだから都合をつけとけ」


「あ、そ。……ん？　都合ってオレも行くのかあ？」


　眠ねむかったので少し遅おくれて浸しん透とうした将臣の言葉を理解すると藤也は跳ね起きた。当然だという表情で自分を見ている将臣を見つめ返す。


「身の回りの世話をしろ」


「今までは一人でやってたんだろ？　別にオレが行かなくてもいいじゃないか」


「今まではやるやつがいなかったんだ。お前がいるなら連れてくに決まってる」


「そんなのお前の勝手だろ？　オレは嫌だよ」


　将臣のカラーコンタクトの入った蒼あおい瞳を見ながら藤也はきっぱりと拒きよ絶ぜつした。七月の終わりには前期試験もある。そんな時期に一週間も大学を休むつもりもない。


　しばらく無言の睨にらみ合いが続いたが、将臣は目を眇めてすっと藤也の顎あごに手を伸のばした。


「く……っ」


　顔を固定されて藤也は苦しげに息を漏もらす。それでも将臣を睨みつける鳶色の瞳は強さを失っていない。その瞳を覗のぞき込んで将臣は一言だけ言い放った。


「来るんだ」


　命令することに慣れた、ある意味他者を従えさせることに疑問を感じない口調に、藤也はぎりっと奥歯を嚙んだ。そして将臣の手を振ふり払はらう。


「オレの意志を無視するなって言っただろっ」


　蒼い瞳が不ふ機き嫌げんそうに細められたが、藤也はそれでも臆おくすることなく将臣を睨み続ける。


　───オレの言ったこと、何一つ聞く気がないのか、こいつはっ。


　沸ふつ々ふつとした怒いかりが藤也を支配していく。確かにある程度将臣に自分が束そく縛ばくされることを認めたが、それも条件付きだったはずだ。そのたった一つの条件が『自分の意志を無視するな』というものだったはずなのに、その条件を反ほ故ごにするというのだろうか。


　絶対に引く気のない藤也の視線の先で、それとわかるほどに舌打ちをして将臣が不意に瞳を逸そらすとベッドに倒たおれ込み、藤也と視線を合わせないように背中を向けた。いかにも渋しぶ々しぶと藤也の意見を聞いたとでも言いたげなその態度に、藤也は呆あきれた溜め息をつく。


　しばらく様子を見ていたが、将臣は振り返りもしなければ声を掛かけてもこなかった。


　不機嫌も露あらわに無理矢理従わされるのも嫌だが、こちらが折れるのを待っているようなふてくされた態度に段々と腹が立ってくる。


　生なま乾がわきの髪を煩わずらわしげに搔かき上げると藤也はベッドから降りて、床ゆかに置いていた服をさっさと身につける。藤也が何をしているのか気配でわかるだろうに何も言ってこない将臣に、藤也は完全に頭に来ていた。


　───こっちが悪いとでも言うのかよっ。冗じよう談だんじゃねえぞっ、この我わが儘まま野や郎ろうっ。


　口に出さずに喚わめき散らしながら荷物を手にすると、藤也は足音も荒あらく将臣の部屋を後にしていた。




２







　まだ梅つ雨ゆの真まっ只ただ中なかだというのにずいぶんと強い陽ひ射ざしだったが、木こ陰かげにいるぶんには気持ちのいい日だったため、藤也は『奥庭』と呼ばれているカフェテリアのテラスにいた。この時期の服装にはいつも藤也は悩なやむ。半はん袖そででは夕方は寒そうだし、長袖では日中は暑そうだしで何を着ていいのか考えこんでしまうのだ。


　今日は一日晴れているという天気予報を信じて半袖のＴシャツを着てきた。黒地の背中に大きく柄がらが入っているものでなかなか気に入っている。ブラックジーンズに黒いスニーカーと合わせれば鞄かばんも黒でしょうと揃そろえてしまった。


　全体的に黒でまとめた藤也の中で赤茶けた髪だけが目立つ。ちょっとした陽射しの加減では赤く見えてしまう髪は完全に伸びすぎていて、時折箸はしを止めては前髪を鬱うつ陶とうしそうに搔き上げている。切りに行こうと思っているのだがタイミングを逃のがし続けているのだ。


　───夏に入るまでには切りに行ってやる。


　運良く空いていたテーブルで名物メニューの一つであるデミグラ丼どんをつつきながらそんなことを考えていた。ご飯に千切りのキャベツをのせて、更さらにトンカツの上からデミグラスソースをかけただけのものだがこれがなかなかおいしい。


　周囲からちらちらと自分に寄せられている視線には無む頓とん着ちやくなまま、ひどくご満まん悦えつな表情で食べている藤也の目の前では、高校の時からの友人の兼かね田だが大盛りのネギトロ丼を勢いよく口の中に搔き込んでいる。バスケで鍛きたえられたがたいのいい身体からだが、量だけは申し分ない大学のカフェの丼どんぶりを搔っ込んでいる様は、見ている方が楽しくなるような豪ごう快かいさだった。


　つんつんに立たせた短い黒くろ髪かみが忙せわしなく上下するほど、急いで食べているのには訳がある。次の講義の最後に提出するはずのレポートが終わっていないのだ。兼田にしてみればこの昼休みと講義中が勝負のしどころなので、ゆっくりとご飯を食べている気にならないのだろう。


「ごちそうさんっ」


　がたがたとトレイを寄せると、兼田はその場でレポート用紙と資料を取り出し、ものすごい勢いでボールペンを動かし出す。しばらく一心不乱に取り組んでいたのだが、その様子を呆れたように見ている藤也に気がついて、照れ隠しのつもりなのか拗すねたように喚きだした。


「仕方ないだろっ。昨日夜やるつもりだったのが、急にナナちゃんから電話が掛かってきたんだからっ」


「あー、はいはい。何も言ってないだろうが。さっさと終わらせろよ」


　この間のミホちゃんへの失しつ恋れんから約半月で、もう新しい相手ができたらしい兼田には溜め息しか出てこない。まあそれが兼田らしいといえばらしいのだが、藤也にはとうてい理解できないことだ。


　───呼び出されてねえ。……嬉うれしいものなのかねえ……？


　藤也にしてみれば、将臣に呼び出されるのは遠えん慮りよしたい用件でのことが多いので、どうもあんまりいい気がしないが、好きな人からの呼び出しというのはまた違ちがうらしいと、兼田を見て藤也は思った。


「っつ───」


　そんなことを考えていたからか、突とつ然ぜん鳴りだした携けい帯たいに必要以上に驚おどろいてしまい、丁度飲み込む寸前だったトンカツで喉のどを詰つまらせてしまった。胸元を叩たたきながら傍かたわらに置いていたお茶で無理矢理喉に詰まったものを胃に流し込むが、どうにも息が整わない。


　兼田が馬ば鹿かだなあとにやにや笑っているのを横目に、藤也は鞄を探さぐって携帯を取りだした。八つ当たり気味に声が荒くなるのは仕方ないことだろう。


「もしもしっ」


『今度の原因はなにいーっ!?　何で喧けん嘩かしたのようっ。このままじゃ仕事にならないじゃないのようっ』


　携帯を耳に当てた瞬しゆん間かん、頭を突つき抜ぬけていった声に、今度こそ藤也はテーブルに突っ伏ぷしてしまった。叔お母ばの神山恵美花の声が、立て板に水の如ごとく携帯から溢あふれ出してくる。


『午前中に終わらなきゃいけない撮とりがまだ半分もすんでないのようっ。午後にまで食い込んで夜中まで押したら大変なことになるのおっ。今日がぎりぎり最後なのっ。さあっ、何が原因なのっ？　ショウが悪くてもさっさとトーヤくんが謝ってなんとしてでも機嫌を直させてっ』


「───恵美花さあん。オレは関係ないでしょ？」


　放って置いたらいつまでも続きそうな、恵美花の悲鳴に近い追つい及きゆうをなんとか遮さえぎって訴うつたえてみるが、それはかえって恵美花のボルテージを上げてしまうだけだった。


『なあにが関係ないのよっ。昨日の今日で急に機嫌が悪くなるなんてプライベートなことでしかないでしょっ？　それとも何っ？　全然、全く、関係がないとでも言い切れるのっ!?』


「う───っ」


　捲まくし立てられる勢いのままに、昨晩のことを思い出して藤也は思わず詰まってしまう。将臣の機嫌を悪くさせた原因には思いっきり心当たりがあるのだ。そのわずかな隙すきを恵美花が逃すわけもなく、ここぞとばかりに猫ねこなで声でついてくる。


『ほらあ、心当たりがあるんでしょう？　ねえ、どうしてくれるのかなあ？』


「でも、ほらっ、それは仕事のことだろっ？　だったらオレには関係ないじゃん。仕事とプライベートは分けるんだろっ？」


『それができてるんならトーヤくんに電話なんかしないわよう。もう私じゃどうにもできないからトーヤくんにお願いしてるんじゃないのお』


　最初の勢いはどこへやら、目め一いつ杯ぱい弱り切った声で恵美花が訴えてきた。


『あの我が儘ままな王様が私の言うことを聞くと思うのお？　一応社長としての言うことはある程度聞いてくれるけどお、最後の最後ではいっつも自分の思うとおりにしかしないじゃないのお。この仕事ってばショウ一人の撮りだけじゃないからあ、スケジュール調整が大変なのよう。ねえ、トーヤくんってばあ』


「ああっ、もうっ、仕方ねえなあっ。どこだよっ？」


　昨日の夜の言い合いで恵美花に迷めい惑わくを掛けることは藤也としても不本意で、少しばかり申し訳ないなあと思ったところを彼女は思いっきりついてきた。しかも涙なみだ声ごえで言われてしまえば藤也には降参するしか道はない。


『きゃああっ。トーヤくんってばだから好きようっ。最後は見捨てないでくれんだものおっ。本当にいつもどれだけ感謝していることか───』


「だからっ、場所はどこだって訊きいてるのっ」


『あ、場所ねえ？　世田谷のＭスタジオなの。何度か行ったことあるでしょう？　じゃあ、早めにお願いねえ』


　ぶつりと耳みみ許もとで切られた携帯に藤也は盛大な溜ため息いきをついた。結局最後には恵美花のお願い事をきいてしまうのは、自分の意志が弱いからなのか、恵美花の押しが強いからなのか、いまいちはっきりしない。それでも毎回仕方ないかとあきらめてしまうのが悪い癖くせだとは藤也は思っていなかった。


「どうかしたのか？」


「あー。午後さあ、代返頼たのまれてくんない？　明日の昼ご飯奢おごるし」


「別に良いいけど……？　何があったんだよ？」


　レポートを書く手を止めて兼田が心配そうに藤也を窺うかがっている。電話越ごしとはいえ言い合っていたのがひどく気になるらしい。藤也は困ったように眉まゆ根ねを軽く寄せると、曖あい昧まいに言葉を濁にごした。


「ちょっと恵美花さんのバイト絡がらみでね、余計なことを押しつけられただけだし」


「あー、うん、恵美花さん絡みね……」


　ふっと兼田が遠い目をしてあらぬ方向を見た。藤也の保護者でもある恵美花と兼田は面識がある。少し気のいい兼田は、あの恵美花のパワフルさに始終気け圧おされていたのを思い出しているのだろう。


「ならいいけど……。なんかあったら言えよ？」


「サンキュー」


　なるべくなら恵美花と関かかわり合いたくないと思っているのがありありとわかる声で、それでも藤也を気にしている兼田に藤也は笑って応こたえて、急いで食事を済ませるとその場を後にした。











　藤也がＭスタジオに着いたのは二時に近かった。将臣のマネージャーをしている南田を呼びだして、入構許可証をとってもらうとそそくさと中に入っていった。


「藤也君、わざわざありがとうございます。どうも、うまくいかなくて……」


「あ、別にいいですよ。あいつが全部悪いんですから」


　後ろに撫なでつけた髪かみに手を当てながら、スーツ姿の南田が恐きよう縮しゆくしたように藤也に頭を下げる。藤也は歩きながら止めたが、南田は複雑そうな顔をしてまた頭を下げた。


　何か言いたげな彼の表情は気になったが、藤也は何も言わずに足を進めていった。エレベーターで三階まで上がり廊ろう下かを通り抜けると重そうな両開きの扉とびらの前で立ち止まった。


　静かにお願いしますね、という南田の言葉を聞いて藤也は小さく頷うなずくと、少しだけ開けた扉の中に滑すべり込みスタジオの奥へ視線を向けた。


　淡あわいグレーの背景に、紅葉もみじが足許に散らされたセットの中、将臣は立っていた。


　襟えりの形が変わった白いシャツのインナーに、渋しぶいブラウンのシンプルなジャケットを着ている。色の抜けた明るい毛先がライトの加減でか、輝かがやいて見えた。


　ただそこに立っているだけなのに目が引き寄せられる。だが、将臣だけを見ていた藤也の視界に白い腕うでが入ってきた。


　───……え？


　ふとそのモデルと目が合った気がして藤也はまじまじとそのモデルを見返した。


　百七十センチちょっとの藤也と変わらぬ身長で、すらりとしたシルエットをしていた。上着の袖そでと襟に白いボアがついたモスグリーンのストライプシャツに、レザーのベルトを腰こしに引っかけている。ラインのすっきりとしたロングスカートの裾すそには小さく花模様が縫ぬい取られていた。ざっくりと毛先を跳はねさせている短い髪が小作りの顔を縁ふち取どっていたが、その顔にどこか見覚えがあると思ったのは気のせいだろうか。


　思わずじっと見てると、彼女は身体をすり寄せるように将臣の腕に絡からまり、何かを囁ささやいた。


「───あ」


　その光景を見て、藤也は唐とう突とつにそのモデルのことを思いだした。五月の初めに、高校時代の先せん輩ぱいだった九く條じようと入った渋しぶ谷やのバーで将臣と出くわしたとき、彼が両りよう脇わきに侍はべらせていたモデルの一人だった。


　あのときも随ずい分ぶん親しげな雰ふん囲い気きだったことを思い出して、藤也は微かすかに眉根を寄せた。将臣の女おんな癖ぐせの悪さはもとより承知だ。それが元で今の関係になったのは事実だったし、最初の頃ころは女の匂においもしていた。今は暇ひまなときはほとんど藤也と過ごしているようだが、実際のところはわからない。


　不意に藤也は自分の立場を突きつけられた気がしたのだ。その他大勢の中から抜き出て、少しだけ特別な位置にいるつもりだったが、もしかしたらその位置にいるのは、自分だけではないのかもしれない。


　そんなことを思わせる親密さが二人の間に見えた。


　───……なんかむかつく……。


　むっとしてモデルを睨にらみつけるとまた目が合った気がして、内心どうしようかと焦あせっていると、綺き麗れいに口紅が引かれた口唇くちびるが持ち上げられた。彼女が笑ったのだ。そんなことはあり得ないのに、まるで自分の考えていることが幼よう稚ちだと笑われたように感じられて、思わず藤也はスタジオを抜け出してしまった。


　人が少ない廊下を突き当たりまで行き、非常階段に通じる扉を開けて半階下にある踊おどり場まで思わず駆かけ下りた。ようやく立ち止まると、気持ちを落ち着けようと深呼吸を一つする。


「あーあ、冗じよう談だんじゃないよなあ……。なんであんなこと思ったんだろ」


　見かけたことはあっても話したこともない彼女に、殊こと更さら自分が見つめられる理由などないと頭ではわかっていても、もやもやとした思いがわき上がってくる。妙みように落ち着かない気分で、藤也は目にかかる前まえ髪がみを搔かき上げた。


　しばらくの間手て摺すりに寄りかかり、窓まど枠わくの形に切り取られた空をぼーっと見上げていると、がちゃりと上の方で扉の開く音がした。慌あわてて身体からだを起こして上を見上げると、先ほど自分が出てきた扉からスカートの裾が覗のぞいた。


「もう、探しちゃったじゃないの……」


「え……？」


　そこには面おも白しろそうに目を輝かせた女性が顔を覗かせていた。見覚えのある衣装を身につけたまま、片手で扉を押さえて少し腰をかがめている。スタジオで将臣の相手役を務めていたモデルだと、考えるまでもなかった。


　反射的に藤也は顔を伏ふせてしまった。薄うす暗ぐらいスタジオの中、そこだけ強い照明が集められたセットの中で、将臣と二人で並んで立っていた姿を思い出してしまったのだ。


　得体の知れない小さな痛みとともに親しげだったその光景が藤也の脳裏に浮うかぶ。


「ねえ、あなたが藤也君でしょ？」


「え……？」


　出し抜ぬけに名前を呼ばれ、藤也は間抜けな声をあげてまた上を向いてしまう。くすくす笑いながら彼女が階段へ一歩踏ふみ出した時、青いシャツの袖が藤也の視界を掠かすめた。


「きゃ……っ」


　次の瞬しゆん間かんには、小さな叫さけび声とともに彼女の身体が上から降ってきていた。


　何を考える間もなく、藤也の身体が勝手に動いて彼女を受け止めようとする。がつっという衝しよう撃げきが襲おそい、殺せなかった勢いのまま、藤也は踊り場に倒たおれ込んでしたたかに頭をぶつけた。


「───つっ」


　がちゃんという扉の閉まる音が、打ちつけられた藤也の頭にひどく響ひびく。微かに呻うめきながら彼女を支えていた腕を外して、ずきずきと痛む頭を片手で押さえた。その声に驚おどろいたのか、胸の上で小さく身み動じろいだ彼女が慌てて身体を起こした。


「ごめんなさいっ。大だい丈じよう夫ぶ？」


「あー、平気です……。でも、あの……」


　彼女が落ちてくる寸前に見た、青いシャツを着た腕のことを言うべきかどうか藤也は迷って口くち籠ごもった。


　自分の見み間ま違ちがいでなければ、あの腕は悪意を持って彼女を突つき落としたのだと思う。だが、それが自分の錯さつ覚かくか思い違いだとしたら、余計な騒さわぎを引き起こすことになってしまう。ただでさえショックを受けているだろう彼女に、これ以上のショックは与あたえたくなかった。


「あら？　なんでもないわ」


　しかしそんな藤也の配はい慮りよは、まるでグラビア写真のような完かん璧ぺきな微笑ほほえみによって一いつ蹴しゆうされてしまう。


「でも……っ」


　藤也が何を言いたいのかわかっているらしい彼女はくすくすと笑ったままだ。一つ間違えば命に関わったかもしれないのに、たいしたことではないと思っているようで、逆に藤也の方が真しん剣けんになってしまう。


「だめよ。今日の撮さつ影えいは遅おくらせるわけにはいかないの。私は怪け我がをしてないし、藤也君さえよければこのまま黙だまっていて欲しいのよ」


「だけどっ」


「ねえ、聞いてなかったの？　今日の撮影は一度延びているからもう延ばせないのよ」


　口くち許もとの笑えみを消したユカリに、鳶とび色いろの瞳ひとみを覗き込まれ藤也は押し黙った。意志の強そうな黒い瞳が少しも逸そらされることなく、藤也を見ている。こんなにはっきりとした瞳を持っている相手には、到とう底てい逆らえないことを身を以もつて知っている藤也は、げんなりと溜ため息いきをついた。


　───仕事が絡んだときの恵美花さんにそっくりな目をしてるんだもんなあ。何を言っても聞かないだろうなあ。


　まだ自分の身体の上に乗っている彼女の身体を支えながら、藤也は身体を起こした。


「わかりました……。そういえば、怪我とかしてないですか？」


「いやあね。私はこの身体一つで仕事しているのよ？　だからこの身体はいわば商売道具なの。プロが自分の商売道具を疎おろそかにするとでも思っているの？」


　どこか憤ふん慨がいした様子で力強く言い切った彼女に、藤也は降参して小さく笑った。それを見た彼女はふんわりと微笑み返して言葉を付け足した。


「ああ、そうね。でも社長には一言言っておかないといけないでしょうから、この仕事が終わったら一いつ緒しよに事務所に行ってくれるかしら？」


「別にいいですよ。え……と」


「ん？　ああ、私はユカリっていうの」


「……ユカリさん……？」


「ユ、カ、リ。さん付けなんてしないで。ショウのことも呼び捨てにしているんでしょう？　なのに私だけさん付けなんて嫌いやだわ」


　面白そうに黒い瞳が輝いているのを見て、藤也はいくらか身体を引き気味に反論しようとする。


「でも」


「だあめ」


　一言で呆あつ気けなく一蹴され、藤也がどう続けようかと言葉に迷っている間に、ユカリは何かを思いついたらしい。くすりと口許を歪ゆがめると、ずいっと藤也の方へ身体を寄せてきた。ユカリが寄ってきた分だけ後ろに仰のけ反った藤也が踊り場の手摺に軽く頭をぶつけてしまう。


「いい？　さん付けで呼ばないこと。でないと……、キスしちゃうわよ？」


「え？　なんでそうなるんですっ？」


「そうね、敬語も使っちゃだめよ？」


「だからっ」


「なあに？」


　にっこりと微笑むユカリの目が全く笑っていないのを見て、本気だと悟さとった藤也は唾つばを飲み込むなりこくこくと頷うなずいていた。


　それを見て満足そうに微笑みながら立ち上がったユカリの手が、藤也に差し伸のべられる。それを握にぎり返して立ち上がった藤也は、最初に疑問に思ったことを口にしていた。


「あの……、オレのこと誰だれに聞いたんです……？」


「───です？」


　階段を上り掛かけていたユカリが不意に後ろを振ふり返り、藤也の顔を覗き込む。そしてにっこりと微笑むと、ちゅっと音を立てて藤也の頰ほおに口唇を寄せた。


「え？　ああっ」


「敬語は使うなって言ったわよね？」


　真っ赤になって頰を擦こすっている藤也を見てユカリはくすくす笑う。その腕うでをとるとユカリは藤也を引っ張るようにして階段を上り始めた。


「ほら、行くわよ」


「ちょっと、ユカリさんっ!?」


「あら？　もしかして藤也君、私に気があるの？」


　強ごう引いんと言ってもいいユカリの行動に慌てた藤也が思わず『ユカリさん』と呼んでしまうと、ぴたりと足を止めたユカリが嬉うれしそうにさっきとは反対の頰に素す早ばやいキスをする。藤也は小さく呻きごしごしと自由な方の手で頰を擦った。


「そうね、次は口唇くちびるにしちゃおうかしら？」


　藤也のお子さまな反応に気をよくしたらしいユカリは、足取りも軽くスタジオへと戻もどっていく。腕を組んでいる格好の藤也はその楽しそうなユカリの様子に苦笑するしかなかった。


　───こんなことされても嫌な気分にならないのはユカリの性格なんだな。


　将臣と親密なところはすごく気になるが、それを別にしても藤也はユカリのことを気に入った。スタジオに入るとすぐに将臣と目が合ったので、なんだか楽しい気分のまま藤也は笑いかけたが、将臣はすっと眉まゆ根ねを寄せて視線を逸らしてしまう。


　───？　変なの。


　藤也は訝いぶかしげに首を傾かしげたが撮影が再開されると、そんな些さ細さいなことは忘れてしまった。


　撮影自体は藤也が考えていた以上にあっさりと終わってしまった。恵美花がわざわざ藤也を呼び出すほど将臣の機き嫌げんは悪くなかったのだろう。それについて少しばかり文句を言ってやろうと思ったのと、ユカリとの約束で藤也は渋谷にある『オメガストリート』まで行くことになった。


　南田は一人で、ユカリはマネージャーの岸きし田だと二人、藤也は当然の如ごとく将臣と一緒に、それぞれの車に乗って事務所まで行くことになったが、車に乗り込んだ途と端たん、藤也は小さく溜め息をついた。


　何な故ぜだか将臣の機嫌が、すこぶる悪い。撮影の時にはそう大して悪くなかったことを考えると、どうやら車に乗る前に何やらユカリと話していたことが原因らしい。


　助手席のシートに背を預けて、藤也はそっと将臣を窺うかがってみた。


　───やっぱり、ユカリが突き落とされたってのが心配なのかな……。


　藤也はぼんやりとそう考えて、顔には出さなかったものの、思わずむっとしてしまう。運転席にちらちらと視線を向けてみるが、十八時をまわり交通量が増えてなかなか進まない車の中で将臣は前を向いてハンドルを握ったまま、藤也の方を見ようともしない。


　小さく溜め息をつくと、形にならない苛いら立だちの勢いにまかせ、藤也も横を向いてだんまりを決め込むことにした。不機嫌の理由をわざわざ突っ込んで訊きくなど地じ雷らいを踏むような真ま似ねはしたくない。


　双そう方ほうが黙りこくったまま、腹の底に響く低いエンジン音だけが車内を満たしていた。


　やがていつものように丁てい寧ねいに止められた車から藤也が降りると、先に着いていたユカリが近づいてきた。細身のブラックジーンズに、キャミソールをインナーにして、背中がざっくりと開いた上着を着ている。撮影時の衣装とはまったく雰ふん囲い気きが違っており、シンプルな感じはどこかさばさばとしたユカリの性格に合っていた。


「遅おそいわよ。ほら、早く行きましょうよ」


「え？　ちょっとユカリ？」


　するりとユカリに腕を組まれてしまい、藤也は慌あわててそれを外そうとしたが、反対にぎゅっと摑つかまれた腕を引っぱられエレベーターに引きずり込まれてしまう。焦あせった藤也が声を掛ける前に、ユカリは後ろを振り返り、将臣ににっこりと笑いかけた。


「ショウ、何をしているの？　先に行ってしまうわよ？」


「……」


　語ご尾びを弾はずませて、やけに楽しそうなユカリとは対照的に、将臣は憮ぶ然ぜんとした表情で歩いてくる。エレベーターの中で藤也と目が合ったが、将臣は目を眇すがめるだけで話そうとはしない。地下から十三階に上るまで重苦しい沈ちん黙もくが小さな箱を支配していた。


　───ったく、勝手にふてくされて何だっていうんだよ。……無視してりゃあ、いいんだろうけどさ……。


　ユカリに腕を取られたまま、藤也は隣となりに立つ将臣のことをちらちらと窺っていた。











　視線を、感じる。機嫌を推おし量るような、ばれないようにこっそりと盗ぬすみ見るような視線に、将臣はひどく苛ついていた。


　確かに今日は朝から機嫌がいいとは言えなかった。昨晩藤也が帰ってしまったのが原因だった。一週間かかるロケに藤也を連れて行くことは、将臣にすれば当然のことで、それを拒きよ絶ぜつした藤也が悪い。


　───襲おそわれた前科のあるやつを一週間近く放っておけと？　冗じよう談だんじゃない。あれは俺のモノだ。誰にも触さわらせない。


　なのに今、視線を横に流せばユカリが藤也の腕を取っている。面おも白しろそうにユカリの瞳ひとみが煌きらめいているのを見れば眉み間けんにますます皺しわが寄る。


　本人曰いわく『セフレから飲み友達になった』ユカリだが、確かにつきあいやすい女だった。


　お互たがい時間が合えば会うだけの大人の関係で、相手のことを詮せん索さくしないし、束そく縛ばくもしない。面めん倒どうを嫌きらう将臣の条件にぴったりと合う女だった。


　似たような女たち数人と、ずっとそんなつきあいを続けていたのだが、藤也と出会ってからは彼女たちから足が遠のいていた。


　それを敏びん感かんに感じ取ったユカリが『セフレから飲み友達』になったと言ってきたのだ。確かにあれから何度か飲みには行ったが、ベッドを共にしたことはない。


　そのユカリが藤也にちょっかいをかけている。撮さつ影えい中にいきなり休きゆう憩けいと称しようして場を外したユカリは、戻ってきたときに何故か藤也を連れていた。彼が今日スタジオに来るとは聞いていなかったのでひどく驚おどろいたが、それよりもうち解けた二人の雰囲気に気を取られた。


　撮影が再開され、再び傍そばに立ったユカリはくすりと口くち許もとを歪めて、将臣が気にしていることを承知で、さらりと告げた。


「藤也君てかわいいのね。私、気に入ったわ」


　艶つややかな笑え顔がおは、ユカリが何かを面白がっているときだとわかるくらいにはつきあいは深い。そろりと将臣の機嫌が下降し始めた。更さらに拍はく車しやを掛けたのが藤也だ。『ユカリ』と呼び捨てにして、タメ語を使う。腕を取られても、抱だきつかれてもユカリを振り払はらうでもない。


　すっかりユカリを受け入れている藤也の態度に将臣は苛ついた。おまけにさっさと撮影を終わらせてマンションへ帰ろうとした将臣に、藤也は事務所によると言い出した。その理由がユカリ絡がらみらしいとなれば、機嫌を悪くするなという方が無理なのだ。


　将臣が不機嫌になっているのを知りながら、ユカリはこれ見よがしに藤也をかまい倒たおしている。エレベーターから降りても相変わらず藤也と腕を組んだままで、そのいつもの彼女らしくない行動に彼女が遊んでいるのがよくわかった。


　日中は開け放されている事務所のドアを抜ぬけて中に入る。時間が少し遅いということもあってか事務所に残っている人数は少なかった。それを見てユカリが受付に声を掛けた。


「ただいま。社長はいるかしら？」


「いますけど、今来客中なんです」


「そう……。じゃあ、お客が帰られたら用があると伝えて下さい」


　南田と岸田はそれぞれ自分の机に戻り、今日の報告書や必要な書類を作成し始めた。ユカリと藤也が応接セットに座ったので将臣もそれに続く。二人がけのソファーにユカリと藤也が並び、将臣が一人がけのソファーに座った。


　その配置にも将臣は微かすかに眉根を寄せたが口にはせず、むっとしたまま足を組んでいた。


　そこへバイトの学生がコーヒーを運んできた。雑用や使い走りのために雇やとわれている大学生だ。彼に向かってユカリがにっこりと笑いかけると、目に見えて顔を赤らめさせてバイトが応こたえた。


「ありがとう。ねえ、今いま頃ごろ来客って誰だれかわかる？」


「ええと、確か『ジュエリー・ミハマ』の人だったと思いますけど」


　自分の笑顔の使い方をよくわかっているユカリだった。


「あら、それってショウがイメージしてるところよね？　詳くわしい話は知らない？」


「ちょっと待ってて下さい」


　ぱたぱたと走り去る後ろ姿を見送りながらユカリは将臣を見る。藤也はしばらくユカリと将臣を交こう互ごに見ていたが、やがて自分のコーヒーに手を伸のばした。将臣はユカリの視線に気がついた素そ振ぶりも見せずに煙草たばこを銜くわえている。


　自分がイメージモデルをしているからとはいえ特にそれが気になるわけでもない。書類作成やスケジュールの調整など事務関連のことは事務所がすることで、将臣は仕事の取捨選せん択たくをし、選んだ仕事をこなすだけだ。細かいところまで目を通しているわけではない。


「わかりました。次の撮影で使う宝石を持ってきたみたいですよ」


「ふうん？　普ふ通つうはスタイリストに届けるものだと思ってたけど……」


　バイトの言葉にユカリは首を傾げた。契けい約やくの中によその撮影でも、差し支えがない限りそこのものを使うという特記すべき条じよう項こうがある場合もある。ミハマと将臣の契約もそうなっていたのだろうが、それにしてもユカリは気に掛かかった。


　ちらりと社長室につながる扉とびらを見み遣やると、ちょうど中から男が出てくるところだった。


　グレーのスーツを着て黒の大きめの鞄かばんを手に提げた三十代半ばの男で、ぴっちりと髪かみを後ろに撫なでつけていた。瘦やせぎすで不健康そうな肌はだの色をしているのに加えて、妙みようにぎょろりとした目のせいか、どこか爬は虫ちゆう類るいを思わせる。


「嫌いやな感じ」


　ユカリがぽつりと呟つぶやくのに対して藤也も賛成らしく小さく頷うなずいていた。だが肝かん心じんの将臣はその男に一いち瞥べつをくれてはみたものの、特に何とも思わなかった。ミハマとの契約は、デザインが気に入ったことと契約料がよかったから結んだだけで、特記条項も別段気にはならなかった。


　撮影で身につけるものを誰が持ってこようが、誰が保管していようが、撮影の時にベストの状態であれば自分には関係ないことだ。


「社長がお呼びです」


「ありがとう。中に人数分のアイスティーをお願いできますか？」


　男と入れ替かわるように彼らを呼びに来たバイトにユカリが頼たのみ、将臣たちは社長室へ足を運んだ。扉をノックすると部屋の中では恵美花が一人でソファーに座っていた。テーブルの上には大学ノートくらいの大きさのジュラルミンケースが置いてある。


「あら、珍めずらしい組み合わせじゃないの」


　恵美花は面白そうにそう言うと、立ち上がり部屋の隅すみに置かれた大型の金庫にそのケースをしまい込んだ。


「さっきの、ミハマの人ですよね？」


「そうよ。……ミハマの有名なブルーチップシリーズを知ってるでしょう？」


「ええ。一いつ般ぱん向けには商品化はしてないけれど、カタログには載のってるミハマの有名なシリーズですよね？」


「今度のＣＭ撮どりにね、そのシリーズを貸し出してもらえることになったのよ。本物じゃなくてイミテーションだけど、普ふ段だんディスプレイに使われてるやつだから、ちょっと見には本物に見えるくらいのものなの」


　また藤也の横を陣じん取どったユカリの問いに恵美花が応える。ショウの隣に腰こしを下ろした恵美花は更に話を進めるが将臣は全く興味がなかった。


　テーブルの上の灰皿を引きよせて将臣は目の前に座る藤也に視線を遣った。相変わらず窺うかがうような視線をよこしている。


　───鬱うつ陶とうしい。言いたいことがあるなら言えばいいものを……。


　ぎりっと煙草のフィルターを嚙かみ、捉とらえた鳶とび色いろの瞳を睨にらみ返した。息を呑のんで戸と惑まどっている藤也からそれとわかるように意識的に視線を逸そらす。


「ほら、旅行会社と航空会社とタイアップしているじゃない？　宣伝効果がかなりあると思ったみたいで、ミハマも考えたらしいの」


「でも、そういうものは普通スタイリストの所に持っていくか、現地まで宝石店のスタッフが持ってきますよね？」


「うーん、そうなのよね。でもショウがメインということで貸し出してくれたことと、イミテーションだからってことでうちに持ってきたらしいわよ。こんな時間になったのは、展示の都合上らしいけど」


　将臣は煙草を吹ふかしながら恵美花とユカリの会話を聞き流す。藤也が恵美花に用があると言うからわざわざ事務所に寄ったのだが、本音は早く部屋へ帰りたかった。腹が減っているとか疲つかれているということもあったが、何よりもこのまま藤也をユカリと一いつ緒しよに居させたくなかった。


「そうそう、あなたたちが揃そろって顔を見せるだなんて何かあったの？」


「うーん、藤也君が気にしているみたいだから、一応社長の耳にも入れておこうと思ったんですけど。……狙ねらわれてるみたいです。階段から突つき落とされちゃいました」


　何でもないことのようにユカリがさらりと言うと、さすがに恵美花も一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。だがすぐに顔を引き締しめ手にしていたグラスを置いて足を組み直す。


「怪け我がはないの？」


「ないです。もし怪我をしていたらもっと早くに連れん絡らくをいれてますよ」


「こっちには脅きよう迫はく状じようらしきものはきてないわ」


「プライベートでも特に問題はないですよ。嫌がらせにしてはちょっと大事かなあとは思いましたけど」


　事務所に送られてくるファンレターの類たぐいは、一応事務所で開かい封ふうして危険物が混じってないか確かめてから本人に渡わたしているので、事務所経由の手紙の中に犯行を予告する類のものがなかったのを恵美花は知っている。


　もちろんそれこそ仕事に関しての小さい嫌がらせや嫌み、陰かげ口ぐちはきりがないほどある。実力を周りに示せばだいぶ減るが、それでもなくなりはしない。男よりも女の方が陰いん湿しつなモノが多いだけにユカリも慣れている。だが、今回のは少しやりすぎだ。


「直接的な分、ちょっと厄やつ介かいだけど……。プライベートで心当たりがないなら仕事絡みしかないわね。犯人は見たの？」


「後ろからですもの。私は見てませんよ。藤也君は何か見た？」


　下を向いて考え事をしていた藤也は、いきなり話を振ふられ慌あわてて恵美花の方を見たが、どこか気のない口調でぽつりと応える。


「え？　あー、腕うでしか見えなかった」


「そう……。じゃあ仕方ないわね。しばらく様子を見るしかないのかしら。あ、だったらトーヤくんをしばらく貸そうか？」


「あら、貸してくれるんですか？」


「ちょっと待てっ。どうしてそうなるんだっ!?」


　ぽんと手を打った恵美花に、ユカリが嬉き々きとして返事をしたのを聞いて藤也が慌てている。こちらを気にするようにちらちらと見ているのが将臣にもわかった。


　───苛いら々いらする……。あいつは何が言いたいんだ？　こいつらも……。


　藤也に対する苛立ちを煙草たばこにぶつけるように灰皿に押しつぶし、恵美花とユカリを見遣る。彼女たちは、確実に自分と藤也のことを知っての会話だと将臣は確信していた。


　不必要なほど藤也にかまうユカリも、ユカリを手助けするようなことを言う恵美花も、面おも白しろがってやっているとしか思えない。ただでさえユカリが藤也にかまうのが気に入らないというのに、このうえ藤也をユカリにつけるという恵美花に、将臣は不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせずに低い声音で言い放った。


「それは俺のモノだ」


「───っ」


「あら……」


「まあ……」


　絶句する藤也に対して、恵美花とユカリは一言だけ漏もらして、藤也と将臣を交互に面白そうな顔をして見た。その視線を将臣は悠ゆう然ぜんと無視して、新しい煙草に火をつける。藤也は顔を赤くして口唇くちびるを戦慄わななかせていたが、そっと女二人から顔を覗のぞき込まれて思わず怒ど鳴なり返していた。


「恵美花さんっ、しばらくの間でいいよねっ？　オレがユカリについてまわっても問題ないんでしょっ」


「藤也っ」


　テーブルに身を乗り出すようにして恵美花にそう告げた藤也に、今度は将臣が声を荒あらげた。だが、藤也はきっと将臣を睨みつけて静かに言い切った。


「お前には関係ないだろ？　いちいちお前に指図されるいわれはないね」


　しばらく無言で睨み合っていたが、藤也に引く気がないということがわかり、将臣は煙草を消して立ち上がった。上から藤也を見下ろし口許を小さく歪ゆがめると、囁ささやくような声音で吐はき捨てる。


「勝手にしろ」


　ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せた藤也に一瞥をくれると、そのまま振り返ることなく将臣は荒々しい足取りで部屋を後にした。なかなか上ってこないエレベーターに殊こと更さら苛立ちを感じながらも、事務所の戸口に視線を遣る。


　藤也が一度言い出したらなかなかきかないことは身をもって知っているが、それでももしかしたら藤也の方が折れるのではないかと考えた。だがエレベーターが着いても藤也が現れることはなく、将臣は躊躇ためらいもせずに地下へのボタンを押した。


　───『意志を尊重しろ』……？　自分が誰だれのモノかも自覚できない奴やつが何を言っている。


　憮ぶ然ぜんとしたまま車に乗り込むと、八つ当たりをするようにエンジンを盛大に吹かす。駐ちゆう車しや場に大きく響ひびき渡る音に将臣は短く息を吐き出すと、サイドブレーキを降ろして車をスタートさせた。




３







　将臣が出ていった扉とびらを藤也は眉根を寄せたまま見つめている。


　───オレの意志を無視するなって言ったのにっ。昨日の夜もっ、今もっ、結局言うことをきかそうとしてんじゃねえかっ。


　ユカリに対しては、そういった上から見下ろすような言い方を将臣はしていないから、藤也は余計に腹が立っていた。自分よりもユカリの方が対等な位置にいるようで、それが悔くやしくて藤也は口唇を嚙みしめる。


「……いいの？　ショウ、行っちゃったけど？」


「なんでオレが追い掛かけなきゃいけないんだよ？　将臣のやつが横暴なことを言ってるだけだろ」


「そうだけどねえ」


　小さな声でそっと訊きいてきたユカリにむっとした口調のまま藤也が応こたえると、ユカリは嘆たん息そくしてアイスティーを口に含ふくむ。恵美花とユカリが目配せをしていることに藤也は気がつかず、アイスティーを一気に飲み干した。


　そして落ち着いたらしい藤也に、恵美花は軽く眉み間けんに皺しわを寄せて言う。


「うーん、ショウの機嫌が悪いままだと仕事に影えい響きようがあるのは知っているでしょう？　簡単に怒おこらせて欲しくないんだけど」


「向こうが悪いって言ってるだろ？　オレの言うことをちっとも聞きやしないんだからさ」


「そう？　だいぶ藤也君の事を気に入ってるみたいだけど？」


　素っ気ない藤也の台詞せりふに、ユカリが少しばかりの好こう奇き心しんをにじませた口調でさらりと訊いてくる。ちょっとばかり頭に血が上っていた藤也は訝いぶかしげな口調で、何の疑問も持たずにその質問に答えていた。


「ほんとにそう思う？　オレが嫌いやがることばかりしてるのに？」


「思うわよ。だって、私も入ったことないのよ、ショウのマンション。なのに藤也君てば合い鍵かぎも持ってるんでしょ？」


「だけどなあ……。───っ、ユカリっ!?」


　がたがたとソファーが音を立てるほどの勢いで藤也が仰のけ反った。ごくりと唾つばを飲み込んで、きょとんとしているユカリを凝ぎよう視しする。


　───……オレと将臣のことは知らないはずだけど……っ。でも……っ。


　内心汗あせをかいている藤也を横目に恵美花が口を挟はさんできた。


「だからあ、トーヤくん、ショウとつきあってるんでしょ？　今いま更さら隠かくす必要なんてないじゃないの」


「違ちがうっ。つきあってないっ」


「ほんとにぃ？」


「つきあってないったら、つきあってないっ」


　言外に『絶対そんなこと信じていません』という恵美花に、藤也は肩かたで息をするほどの勢いで言い切ってしまう。恵美花に意識が向いていた藤也は、そんな自分をユカリが面白そうに見ていることに気がついていない。


「そんなことないと思うんだけどなあ？」


「恵美花さんもしつこいっ」


　うーと唸うなりながら自分を見ている藤也に、恵美花もこれ以上からかうのは無理だと判断して溜ため息いきをついた。ちらりとユカリに視線を向けると小さく舌を出している。それを見て恵美花は、絶対に何かしでかすだろうなあと、またもや溜め息をついた。


　その考えを振り切るように恵美花はアイスティーを一口飲んで話題を変えた。


「まあ、仕事に支障をきたさないようにしてよね。それから、ロケの支度はしているの？」


「はいー？」


「あら、ショウから聞いてないの？　今度のロケはユカリも一いつ緒しよなのよ。二十日から一週間、南の島でＣＭ撮どり。ポスターも撮るらしいからね」


「……もしかして、はめた……？」


　恵美花が故意にユカリと将臣の仕事が一緒だということを教えなかったような気がして、藤也は胡う乱ろんな目つきで恵美花を見た。将臣との売り言葉に買い言葉で、ユカリのボディガードまがいのことをすることになったが、元々は恵美花の『トーヤくんを貸そうか』という発言から始まったはずだ。


「そんなことないわよ。トーヤくんの気のせいよ、気のせい」


　そう言ってころころと笑う恵美花に藤也は脱だつ力りよくする。テーブルに懐なつきそうな勢いの藤也に、ユカリはすまなさそうに声を掛けた。


「ごめんなさいね。私のせいだわ」


「あ？　いや、ユカリのせいじゃないだろ？」


「……嫌なら止やめてもいいんだけど……」


「いいよ。やるって言ったからにはやるからさ」


　今までの強ごう引いんさとはうって変わって、弱気な様子を見せているユカリに藤也は笑ってみせた。


　───まさかねえ、今更やりたくないとは言えないしな。それもユカリと将臣とのことが気になるから、だなんて理由でさ。絶対に恵美花さんなんか面おも白しろがりそうだし……。仕方ないよなあ。


　完全に演技だろうなあと、ユカリの態度を見み抜ぬいた恵美花は、呆あきれてはいたがわざわざそれを藤也に教えることはしない。そんな余計なことをしてユカリが遊んでいるのに邪じや魔まをしたら、盛大に拗すねられるのは目に見えているからだ。


「じゃあ、しっかりとユカリについていてね。今日だけのことで大事にならないといいんだけど、ショウのこともあったし……」


「わかってるよ。でも四六時中ついてるわけじゃないからな。きちんと大学には行かしてもらうよ」


「ええ、それでもいいの。もしまた今日の犯人がいても、トーヤくんの影かげがちらついていれば少しは警けい戒かいしてくれるでしょ？　まあ、犯人がトーヤくんのことを見てればだけど……」


　小さく溜め息をついて恵美花が目を伏ふせた。だが、藤也が何かを言うよりも早く恵美花は顔を上げると、にんまりと藤也に笑いかけた。その笑え顔がおに藤也は思わずソファーに座っているにもかかわらず、下がろうとして背もたれにぶつかってしまう。


「ともかく、ちゃんと気をつけてね。ことが大きくなるようだったらまた調査会社に頼たのむけど、今は様子見ということにするから。ああ、バイト料いる？　なんだったら長期間の契けい約やく書しよ作るけど？」


「……短期間の契約書にしてくれ……」


　ユカリの件が早く片づいたら、長期間のその契約書を楯たてに将臣の付き人をさせる気らしいと気がついた藤也は軽い眩暈めまいを感じた。どんな時でもチャンスを見み逃のがさない恵美花に、藤也はもう苦笑するしかなかった。











　階段から突つき落とされてからは、ユカリ自身も気をつけていたこともあってか、特に何事もなく週末を迎むかえた。この週末のユカリのスケジュールは、宝ほう飾しよく関係のリハーサルだけだった。


　ショーの規模自体はあまり大きくはないが、数社が集まって行われるために人目につきやすいショーになる。事実、一いつ般ぱんにはあまり知られてはいないようだが、業界内ではそれなりに噂うわさになっていた。


　そんなショーのリハーサルのため、会場の人の出入りはかなり激しい。モデルたちの控ひかえ室も、大部屋で会社ごとに大おお雑ざつ把ぱに仕切られているだけだった。土曜日のため午前中は大学に行っていた藤也がようやく午後になって覗のぞいたときには、各社のスタッフたちが入り乱れていて、誰だれがどこのスタッフかわからない状態だった。


「杉崎君、こっちよ」


　きょろきょろと見回していた藤也に気がついた岸田が奥から声を掛けてきた。藤也は人混みを抜ぬけてユカリのスペースへと歩いていくと、ちょうどユカリがメイクをしているところだった。


「遅おそくなりました」


「藤也君？　別に遅くないわよ。それよりも……」


　ぴょこんと頭を下げた藤也にユカリは笑いかけ、指先で藤也を傍そばに呼んだ。藤也が小首を傾かしげて近寄ると、ユカリに頭を引き寄せられそうになり、顔を真っ赤にして身を離はなそうとする。だがそれよりも早く、ユカリは藤也の耳みみ許もとでそっと囁ささやいた。


「ねえ、今週ショウのところにバイト行った……？」


「な───っ」


　藤也は慌あわててユカリから離れると鳶とび色いろの瞳ひとみを丸くする。その藤也の反応が面白かったのか、ユカリはくすくすと笑いだした。


「社長から聞いたのよ。私のせいで向こうに行けてないって？　そのせいで彼の機き嫌げんが悪いって聞いたのよ」


「……行ってるよ、一応。ただ顔を合わせてる時間がないだけで……」


　居い心ごこ地ち悪そうに藤也が応こたえるのは、確実に将臣の機嫌が悪いということを知っているからだ。藤也から電話を掛かけることはなかったが、あの日から二度ばかり将臣から電話が掛かってきている。


　───昨日の夜の電話は、もろに声が怖こわかったもんな……。


　電話越ごしでもわかるほど、不機嫌さをまき散らしていたが、藤也は自分から折れるつもりはなかった。半分以上は意地になっているだけだという自覚はあるが、どうも自分からは折れたくないのだ。


　───でもなあ……。恵美花さんもうるさいしな……。あーもうっ。今晩あたり行ってみるかなあ。


　目の前で眉まゆ根ねを寄せて考え事をしている藤也に、ユカリは肩を竦すくめると止めていた手を動かし出した。


　ユカリのメイクが終わる頃ころ、ふと我に返った藤也はユカリの前に置かれている小物の多さに軽く目を見張った。


　小さな瓶びんから始まって、クリームが入っていると思われる容器、口紅にマニキュア、細長いペンのようなモノまで、山のようにテーブルの上に置かれている。これまでも恵美花に頼まれて何回か女性モデルの付き人まがいのバイトをしたが、これほど沢たく山さんのモノを使っているモデルは見たことがなかった。


「これ全部使うの……？」


　藤也は呆ぼう然ぜんとして、手近にあったボトルを手に取ってみた。面白い形をしたそれは丁度手のひらにのるくらいの大きさで、残り三分の一ほどになった液体が中で揺ゆれている。その瓶を藤也の手から取り上げると、ユカリはくすくすと笑った。


「全部は使わないわ。ただ自分でメイクするから、何かあったときのために必要以上に持ってきただけよ？」


　何でもないことだと言い切るユカリに、藤也は小さく嘆たん息そくする。そこへスタッフがリハの順番が来たことを伝えにきた。それに頷うなずくと、ユカリは藤也の腕うでを引っ張るようにして仮ステージに向かって歩き出す。


「傍で見ててくれるでしょ？」


「そりゃあ、一応はね」


　岸田も企き画かくスタッフに確か認にんしたいことがあるからと一緒に来たが、ステージ脇わきで二人と別れた。藤也はその場に留とどまり五十センチほど床ゆかが上げられたステージに鳶色の瞳を向けた。


　本番会場の実際の寸法で作られた仮ステージに上がって、ユカリが幾いく度どもウォーキングをしているのを藤也は見ていた。人目がある分、ここでは何もしてこないだろうとは思うが、それでも警戒しておくに越こしたことはない。


　ステージの奥からトップまで、長さにして約十メートルのステージをプロデューサーの指示で何度も繰くり返して歩く。ただそれだけのことが総すべてだ。延々とそれが繰り返され、様々な指示が加えられた後に、ようやくユカリはステージを下りて藤也の傍に戻もどってきた。


「お疲つかれさま」


「いいえ。これがお仕事ですから」


　軽く息が上がるほど歩かされたにもかかわらず、それが仕事だからと受け入れただけでなく、茶目っ気たっぷりに片目を瞑つぶってみせたユカリに、藤也は頭が下がる。モデルにもいろいろタイプがいるが、売れてくるとそれなりのプライドが出てくるのはいいが、変な方向へそのプライドを持っていく者が多いのも事実だ。


　ウォーキングやトレーニングをサボる者、仕事を平気でキャンセルする者、自分が正しいと監かん督とくやデザイナーにくってかかる者、実力以上の仕事を欲しがる者、露ろ出しゆつが多い仕事しかしたがらない者、様々だ。その中で仕事に対してきちんとプロの意識を持っていて、それ故ゆえに従うことができる者は凄すごいと藤也は思っていた。


　自分のスペースに置かれていた椅い子すに座ると、ユカリは大きく息を吐はき出した。藤也はユカリの鞄かばんの中に入っていたミネラルウォーターのペットボトルを渡わたす。岸田は戻ってきていないようだった。


「ありがとう」


　一気に半分ほど空にしたペットボトルをテーブルに置いて、ユカリはクレンジングシートで化け粧しようを落としはじめた。舞ぶ台たい映えするような濃こいめのメイクでは、そのまま帰るのにはかなり勇気がいる。


　手早く必要なモノだけを集めていたユカリの手が止まった。


「……これ、こんなに残っていたかしら……？」


　訝いぶかしげなユカリが持っていたのは、先ほど藤也も手に取った風変わりな形のボトルだった。


「ちょっと貸して」


　ユカリの手からボトルを受け取ると残量を確認する。藤也が見たときは確かに三分の一ほどしか残っていなかったはずの液体が、何な故ぜか半分以上に増えていた。藤也は蓋ふたを開けるとそのまま匂においを嗅かいでみる。元の匂いがわからないので何とも言えないが、エタノール臭しゆうと甘い香こう料りようの匂い、それから微かすかに塩素の匂いが鼻につく。


　わずかに躊躇ためらったあと、よく匂いを嗅ぐために藤也は中身を少量だけ手のひらに出してみる。やっぱりエタノール臭が一番きつい気がした。指先で手のひらに伸のばすようにしてみると、妙みようにぬるぬるする。


「こんな匂いのモノなの？」


「……違ちがうわ。妙な匂いがまじってるけど」


　藤也の手のひらに鼻を近づけて確かめたユカリが首を傾げた。余分な匂いがまじっているのは確かなのだが、それがどんな匂いなのかはっきりと言い表せないようだった。


「そっかあ、詳くわしく調べてもらった方が良いいのかな」


　ぬめる感かん触しよくが気持ち悪くて指先を擦こすり合わせていると何か感触が変わってきた。変に思って指先をよく見てみると、わずかに皮ひ膚ふの表面が溶とけているようにも思える。慌てて手のひらの表面も確かめてみると不自然に赤みを帯びていた。


「───マジでやばいかもよ？」


「え？　ちょっと、藤也君？」


　顔を引きつらせながらそれだけを言うと、藤也はとりあえず手を洗うために部屋を飛び出す。あとに残されたユカリは彼女にしては珍めずらしく、目をぱちくりとさせたままその場に留まっていた。











　リハーサルの帰りに事務所に寄り、恵美花にユカリの化粧水に異物が混入されていたことを伝えて、ようやく将臣のマンションに辿たどり着いたときは、既すでに夕食の時間は過ぎていた。水仕事するのが少し無理そうだったので、おかずだけを買ってご飯は自分で炊たくことにした。


　将臣はまだ帰ってないようだったので急いで支度をしてしまう。出来合いのものでも皿に移し替かえて少し手を加えるだけで見み違ちがえる。


　きんぴらゴボウは七味を加えてもう一度味を調え直す。揚あげ出し豆どう腐ふは出し汁じるに大根おろしととろみをつけて口当たりをさっぱりとさせる。ほうれん草のお浸ひたしには胡ご麻まと鰹かつお節ぶしを盛大にまぶす。メインディッシュの鶏とりの照り焼きは悩なやんだ末、そのままお皿に移し替えた。


　一通りの用意をすませてしまうと、ソファーの前の指定席に腰こしを据すえてゲームを始める。


　手の怪け我がはさほどひどくはなく、二、三日もすれば赤みも取れる程度だと思ったが、一応大事を取って左手には薬を塗ぬって包帯を巻いていた。それでもぴこぴことコントローラーをいじる分には問題ない。そうやって三十分もした頃だろうか、がたりと音がしてリビングのドアが開いた。


「あー、おかえり……」


　なんとなく顔を合わせづらかったのでそちらを見ることなく、ぼそりと藤也は言った。だが将臣は何も応えず、ずかずかと近づいてくると藤也の左手首を摑つかみ上げた。


「これは、何だ……？」


「え？　あ、ちょっと……。しばらくすれば治るよ」


　囁ささやくような低い声で訊たずねられた藤也は、言葉を濁にごしながら応える。何となく目を逸そらしてしまうのは、ユカリの件で怪我をしたと知られたくないからだ。だが、握にぎられた手首がきりきりと痛むほど力が込められて、思わず将臣に視線を向ける。


　そこには眉根を激しく寄せて睨にらみつけている将臣がいた。


　───うわああっ、やっぱり怒おこってるし……っ。……？　でも、なんか雰ふん囲い気きが違ちがう……？


　電話口で感じていたような冷たい突つき放したような感じではなく、何かに苛いら立だったような気配がすると思うのは気のせいだろうか。戸と惑まどったように将臣を見上げると、その視線に気がついた将臣が手首を離はなした。


「……飯はどうした？」


「手がこんなだから、悪いけど出来合いのモノ買ってきちゃった。すぐ食べる？」


「───ああ」


　ゲーム機の電源を落とすと藤也は台所へ行き、支度を始める。といってもほとんどが皿に並べたモノを温め直すだけなので大して面めん倒どうではない。できたものからトレイにのせてダイニングテーブルに運んでいく。


　二人で使うには大きすぎるテーブルだったが、藤也は背もたれの所に磨すりガラスが入っている椅子が気に入っている。初めはアームレストが付いていることにひどい違い和わ感かんを感じていたが、今ではそれにも慣れてしまった。


　和食で揃そろえたのは少量ずつでも皿数があれば豪ごう華かに見えるからだ。洗い物が少し増えるがそれくらいは構わないだろう。とりあえず夕食を並べ終えるとリビングのソファーに座っている将臣を振ふり返った。


　何かを考えるように目を伏ふせて煙草たばこをくゆらせている。将臣にとっては日常的なことだからだろう、そちらに視線を向けることなく灰を落とすその仕草に目を奪うばわれた。藤也自身は煙草を吸いたいとは思わないが、あんなに自然に吸えるのならいいかもしれないと思わせるほどそれは綺き麗れいな動作だった。


「……将臣？　ご飯できたよ」


　素っ気ない口調になってしまうのは、今の光景に見とれていたとは思われたくないからだ。藤也の声にふっと上がった蒼あおい瞳ひとみが、鳶とび色いろの瞳を捉とらえた。わずかに蒼い色が薄うすい気がする。


　不意に視線を逸らした将臣は煙草を灰皿に押しつけるとダイニングテーブルに着いた。藤也も何も言わずに席に着くと、小さく『いただきます』と呟つぶやいてから箸はしをつけ始める。チェーン店の出来合いだけあって、良くも悪くもどこにでもある味だったので適当に食べ進んでいく。


　なんとなくもそもそとした食事だと感じるのは多分、将臣の機き嫌げんのせいだ。何かに苛立っているみたいだが、それが何故だか藤也にはわからなくてどうしようもないのだ。何か話題を振ろうにも、いつも藤也が一方的に話しかけているだけなので会話は長く続かない。


　早々に食べ終わってしまうと手持ち無ぶ沙さ汰たで使った食器を洗っていく。右手の指先はあきらめたが、左手の手のひらに巻かれた包帯を濡ぬらさないようにと気をつけながら大まかに汚よごれを流すと食器洗い機に入れた。


　メーカーから落ちきったコーヒーがいい匂いをさせている。カップに注ぐとリビングのソファーに席を移した将臣に渡して、自分も定位置に座り込むと手持ち無沙汰でゲーム機の電源を入れた。


　煙草の煙けむりが後ろから流れてくることに何も感じなくなっていた。最初は鼻についていたその独特の匂いをいつから気に掛かけなくなったのか、はっきりとしたことは既に思い出せないくらいこの部屋に入り浸っている。そのうえわずかな表情や気配の変化で将臣の機嫌を読むことにも慣れてしまっていた。


　───すごく不思議だよな……。他人の部屋で、他人の気配なのにさ……。慣れてしまっていることに嫌いやじゃないだなんてさ。


　その慣れてしまった気配が、将臣の機嫌が何やら思わしくないとずっと教えている。電話での不機嫌さと戻もどってきてからの不機嫌さとでは少し違いがあるような気もするのだが、その変わった原因がいまいち摑みにくい。


　ここのところの不機嫌は恵美花の事務所で喧けん嘩かしたことが原因だとわかる。だが、部屋に帰ってきたときの不機嫌さは理由がわからない。視線は画面に向いていても意識は後ろの将臣に向いている。


　そんな自分に何とはなしにむかついて藤也は小さく口唇くちびるを尖とがらせると無理矢理ゲームに集中し始めた。











　指先で煙草を軽く動かすと灰が簡単に落ちた。何故だがそれだけのことにも妙に苛いらついてしまう。


　最初は事務所でユカリの付き人を引き受けたことに関して苛ついていた。藤也の手が空いたときだけでいい付き人など、仕事にならないことはユカリや恵美花にはわかっているはずだ。それでも藤也を付き人にしたいというのなら、それは面おも白しろがっているとしか言いようがない。


　ユカリが何かトラブルに巻き込まれているというのまでは否定しない。自分の楽しみのために仕事に支障を来きたすような真ま似ねをするほどユカリは愚おろかではないはずだ。だがそれにかこつけて藤也を傍そばに置こうとしているのは確実だろう。


　───あの女め狐ぎつねから何か聞いたんだろうが……。余計なことしかしない。


　口の中で小さく舌打ちをする。恵美花がユカリをたきつけたとは思わないが、ユカリを止めたとも思わない。ただ、ユカリは自分の楽しみのためなら大たい抵ていのことをする。それを知っているから───何度か目の前で見てきているから、それがわかってしまう自分にも余計に苛立たしい。


　気づかないうちに短くなった煙草を灰皿に押しつける。


　肉体的にも相性が良くて長続きした女だった。引き際ぎわと将臣の機嫌を読み間ま違ちがえることのない女で、肉体関係がなくてもつきあえる珍しい女だった。だから藤也が興味を持ってしまいそうでそれが気にくわない。


　藤也がもともと雄おすに組み敷しかれることを考えたことのない男だという事実もまた将臣を苛立たせている。その気がないとはいえ、傍に積極的に絡からんでくる女───しかも極上───がいれば藤也の気が変わらないとも限らない。


　それに加えて、階段から突き落とされたユカリの付き人なら危ない目にも遭あうのではないか、と眉まゆをひそめたのも本当だ。自分の時のことを思い出せばそれも当然で、それが現実となれば余計に気が立ってしまう。


　付き人の件でもめてから、藤也が避さけているのかこの部屋で会うことはなかった。部屋に出入りはしているみたいで、片づいていたし食事の支度もしてあった。だが、肝かん心じんの藤也がいない。何度か口実を見つけては電話をしてみたがそれでも姿を見せなかったが、声の調子では大した怪我もしてないようだった。


　それが今日仕事を終えて寄った事務所で、藤也がユカリ絡がらみで怪我をしたと聞けば多少なりとも心配はする。それを藤也は───。


　───まるで何事もなかったかのような顔をして……。すぐ治るような怪我だったから良かったモノの……。それでもまだユカリについて回るというのか？


　むすりと口唇を引き結ぶ。もともと自分が抱だきたいときに女を呼び出して好きなように抱いてきた将臣だ。藤也を捉えてからは藤也の都合ではぐらかされることもあったが、将臣なりに譲じよう歩ほしてきていた。


『自分の意志を無視するな』という藤也の言葉に従って、大学の講義や友人との飲み会など譲ゆずってきた。なのにユカリの件もそこに含ふくまれるとなると話は違う。自分よりもユカリをとるということになってしまうではないか。


　───冗じよう談だんじゃない。藤也は俺のモノだ……。勝手なことはさせない。


　既すでにぬるくなったコーヒーを一気に飲み干すと、目の前で揺ゆれている赤茶けた髪かみの毛に手を伸のばした。


「うわあっ」


　突とつ然ぜん引っ張られバランスを崩くずした藤也は将臣の膝ひざに倒たおれ込んだ。ヘアワックスで簡単に後ろに撫なでつけられた髪は、猫ねこっ毛なので見た目よりもふわふわとしていて手て触ざわりがいい。だが、その手触りを楽しむまもなく藤也は身体からだをねじると将臣に向かい合う。


「何すんだよ」


　憮ぶ然ぜんとした表情で下から睨にらみ上げてくる藤也に薄く笑いかけた。自分のモノになったとは到とう底てい思えないほど藤也は反はん抗こう的で、それに苛立つのも確かだが大人しく従順な藤也にはこれほどまでに囚とらわれなかっただろうとも思う。


「将臣……？」


　微かすかに口くち許もとを引きつらせながら藤也が自分の名前を呼んだ。


　後ろ髪を摑つかんで無理矢理上を向かせると口唇を重ねる。突然のことに藤也は腕うでを突つっぱねて逃にげようとするが、将臣はそれを許さずに口くち接づけをより深いものにする。くぐもった声が藤也の口唇から漏もれる。


　歯列の裏をなぞり口こう腔こう内ないを軽く刺し激げきしてから、異物を排はい除じよしようと蠢うごめく藤也の舌を絡め取った。あふれる唾だ液えきを飲み込みきれずに藤也が咽むせかえって呻うめくのすら無視して、将臣は心ゆくまで堪たん能のうする。ぴちゃりと湿しめった音を立てて口腔内から出ていった舌は伝い落ちた唾液を舐なめ取ってからようやく離はなれた。


　ぎゅっと目を瞑つぶり肩かたで荒あらく息をする藤也の腕は将臣の服を緩ゆるく摑んでいた。その腕を取ると将臣は藤也の身体をソファーへ引き上げて隣となりに座らせてしまうと、包帯が巻かれた右手を手に取り口唇を寄せた。流れ落ちる色の抜ぬけた髪が将臣の口許を隠かくしてしまう。


　藤也は微かに身体を震ふるわせたが、将臣はそれを無視して囁ささやくように訊きく。


「ロケにもついていくのか？」


「……一応ね。何ができるわけじゃないけどさ。今回のことが悪戯いたずらだったらそれが一番だけど。どうなるかわからないからな」


　いつもと違ちがう将臣の雰ふん囲い気きに戸と惑まどいながらも藤也はそう返したが、将臣の口許が微かに持ち上がったことには気がついていない。


「部屋は、どうするつもりだ……？」


「さすがに一いつ緒しよって訳にはいかないでしょ？　隣にでも部屋を取ってもらうつもりだよ。何かあったときのことを考えると近い方がいいかな、と思って」


　その応こたえに将臣はくつりと笑った。だが、それは小さすぎて藤也の耳にまで届かない。


「それは……無理だな」


「なんで？」


「だいたいスタッフの部屋は四人部屋で、俺たちの部屋と並ぶことはない」


「───マジで？　恵美花さんに何とかしてもらえないのかな？」


　将臣の言葉に疑うこともせずに藤也は大まじめな顔で、下を向いている将臣の頭の天辺を見つめた。視線を感じながらも将臣は顔を上げようとしない。ますます将臣の笑えみが深くなる。


「それでも無理だろうな。……俺と同じ部屋にでも来るか……？」


「え？」


　あまりにもひっそりと呟つぶやかれたので、藤也がその言葉を理解するのに数すう瞬しゆんの間があいた。その隙すきに将臣の口唇が這はい上がり包帯が巻かれていない剝むき出しの肌はだに到とう達たつした。そこに舌を這わせると、ひくりと藤也の腕が跳はね上がった。


「どうする？」


「う───っ」


　こぼれる吐と息いきが手首に掛かかるのが気になるのか藤也の膝がもぞもぞと動いている。だがそれ以上何を言うでもなく将臣はぴちゃぴちゃと音を立てて丁てい寧ねいに手首を舐めていた。不意に舌の動きが止まったかと思うと、柔やわらかく嚙かまれて藤也は思わず小さく声を上げていた。その声を聞いて将臣は満足そうに微笑ほほえむ。


　身体の奥に眠ねむる性欲を揺り起こすようにねっとりと舌を這わせていけば、藤也が慌あわてて腕を引き抜こうともがき始めた。


「───お願いします……っ。ご一緒させて下さいっ」


　ふっと将臣が顔を上げて藤也を見れば、引きつった顔で離れようと必死であがいている。その表情を見ながら将臣は口許で小さく笑った。久しぶりに手の中に落ちてきた獲え物ものを逃のがすことなど端はなから考えていなかった。


　翌日の昼頃ごろ、藤也が将臣に喚わめき散らしながら部屋の片づけをしていたのは言うまでもない。











「で、これがその問題の瓶びんの分ぶん析せき結果なんだけど」


『オメガストリート』の社長室には恵美花と藤也、ユカリ、岸田の四人がいた。


　例の異物が混入されていた化け粧しよう水すいの分析を恵美花に聞くためだ。先日の宝ほう飾しよくショーのリハーサルが終わったその足で、事務所を訪れた藤也たちが現物を渡わたすと、恵美花は早速専門業者に分析を頼たのんだのだ。


　ことを大げさにしたくないということで、化粧水の瓶に異物が混入されていたことは結局会場スタッフには伝えなかった。だからこのことを知っているのは、今ここにいる四人と将臣だけということになる。


「まあ、簡単に言えば、これで犯人の特定はできないってことかしら」


「どうして？」


「うーん、結構ありふれた薬品だったのよ。水酸化ナトリウム、そうね苛か性せいソーダって聞いたことない？　石せつ鹼けんとか洗せん剤ざいの原料にもなっているんだけど。それの濃のう度どの濃こいモノが混じってたらしいの」


　応接セットのテーブルの上で分析データを広げながら、恵美花が言葉を選んでいる。


「病院なんかで検査に使われるもので、長時間ついたままだと皮ひ膚ふが溶とけて炎えん症しようを起こすのよ。劇薬扱あつかいじゃないから管理も厳しくないし、それこそ病院にはありふれているから医い療りよう従事者なら誰だれでも簡単に手に入るわ」


「出所がありすぎて特定できないから、犯人の絞しぼり込みも難しいってことか？」


「そういうこと。ただ階段から突き落とそうとしたことといい今回のことといい、どうも仕事絡みじゃないかしら。しかもここ最近立て続けに起こっているから、今度の宝飾ショーかロケのどちらかだと思っているの」


　そこで一息ついて、恵美花はスライスレモンを浮うかべたアイスティーで喉のどを潤うるおした。この事務所で出されるアイスティーは必ずリーフから淹いれられたもので、しかも常時五、六種のリーフが用意されている。そのとき淹れる人の気分によって違ちがったモノが出てくるのだ。


　藤也は恵美花の手から離れた書類にざっと目を通した。専門用語で細かく書かれている部分もあるので、きちんと理解できたかというとちょっと難しいかもしれないが、それでも恵美花が言ったとおりだとはわかった。


　無言で顔をしかめているのは岸田だ。そろそろ四十代に突とつ入にゆうかと言われている彼女は、ユカリに対して年の離れた妹のように接している。仕事に関しては譲らない気の強いところも、プロとしてのプライドのあり方も、岸田がユカリのことを認めている要因の一つだった。


　今回ばかりはその仕事に対する姿勢が、ユカリのことを危ない目に遭あわせそうで、岸田としては気が気ではないのだ。


　反対に当のユカリは、こんなことで仕事をつぶされたくはないと、逆に勤労意欲をかき立てられている。他人を陥おとしいれてどうにか仕事にありつけるような者に、自分の仕事を渡したくなかった。


　自分自身が正々堂々と表から勝ち取った仕事を、裏から奪うばわれるようなことは我が慢まんならない。


　そして藤也はといえば───。


　───どうしてこう、厄やつ介かいごとに発展するんだろう……？　将臣の時も最初はボディガードまがいの付き人で、結局は拉ら致ち監かん禁きんにまでなっちゃったし……。何かしたかな、オレ……？


　泣き言混じりの愚ぐ痴ちをうつうつと心の中で呟き続けていた。そんな藤也に恵美花はにっこりと笑いかける。ぞくりと背筋を這っていく悪お寒かんに、藤也はおそるおそると恵美花に視線を向けた。


「まあ、そういうわけだから、ロケ期間とショーが終わるまで、トーヤくん頑がん張ばってね」


　語ご尾びにハートマークが幾いくつついているのか、全く把は握あくできないくらい軽やかな恵美花の口調に、逃げ切れないと悟さとった藤也は、引きつった笑顔しか返せなかった。




４







　六月二十日、その島はものすごい快晴だった。ＣＭ撮どりの一行が荷物を下ろしたのは国内最さい南なん端たんに近い島で、建物といえば中くらいのホテルとヨットハーバーしかないという手つかずの自然が売りの島だ。


「うわああっ、海がすげえ青いっ」


　ハーバーに来ていたホテルの送そう迎げい車から見えた遠浅の海に藤也は感かん嘆たんの声を上げる。近くの大きな島から、船で三時間揺ゆられていたときに見えた海とはまた違ったもので、藤也は窓にべったりと張り付くようにして外を見ていた。


　朝一に空港を出発して、島にようやく辿たどり着いたのは陽ひが傾かたむき始めた頃で、すぐさまにカメラマンや監かん督とくたちは、何人かのスタッフを連れて光線の具合を確かめに外に飛び出していく。残されたスタッフで荷物を部屋に運び込むことになった。


　藤也は将臣と同室で、ユカリ、岸田、南田はそれぞれ個室をもらったらしい。夕食の時間にきちんとした顔合わせをすることにして、まずは部屋に落ち着こうと決めた。


　廊ろう下かでユカリたちと別れた藤也は、部屋に入るとまずベランダから外へと出た。全室オーシャンビューで海風が優やさしく吹ふき込んでくる。それに満足げに頷うなずくと大きく伸のびを一つして、藤也は弾はずんだ声と機き嫌げんの良さそうな笑顔で、室内にいる将臣に声を掛けた。


「すごく綺き麗れいだよな？」


　飛行機に乗るまでは、それこそ幾らでも文句を言えそうだったが、島に近づくにつれてだんだんと気分が浮ふ上じようしていった。こんな南の方まで訪れたことがなかったので、空と海のあまりの青さに、藤也は驚おどろいて浮かれていたのだ。


　だが将臣はちらりと視線を遣やっただけで、部屋の中で煙草たばこをくゆらせている。


　───ちぇーっ。こんなに綺麗なのにさっ。


　未練たらしくもう一度海を見たがどうなるものでもなく、藤也は溜ため息いきをつくと部屋の中に入って荷物を整理し始めた。大きめのベッド二つを衝つい立たてで隠かくして、ドア口から直接見えないようにされているところが、藤也は気に入った。


　この部屋にベッド以外で置かれているものは、普ふ通つうのホテルにあるものとほぼ変わらない。大きめのテーブルと一人掛け用のソファーが二つ、二人掛け用のソファーが一つある。ただ、これだけのものを置いていても狭せまい感じがしないほどに広い部屋だった。バスルームはユニットバスだったが中はかなり広く、洗面所と脱だつ衣いスペースまできちんとあった。


　───こんな部屋、もう泊とまることがないだろうな……。ちょっとばかし役得かな？


　そんなことを考えながら、持ってきた着き替がえを備え付けのクローゼットにしまい、小物類を洗面所や机、テーブルへと置いてまわる。


「あれ？」


　朝空港で南田から渡された大きな鞄かばんの中に、今回のロケのレジメと必要な小物が入っているはずだったのだが、その中に今回のロケでユカリがつけるアクセサリーが入っているはずのジュラルミンのケースが混じっていた。


「後で届けるかなあ。うーん、今日使うならそのときでもいいのかな？」


　どうしようかと迷った藤也は、とりあえずそのケースを机の上に置いて次の荷物に取りかかっていく。すると自分の鞄の中から、もしかしたらと一応持ってきていた水着が出てきた。ユカリのことがあるので藤也一人で泳ぎに行こうとは考えていなかったが、果たしてユカリに泳ぎにいける時間と意志があるのかが気になる。


「あーあ、明日泳げるといいんだけどな……」


「───泳ぐのか？」


　思わずぽつりと漏もらした藤也の言葉に、将臣はぴくりと反応していた。将臣の声の低さに驚きつつも、藤也は素す直なおに頷いてしまう。


「当たり前だろ？　目の前にあんなに綺麗な海があるんだぜ？　泳がないと損だよ。───将臣？」


　きっぱりと言い切った藤也に、将臣が煙草の火を消して無言のまま近づいてくる。ベッドに腰こし掛かけて鞄から荷物を出していた藤也は、目の前に立った将臣に小首を傾かしげた。


「ちょ───っ。まさおみっ」


　有無を言わさず手首を摑つかまれて押し倒たおされた藤也は、足をばたつかせて将臣を離はなそうとするが、将臣は素早く動いて脚あしの間に身体からだを入れてしまった。この体勢で藤也にできることと言えば、きっと睨にらみつけることだけだった。


　一ひと纏まとめにされた藤也の手首は頭上でベッドに押さえ込まれてしまい、この後に何をされるのか漠ばく然ぜんとした想像ができてしまう藤也は口唇くちびるを嚙かみしめた。


　将臣とのセックスが嫌きらいなわけではない。与あたえられる快楽はそれこそ気が遠くなるようなもので、今までつきあってきたどの女の子たちよりも気持ちのいいセックスができた。


　でもだからこそ、将臣とのセックスは困るのだ。あまりにも気持ちがよすぎて、自分が自分ではなくなるような感覚に少しばかりの恐きよう怖ふがある。それに加えて、将臣が何かの気晴らしのために抱だくセックスは力ずくのことが多い。そう、藤也の意志を無視したような一方的なセックスだ。


　このことに関しては藤也は半ばあきらめている。八つ当たり同然に抱かれるのは嫌いやだが、それ以上に自分以外の誰だれかを抱かれるのが嫌だった。


　───オレ、何かしたかなあ……？　ほんとにわからないやつ。


　自由な将臣の手が藤也のＴシャツの裾すそを割って脇わき腹ばらをそっと撫なでた。ひくりと小さく跳はねた腰こしに将臣が口くち許もとだけで笑っているのを見て、藤也は顔を赤くする。将臣の指先は器用に動いて藤也のジーンズの前をいとも簡単にくつろげてしまう。


「───邪じや魔まだな……」


　ぼそりと呟つぶやいた将臣に下着ごとジーンズを脱ぬがされてしまい、まだ陽が射し込むような時間に肌はだを晒さらしていることが藤也の羞しゆう恥ち心しんを煽あおる。身体をよじって将臣の視線から身体を隠そうとするのだが、思うようにはいかない。


　じれたように手首を動かしていると、今度は身体の両脇でベッドに押しつけられてしまう。一向に離す気配のない将臣に、藤也がはっきりと文句を言おうとした瞬しゆん間かん、その舌がちょうど腰こし骨ぼねの辺りを舐なめた。


「ひゃ……っ」


　突とつ然ぜんのくすぐったい感かん触しよくに藤也は色気の欠片かけらもない声を上げてしまった。それでも将臣の舌は止まらない。腰骨に歯を立てたのか、ちりっとした痛みが微かすかに広がる。触ふれては離れていく口唇の感触と内うち股またを掠かすめる髪かみの感触に、無意識に藤也の腰が跳ねる。


　口唇がウエストの辺りにふと移ったと思うと、また内股の柔やわらかな皮ひ膚ふに戻もどってくる。その気まぐれな動きに翻ほん弄ろうされて、時折きつく吸われるたびに息を詰つめてしまう。しばらくすると藤也の口から喘あえぎにも似た吐と息いきが漏れ始めた。


　ひくりと反応した自分の雄おすに、藤也は顔を背けて快楽の波をやり過ごそうとぎゅっと目を瞑つぶる。そんな藤也の様子を面おも白しろそうに見ていた将臣が身体を起こした。


「───こんなものか……」


　小さく漏らした将臣がうっすらと笑いようやく藤也を離すと、ソファーに戻り新しい煙草に火をつけた。肩かたで息をするほど乱された藤也は、しばらくそのままの格好で息を整える。


　結局放って置かれてしまった雄をどうしようかと困ってしまったが、このまま収まるのを待つしかない。すぐにトイレに駆かけ込んで、みすみす将臣につけ込まれるような隙すきを見せるつもりはなかった。


　───ったく、何だってんだ、一体……。いつもながらにわからないやつだ。……え？


　どうにか身体を起こして、脱がされたジーンズを拾おうと身体をかがめて、ふと視界に入った赤い痕あとを藤也は凝ぎよう視しする。


　ウエストの辺りから内股を通り、膝ひざ裏辺りまで満まん遍べんなく散らばったそれは、完かん璧ぺきなキスマークだった。しかも水着になると隠しようもない場所にまでつけてある。


　呆ぼう然ぜんとそれを見ていた藤也は、次の瞬間正気に戻ると将臣に向かって怒ど鳴なりつけていた。


「これは何だよっ？」


「見ての通りのものだろ？」


「これじゃあ水着が着れないじゃないかっ」


　藤也がそう言うと、将臣は満足そうに目を細めた。その仕草にますます藤也はいきり立つがもうどうしようもない。早々にあきらめて溜め息をつくと、藤也は拾い上げた服を身につけ始めた。


「大人しくしていることだな」


「してるしかないだろっ？　ああもうっ、目の前に海があるっていうのに何で泳げないんだよっ」


　ばしばしと動作が荒あらくなった藤也に、将臣はくつくつと笑う。


　───誰のせいなんだよっ。誰のっ。


　鳶とび色いろの瞳ひとみで睨みつけても、将臣は涼すずしい顔で煙草を吹かして手許の夕刊を見ているだけだった。











　ロケ二日目のメインは陽ひが沈しずみ始めた頃ころのポスター撮どりだった。先にカメラを回して動きのある映像を撮ってもよかったらしいのだが、雰ふん囲い気きを摑むためには写真の方がわかりやすいということだった。


　午前中は光線の加減を確かめるのと、コンテを細かいところまで再確かく認にんして昼食になった。ほとんど人がいないこの島での撮さつ影えいは野次馬対策をしなくていいぶん、スタッフたちもそれなりにリラックスして仕事をしているようだった。


　かなりゆっくりと昼食を取ったあと、浜はま辺べへ出てコンテと比べながら立ち位置を決める。スタッフがあちこちと動き回っている中で、全すべての準備が調うまでビーチの一角に作られた休きゆう憩けい所で待機していたのは将臣とユカリだった。


　藤也はむっつりとした表情で二人と同じテーブルについていた。膝ひざ丈たけよりも少し長めのハーフパンツにパーカーを引っかけた格好はこの場所に似合っていたが、生あい憎にくとその表情がいただけない。一目で不ふ機き嫌げんだとすぐにわかる顔をしていた。


　ユカリは面白そうに目を輝かがやかせてそっと二人の様子を窺うかがっている。


　反対に将臣はどことなく満足そうな、嬉うれしそうな雰囲気が漂ただよっていた。もちろん表情に出ているわけではない。煙草を口に運ぶ、グラスに手を伸のばす、そういうちょっとした仕草でユカリにはわかった。


　だが、将臣が何かをしたのだろうと推測はできても、それが何かユカリにはわからない。どうやって原因を探さぐろうかと考えを巡めぐらせていた時、準備が調ったとスタッフが呼びに来たため、ユカリは頷うなずくと席を立った。


　まだカメラテストの段階のため、服もメイクも普ふ段だんのままだ。それでも将臣とユカリが並んで立つと空気が変わる。やがて波が打ち寄せる音に混じって、シャッターの切られる音が浜辺に響ひびき始める。


　するりと腕うでを絡からめてきたユカリに将臣は小さく微笑ほほえむ。このＣＭのコンセプトが恋こい人びと同士であるならそう演じるまでの話だ。だがその蒼あおい瞳が笑っていないことに、ユカリはもちろん気づいているだろう。それくらいにはつきあいのある女だった。


　そして、少し離れたところで立っている藤也の恨うらめしげな視線を感じて、将臣はひどく満足していた。


　───水着を着る……？　冗じよう談だんじゃない……。


　藤也の引き締しまった腰や、しなやかな上半身が人目にさらされることに我が慢まんがならなかった。スタッフの中にそっち方面の嗜し好こうを持った者が数人いるのだ。藤也に目をつけないとは言い切れないし、彼らの目に藤也の裸ら体たいを見せる気もない。


　───あれは自分のモノだ……。誰にも渡わたしはしない。


　腕の中にユカリを抱き込みながら将臣はうっすらと笑った。その歪ゆがんだ口許を見てユカリが小さく微笑む。


「嬉しそうね？　何かいいことでもあったのかしら？」


「さあな」


「藤也君がご機嫌斜ななめなのと関係あるのかな？」


「……」


　ぼそぼそと囁ささやかれた言葉に将臣は目を眇すがめた。それでもユカリはくすくすと笑って言葉を重ねる。アイラインの引かれた目をおかしそうにゆるめると、ユカリは少し背せ伸のびをして口許を将臣の耳許へ寄せる。


「セックスのしすぎ？」


「……」


　目に見えるくらいに眉み間けんに皺しわを刻ませた将臣にユカリはくすくすと笑って、将臣の腕の中から抜ぬけ出した。


「やあねえ、そんな怖こわい目しないでよ。それとも図星だったの？」


　足許を気にしながら波打ち際ぎわぎりぎりを歩いていると、後ろから将臣が腕を摑つかんできた。ユカリは一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたが、すぐさま満面の笑えみを貼はり付ける。


「わかったわよ。もうこの話はなしね？」


　将臣が何も言わないのはいつものことで、引き際を間ま違ちがえるようなことをユカリはしない。それからしばらくこれといった会話もなく、二人はただ『恋人』らしい動きをしていた。やがてシャッター音が止やんで集められると、カメラマンは彼らの動きに満足したらしく、支度ができ次第本番に移ることを告げられた。


　一時間後に休憩所に集合することを知らされると、将臣は早々と藤也を連れてホテルへと戻ってきてしまった。藤也は将臣の機嫌が悪くなったのを敏びん感かんに察したらしく、気に掛かける視線を投げてよこす。


「なあ、なんかあったの？」


「何でもない」


「───ふうん」


　鳶色の瞳は全然信じていないと物語っていたが、藤也はそれ以上訊きいてこなかった。心配そうに二人を見守っている南田も余計な口を挟はさまない。そのことにひどく満足して、将臣は部屋に入ってソファーに腰掛けると煙草たばこを取りだした。


　自分の機嫌が悪くなった理由は簡単に思い当たった。ユカリの言葉のせいではなく、まさにその反対だったことを思い出したからだ。


　───昼間に犯やっておけばよかったんだ。


　昨日、藤也に水着を着させないようにとキスマークを散らしたときはその気はなかった。いい手段を思いついたとそれだけしか頭になかったのだ。だがその夜、藤也は快楽に流されることなく、セックスはおろかキス一つさえまともにできなかった。


　昼間のことが警けい戒かいを煽あおったらしく、藤也は全く隙を見せなかった。そのうちに将臣も気が削そがれてしまい、結局それぞれのベッドで寝ねてしまった。そのことに多少不満が残る。


　ぱたぱたと支度をしている藤也と南田を見ながら、将臣は煙けむりを吐はき出した。


「じゃあこれは向こうでユカリに渡せばいいんだね？」


「そうですね、アクセサリーなので現場でつけても問題ないでしょう」


「将臣はここでつけてく？」


　ベッドの上に衣装と小物を並べながら藤也が訊いてくる。それに無言で頷くと、将臣は煙草を消して着き替がえるためにベッドへと近寄っていった。











　撮影はこれ以上ないくらいに順調に進んだ。海に沈んでいく太陽に雲一つない空、柔やわらかく吹ふく海風まで、カメラマンが望んだ最高の気象条件がそろっていた。


「お疲つかれさまでしたあ。明日もよろしくお願いしますう」


　最後のシャッターが切られて、スタッフの一人が大声で今日の仕事の終しゆう了りようを告げた。ロケ先では基本的に、全てのスタッフがホテルの同じレストランで夕食を取ることになる。機材の撤てつ収しゆうに走り回っている彼らを残して、将臣とユカリは着替えるために一いつ旦たん部屋に戻もどることになった。


　将臣がシャワーを浴びている間に藤也は着替えを用意し、今日着ていた服の手入れをして身につけていたアクセサリーを片づけていく。時折藤也の手が止まるのは、今日見た撮影風景のためだ。


　普ふ段だん藤也と接しているユカリには露ろ骨こつな女らしさは感じられない。藤也が知っているユカリは、さばさばとした行動的な一面だけだった。


　それが将臣といると『男』に染まることをよしとしない、『大人の女』としての一面を露あらわにする。


　今までもユカリの仕事を目にしたことはあったが、ここまで落差が激しいとは知らなかった。そのギャップに藤也は最初戸と惑まどったが、それが一流と言われるユカリのモデルとしての資質だとすぐに納なつ得とくした。


　───ほんと、反則技に近いよなあ。あんなに綺き麗れいだと思わなかったからな……。


　それでも手が止まってしまうのは、将臣とユカリがただ並んで立っているだけの姿が、それでもとても綺麗で、印象的だったからでしかない。


　ぼんやりとしてしまいそうになるのに気を引き締めて、てきぱきと片づけていった。


　すると軽やかなノック音が聞こえてきた。藤也は南田だろうと思ってろくに確かめもせずさっさとドアを開けた。


「はい？───え？」


「やっほー。ショウはいるかしら？」


　そこにはシャワーを浴びたのかわずかに湿しめり気けを帯びた髪かみに、スカイブルーのチノパンと白いキャミソールを着たユカリがいた。


「ええとシャワー浴びてる。中で待つ？」


「待たせてもらおうかな」


　ドアを細く開けて中に促うながすと手に小さな鞄かばんを持ったユカリが入ってきた。


「ちょっと散らかっているけどね。と───。うん、ちょっと待ってて」


　藤也はユカリを一人掛け用のソファーに座らせると、冷蔵庫からアイスティーを取りだしてテーブルに置く。それからソファーに掛けていた将臣の着替えを手にして、バスルームに入っていった。シャワーの音に搔かき消されないようにとシャワーカーテンの端はしに手を掛けて覗のぞき込む。


「将臣？　ユカリが来たから着替えはここに置いておくよ」


「ユカリが？」


　将臣はひどく驚おどろいた顔をして、頭から被かぶっていたシャワーを止めた。水気を吸った長い髪を搔き上げると、シャワーカーテンを開けてバスタブから上がる。


「もう、いいのか？」


「ああ」


　照れたように口くち籠ごもって藤也は視線を逸そらす。何度も見て触ふれている将臣の身体からだだが、それでも明るい場所で見ると微かすかに羞しゆう恥ち心しんがおこる。同じ男同士だとはいえ、その身体に組み敷しかれて喘あえがされているのだと思うと凝ぎよう視しはできない。


　───かっこいいなあって見み惚とれることならできるのにな……。オレも変なの……。


　ざっと身体を拭ふいて服を着ると、将臣は頭にタオルを掛けてバスルームから出ていった。その後をドライヤーを持った藤也が慌あわてて追いかける。


「ごめんなさいね、ショウ。ちょっと耳に入れておきたいことがあったから」


「ふ……ん。わざわざお前がロケ先で部屋に来るぐらいだからな」


　冷蔵庫から取りだした缶かんビールに口を付けながら、将臣はタオルを藤也に向けて投げつけた。藤也は溜ため息いきをついて二人掛けのソファーに座った将臣の後ろに立ち、タオルで粗あら方かた水気をふき取ると何も言わずにドライヤーを掛けだした。


　ユカリが目を丸くしていることにも気がつかず、藤也は丁てい寧ねいにドライヤーとブラシをあてていく。将臣は大たい抵ていは自分で頭を乾かわかすのだが、疲れているとか面めん倒どうくさいなどの理由でたまに藤也に乾かせることがある。


　───今はたぶん、『面倒くさい』だろうなあ。……ったく。


　内心ではぶつぶつ言っていても、手だけはしっかりと動かしている。美容師ではないのできちんとしたブローはできないが、それなりに整えるとドライヤーのスイッチを切った。


「終わり？　だったら藤也君にも聞いてもらいたいから座って」


　ユカリにそう言われたため、藤也は急いで片づけると自分の分として冷蔵庫からウーロン茶を取りだし、将臣の隣となりに座った。


「で、どうしたの？」


「んー、なんか部屋が荒あらされたみたいなのよ」


　何でもないことのようにユカリがさらりと言ったために、藤也がその言葉を理解するまでちょっと時間が掛かってしまった。その途と端たん、飲み掛けたウーロン茶で咽むせてしまう。


「引き出しと鞄がね、何となくいじられたみたい。なくなったモノはないし、わかる範はん囲いで増えたモノもないと思うんだけど」


「……鍵かぎは？」


「撮さつ影えい中は鞄の中に入れてたから休きゆう憩けい所。チャンスさえあれば誰だれにでもできるわ」


　まるで他人事ひとごとのように言うユカリに、逆に藤也の方が心配になってくる。


「内ない緒しよで部屋を替かえる？　その方が安心でしょ？」


「うーん、あまり騒さわぎにしたくないのよ。だから……、藤也君たちの部屋に泊とめて欲しいかなあって思ってるんだけど……。だめ？」


　最後のにっこり笑え顔がおに『もちろん断らないわよね』という言外の強ごう引いんなお願いを感じ取って、藤也は顔を引きつらせた。反対に将臣は意に介かいしたふうもなく、軽く口くち許もとを歪ゆがめると煙草に手を伸のばす。


「ここでなくても、岸田のところでもいいだろう？」


「それじゃあだめよ。岸田はどこで寝ればいいの？　岸田のために部屋を取れば周りに知られてしまうでしょ？」


　どちらも引こうとしない二人の視線がぶつかり合った。藤也は二人を交こう互ごに見ていたが、ふとあることに気がついた。


　───ユカリがいてくれたら、いいかも……。将臣のやつも他に人がいるところで抱だこうとはしないだろうし……。


　昨夜の攻こう防ぼうを思い出して藤也は眉まゆをひそめた。自分に水着を着せないためだけにつけられたキスマークのせいでホテルの大浴場にも行けず、かなり機き嫌げんを損そこねたので絶対にセックスするものかと頑がん張ばったのだ。結果としては藤也は勝利したのだが、今夜もまた同じことの繰くり返しかとうんざりしていた。


　ユカリには悪いが、これは利用するしかない。


「オレはいいよ。だいたいオレはユカリの周りに気をつけるために来てるんだもん。将臣もいいでしょ？」


　きらきらと輝かがやく鳶とび色いろの瞳ひとみに、藤也が何を考えているのかわかったのだろう。将臣がすっと目を細めた。それでも藤也は引かない。ここで負けてしまえば、ロケが終わるまで昨晩のような攻防が繰り返されるのだ。


　───別に将臣とセックスするのが嫌いやだって言うんじゃなくて……。ここでするのが嫌なだけなんだよな。将臣のやつ、それがわかんないみたいだし。


　横目でそっと様子を窺うかがってみると、将臣は無表情に藤也を見ていた。ひくりと頰ほおが動いたが藤也は気力を振ふり絞しぼり、ユカリにひきつった笑いを向ける。


「いいよ。荷物持ってこいよ」


「藤也君、ありがとう。たぶん大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど、盗とう聴ちよう器きとかあったら嫌だなって思ったのよ。だからどうしてもあの部屋は嫌だったの。じゃあ、荷物を取ってくるわね」


　藤也の返事だけを聞き、故意に将臣のことを無視したユカリは、足取りも軽く藤也たちの部屋を出ていった。残された藤也は強こわ張ばった首をどうにか回して、手を伸ばせば届く位置に座る将臣に目を遣やる。だらだらと汗あせが背筋を伝っているような気がしたのは、多分藤也の気のせいだろう。


　不意に将臣の目許が優やさしく和んだように見えて、藤也は目をぱちくりとさせた。どう反応したものか戸惑う間もなく、その間ま抜ぬけな顔にふっと煙草たばこの煙けむりを吹ふきかけられ、藤也が咳せき込むと、将臣はぼそりと漏もらした。


「覚えていろ……」


　もちろんそれは聞こえたが、藤也は返事をするどころではなく、どうにか落ち着いたのはユカリが戻もどって来たときだった。











　本日も晴天で天気待ちをする必要がないことに、スタッフの中の何人かは浮うかれているようだった。特に今日のメインは水着なので、今日だけは晴れるようにと祈いのっていたらしい。太陽光線の都合上、今日の仕事は午前中だけで終わる予定だ。


　藤也はあちこち痛い身体の節をほぐすために肩かたを回す。昨日の夜ユカリが荷物を持って戻ってきてからも一騒そう動どうあったのだ。そのことを思い返して藤也は重苦しい溜め息をついた。





　鼻歌混じりに戻ってきたユカリが、持ってきた荷物をベッドの上に広げる。見られたくないモノは鞄の中に入れて、出しておかないと皺しわになる服、出しておいた方が楽な化け粧しよう品ひん、洗面道具などはあちこちにしまう。そうしてあらかた片づいたところでユカリはにこやかに笑いながら言った。


「で、私はどこで寝ねればいいの？」


　瞬しゆん間かん、藤也は固まってしまった。


　そこまでは考えていなかった。ツインのこの部屋には当然、ベッドは二つしかない。ユカリがここにいることを内緒にするのならば、エキストラベッドを入れることはできない。何にせよ、ベッドの片方をユカリに譲ゆずらざるを得ないだろう。


「そっちの、窓側のベッド使って。隣のベッドとの間に衝つい立たてを持ってくれば一応隠かくれるから、それでいい？」


「わかったわ。でも、衝立をわざわざ動かさなくてもいいわよ？　別にショウに見られるのなんて今いま更さらだし、藤也君になら歓かん迎げいしちゃうもの」


　くすりと妖あやしく笑うユカリに、藤也は顔を赤くして横を向いた。その先には平然とした将臣が煙草を吸っていたが、藤也の視線に気がつくと『お子さま』と嘲あざけるように目を細める。


　───そりゃあねっ、将臣にしてみれば女の人と同じ部屋に寝るなんて、何でもないことだろうけどっ。て……、『今更』……？


　ふとユカリの台詞せりふに引っかかりを覚えた藤也はまじまじと将臣を見み遣やった。『今更』ということは『前に見られたことがある』ということで、つまりはやっぱり二人はそういう関係だったのだ。


　咄とつ嗟さに視線を逸そらしてしまったのは何な故ぜだろうか。胸の辺りにもやもやとしたものが薄うすく広がっていく。だが、それも次のユカリの一言で霧む散さんしてしまった。


「じゃあ、ショウと藤也君が一いつ緒しよのベッドで寝るの？」


「───え？」


「あら、違ちがうの？　だってベッドは後一つしかないんでしょ」


　当たり前のようにユカリに言われて、藤也は硬こう直ちよくした。


　───オレたちがつきあってるだなんて、ユカリは知らないはずだっ。普ふ通つうに訊きいてるだけだっ。


　自分に言い聞かせるようにして無理矢理思考の転てん換かんを計る。考えることはただ一つ、どこで寝るかだったがありがたいことにこの部屋には二人掛がけのソファーがある。足が少しはみ出してしまうかもしれないが、寝て寝られないことはない。


「ベッドは将臣が使うよ。オレはソファーで寝るから大丈夫」


「馬ば鹿かなことを。隣で寝るんだ」


　きっぱりと言い切った藤也に、将臣はそれとわかるほど眉をひそめて低く返した。それを聞いたユカリが目を丸くして驚おどろいてみせるが、将臣の台詞に気をとられていた藤也は気がつかない。それどころかわずかに顔を赤くして首を横に振り、強きよう硬こうに言い張る。


「いい、ソファーで寝る」


　唸うなるように小さく漏らして、藤也は視線にいろんな意味を込めて将臣を睨にらみつけた。


　───同じ部屋に他人がいるのに、そんなことできるはずがないだろっ。冗じよう談だんじゃないっ。それに一緒に寝たらユカリを泊めた意味がないじゃないかっ。


　それに気がついているのかいないのか、将臣はさらに眉み間けんの皺を深くした。


「藤也───」


　ほんの一言、名前を呼ばれただけでも、将臣がひどく機嫌を損ねていることがわかるが、こればかりは譲れない。同じベッドで寝るときは、よほどのことがない限り、将臣は藤也を腕うでの中に抱いて眠ねむるのだ。そんな思いっきり『オレたちはつきあってます』みたいな真ま似ねがユカリの前でできるわけがない。


　無言の睨みあいがしばらく続いていたが、ユカリがぽんと手を打ってそれを終わらせる。


「藤也君はショウとは寝たくない、ショウはソファーで寝かせたくない。だったら、こうすればいいじゃないの。藤也君は私と同じベッドで寝る。どう？　いい考えじゃない？」


「な───？」


「……」


　ユカリの提案に藤也は言葉を詰つまらせ、将臣はじろりと睨みつけることで却きやつ下かの意思表示をした。


「いいじゃないのよ。私だって藤也君と寝てみたいなあ」


「ちょ……っ、ユカリっ!?」


　深い意味はないのだろうけれど、将臣とユカリの関係が関係だっただけに、妙みような邪じや推すいを持ってしまう。どうやって断ろうかと焦あせっている藤也を見ながら、ユカリは面おも白しろそうに笑っていたが、更さらに表情を険しくした将臣ににんまりと笑って見せた。


「いいからっ、オレはソファーで寝るからっ」


「ええー、残念……」


　演技だとわかるくらい大おお袈げ裟さに拗すねてみせるユカリに、藤也は絶対に譲るつもりはないと首を振ってみせる。その様子を見て、ユカリは溜ため息いきをついた。


「わかったわよ。もう、私は一人で寝るからいいです。先にお風ふ呂ろもらうわね」


　それだけを言うとユカリは着き替がえを持ってバスルームに入っていってしまった。


　残された藤也と将臣は、無言のまましばらく睨みあう。


「一緒に寝るんだ」


「嫌だ」


　遠いところで水の弾はじける音がし始めたが、それでも二人は動かない。息いき詰づまる中先に動いたのは将臣はだった。


「───さっきも言ったが……。……覚えていろ……」


　目を細めて口くち許もとだけを歪めて笑う将臣に、藤也は背筋を震ふるわせた。


　───だ、大だい丈じよう夫ぶだ。とりあえず、ロケの間は大丈夫なはずだっ。


　何がどうして大丈夫なのか藤也にもわからないまま、藤也がソファーで寝ることは決まった。





　クッションは柔やわらかく、ちょっとうたた寝するくらいなら問題ないような上等なソファーだったが、それでも一晩中寝ると身体からだが変に凝こってしまうらしく、動くたびにどこかの関節が鳴っているように思える。


　───ううっ、帰るまであと四日か……。まあ、寝ね心ごこ地ちは悪くなかったけど、なんかなあ。


　溜め息は幾いくらでも出てくるが、こればかりは仕方ない。藤也は荷物を抱かかえ直し、波打ち際ぎわで遊んでいる将臣とユカリを眺ながめた。部屋も安全かどうかわからないので、貴重品やプライベートな物は鞄かばんに入れて藤也が持ち歩いている。


　今日は午後から自由時間みたいなものなので、少しは海で遊べるかもしれないと、出発前から期待していたのだ。初日につけられたキスマークのおかげで水着は着られなくなってしまったが、水遊びくらいはできるだろう。


　そんなことを思い浮かべていると、一度休きゆう憩けいが入ることになったらしい。藤也は手にしていたバスタオルを持って二人に近づいていった。ユカリが礼を言って受け取ると、藤也に話しかけてきた。


「ねえ、午後から暇ひまでしょ？　一緒に泳がない？」


「あー、水遊びなら」


「なんで？　水着持ってこなかったの？」


「いえ、ちょっと……」


　訝いぶかしげなユカリの口調に藤也は焦るが、本当のことを言うわけにもいかない。何とかお茶を濁にごして休憩所へ歩いていく。しばらくするとわらわらと休憩所にも人が集まってきた。


「お疲つかれさまです」


「お疲れさまあ」


　休憩所のスタッフが次々と戻もどってくる人たちに飲み物を配り、それぞれが思い思いの場所に腰こしを下ろしていく。天気がよすぎるのが災わざわいしてか、皆みなひどく喉のどが渇かわいているようだ。


　奥のテーブルを陣じん取どっていた三人にも飲み物が渡わたされる。それに口をつけていると、ひょっこりと監かん督とくが寄ってきた。彼はユカリに気があるらしく、ことあるごとに話しかけてくる。


「お疲れさま。そうそう、訊こうと思ってたんだけど、昨日の夜、どこかに行っていた？　酒でも飲みに行かないかって誘さそいに行ったら、部屋にいないんだもん」


　その言葉に藤也は一いつ瞬しゆん固まったが、ユカリは予想していたのか、わずかな動どう揺ようもせずににっこりと笑って返した。


「あら、それはごめんなさいね」


「どこに行ってたの？　もしかして別の人の部屋じゃないよね」


　監督はそこで言葉を切って、ちらりと将臣の方を見た。だがユカリはくすくすと笑って明確な返事をしようとはしない。将臣も応こたえる気はないらしく、あらぬ方を向いて我関せずと煙草たばこを吹ふかしている。


「私も訊きたいことがあるんですけど。昨日つけていたアクセサリー、イミテーションでしょう？　買い取りできないかしら？」


「ああ、あのミハマのブルーチップシリーズね。うーん……、あれはこっちサイドじゃなくて、モデルサイド───ショウさんからの貸し出しになるからなあ」


「そうだったの？　じゃあ、私から言ってみるけど口くち添ぞえ頼たのめるかしら？」


　困ったように顎あごに手を当てた監督の言葉に、ユカリは初めて聞いたとでもいうようにわざとらしく驚いて見せる。そのことにまた藤也は驚いたが、口を挟はさむような真似はしない。


「わかったよ。それくらいならいいよ」


「ありがとう」


　満面の笑えみでお礼を言うユカリに、監督は照れたように曖あい昧まいな態度を返していたが、やがてスタッフに呼ばれてテーブルを離はなれていった。


「うーん、やっぱり難しいかなあ」


「あれって、恵美花さんの所で見たやつでしょ？」


「そうよ。ちょっといいかなあって思うやつがあったんだけど……。社長にお願いしてみようかしら？」


　軽く眉まゆ根ねを寄せて口唇くちびるを尖とがらせてユカリが思案しているうちに、休憩時間は終わりを告げた。











「よし、行って来ます。藤也君、午後は目一いつ杯ぱい遊ぼうね」


　羽織っていたバスタオルを藤也に渡しながら、そう言ったユカリに藤也も頷うなずく。将臣は二人のやりとりを聞いて、憮ぶ然ぜんとした表情で席を立っていった。











　撮さつ影えいが遅おくれることも、大きなトラブルが発生することもなく、ロケは無事に終しゆう了りようした。


　ロケでの不ふ審しんな出来事は、ユカリの荷物が荒あらされた一件のあとは何もなかった。ただ、ユカリがロケ最終日まで彼らの部屋に居続けたので、藤也としてはありがたかったのだが、将臣はそれが気に食わなかったらしく、終始不ふ機き嫌げんだったことに藤也はひどく嫌いやな予感を覚えていた。




５







　明日から七月だというこの日は、ロケ終了から三日後で、宝ほう飾しよくショーの前日だった。


　陽ひが延びるこの時期は、そろそろ七時になろうかというのに外はそれなりに明るい。それでなくとも『オメガストリート』の社長室の窓は大きくとられていて、赤みを帯びた陽射しが室内を赤く染めていた。


　ユカリが手にしたトレイからアイスティーをそれぞれの前に置いて、藤也の隣となりに座った。今室内にはユカリと藤也、恵美花の三人しかいない。岸田はどうしても外せない用事とやらで、隣の事務室で電話をしていた。


「じゃあ、荷物が荒らされてからこっち、特に何もないわね。犯人の狙ねらいがこないだのＣＭ撮どりならもう大丈夫だし、明日のショーならそれこそもう後一日だから、気を引き締しめて過ごせば大丈夫よね」


「そうですね。でも私としては藤也君にずっとついていてもらいたいけどなあ」


「それは無理だし。とりあえず、明日のショーが終わればオレはもういいの？」


　出されたアイスティーを飲みながら、藤也は恵美花に訊きいてみた。きちんと期限を切っておかないと、このままずるずると契けい約やくを引き延ばされるような気がしてきている。


「うーん。ショーが終わっても一週間くらいは様子を見たいわ。部屋が荒らされたというのがどうも納なつ得とくできないのよねえ」


　いまいちすっきりと何かがあてはまらないらしい恵美花は、ソファーにふんぞり返って険しい顔をしている。だが、藤也は恵美花の返事を聞いてとりあえず安心した。何せ七月の後半には前期試験が控ひかえている。


　───あまり難しく考えなくてもいいみたいだけど、やっぱり初めてだからなあ。それなりに余よ裕ゆうが欲しいもんな。


　しっかりと恵美花から言げん質ちをとったので藤也はそれをきちんと覚えておくことにする。そのうちに恵美花が考えることに飽あきたのか、ふと視線をユカリに移して、不思議そうに訊いてきた。


「あら？　凄すごくごねてほとんど無理矢理に買い取ったやつはどうしたの？」


「してますよ、ほら」


　すっと手を伸のばしてユカリが藤也の耳を引っ張った。赤茶けた髪かみに隠かくれているので、一見しただけでは気がつかないが、藤也の右の耳にイヤーカフがつけられていた。ホワイトゴールドの土台に、青い小さな石が羽根をかたどるように埋うめ込まれている。土台の細工自体も緻ち密みつで、イミテーションだというのにそれなりの値段がするものだ。


「ね、藤也君に似合ってると思いません？」


「そうね、でも、石が赤色系の方が良くない？」


「だめですよ。青だから良いいんです」


　きっぱりと言い切ったユカリに、何か気がついたらしい恵美花は納得したようだ。藤也一人がわからない状態だったが、もらったカフ自体はそれなりに気に入っていた。指輪やネックレスなどと違ちがって、つけていてもあまり違い和わ感かんがないのだ。


「でも、トーヤくんがよく受け取ったわねえ。私も幾つかあげようかって言ったのに、全然受け取ってくれなかったのよ？」


「内ない緒しよです。社長には教えてあげません」


　嬉うれしそうにユカリが言うと、恵美花は子供のように口唇をわずかに尖らせてアイスティーに手を伸ばした。だが反対にユカリの返事を聞いて藤也は密ひそかにほっとしていた。何せユカリは、半分脅おどしに近い形でカフを藤也に受け取らせたのだ。


　曰いわく『あの時の指輪は先せん輩ぱいからもらったモノだったんでしょ？　だったらどうして私からのは受け取ってもらえないの？』。こう言われてしまっては仕方がない。値段が高いとか、理由がないとか、色々断る口実を言ってみたがユカリに通じるはずもなく、結局ロケが終わってからこっち、カフは藤也の耳にはまりっぱなしだった。


「まあ、いいわ。それはあとでじっくりと探さぐるから。じゃあ、明日一日、気をつけてね」


　そこで話は終わり、まだ仕事があるという恵美花を残して、藤也たちは社長室を後にする。ユカリを自宅まで送るのは岸田の仕事なので、藤也も事務所でユカリと別れたが、翌日のこともあるので将臣の所に行く気にはなれず、自分の部屋へと帰ることにした。











　午後一時を少し回ったところでショーは始まった。前回のリハの時にトラブルがあったことから、藤也は自分の荷物よりもユカリの荷物と道具をしっかりと管理することにした。後で使うとわかっていても一度片づけて、持ち歩くか目の届く場所に置いておいたのだ。もちろんユカリ本人には岸田がはりついている。


　それこそユカリがどこへ行くのにもついていき、ユカリの口に入るモノはどんなものでも、周囲に知られないように岸田と藤也で確かめていた。


　張りつめた空気の中、ユカリの出番までが長く感じられて、藤也は何度も時間を確かく認にんしてしまう。


　ようやくユカリの出番が回ってくると、呆あつ気けないほど簡単にステージは終わってしまった。岸田はいささか拍ひよう子し抜ぬけしたようだったが、藤也も安あん堵どの吐と息いきをつく。


　───よかったよ。これでとりあえず終わりだよな。


　早々に自分のスペースに戻もどってきたユカリは、珍めずらしくぐったりとした様子で椅い子すに座り込んだ。


「もうっ、今日はいつも以上に疲つかれちゃった。打ち上げはいいから、さっさと帰りましょう」


　心底疲れてしまったのか、そう言って藤也から荷物を受け取るとがさごそと帰り支度を始めてしまう。


　それを見て、こちらはスペースに置きっぱなしだった自分の荷物を取りだそうとした藤也の手が止まる。何だか違和感があったのだ。


「───？」


　首を傾かしげるようにして鞄かばんを眺ながめ、不意にファスナーが少し開いているのに気がついた。藤也はいつも鞄のファスナーをしっかりと締めておく。頭で考えるより身体からだに染しみついている習慣なので、たとえ無意識でも開けたままにしておくことはない。


　藤也はおそるおそる手を伸ばして、その場で中身を確認し始めた。だが、中身は何も変わっていない。ただ中を探られただけのようだった。普ふ段だんから鍵かぎや財布などは持ち歩いていたので、そこら辺は心配ないのだが、気持ち悪かった。


「藤也君、どうかしたの？」


「う……ん。あとでね」


　藤也の様子がおかしいことに気がついたユカリが声を掛かけてきたが、こんなところで話すわけにはいかず、藤也は適当に言葉を濁にごす。ユカリもそれとなく理解したようで、何も言わずに小さく頷うなずいた。


　ばたばたと帰り支度をして会場を後にすると、三人は渋谷にある事務所へ向かった。岸田が運転する車の中でもユカリに何があったか訊かれたが、藤也は応こたえない。そして事務所に着くなり、忙いそがしいという恵美花に無理矢理時間を作らせてしまう。


「で、何？　これでくだらない用事だったらはっ倒たおすわよ？」


　夏期休きゆう暇かを取るための、スケジュール調整がうまくいっていないらしい恵美花は、殺気だった表情で自分のデスクから藤也を睨にらみつけてきた。藤也は肩かたを竦すくめてそれはわかっていると仕草でも示してやる。おまけにユカリと岸田が黙だまって藤也の後ろに立つのを見て、恵美花は少し表情を改めた。


「わかってるよ。……なんか、オレの荷物が探られたみたいなんだ」


「トーヤくんの？───ユカリのモノと間ま違ちがえたっていう可能性は？」


「半々、かな？　試験が近いから教科書入れてて、それを見て気がついて止めた可能性もあるけど」


　藤也の報告に恵美花が手を止める。持っていた万年筆で机をこつこつと叩たたいているのは無意識のうちにだろう。


「とりあえずわかっていることは、まだ終わってないっていうことですよね？」


「───そうなるわね」


　ユカリの問いかけに恵美花も頷く。ショーに出させたくないという嫌いやがらせならば、九割近くがステージに上がるまで気をつけていれば防げる。だが、それがショーに関係なく続く、あるいは単純な嫌がらせとは思えない気味の悪いことが起こっているのであれば、もう少し深く考えなければならないだろう。


「ユカリには、本当に心当たりがないのね？」


「ええ、ないです」


　いつにない恵美花の真しん剣けんな雰ふん囲い気きに、ユカリも茶化すことなく短く応える。恵美花はしばらく目を伏ふせて何事かを考えていたが、不意に視線を上げて藤也を見返した。


「わかったわ。次に何かあったら、調査会社にでも依い頼らいするわ。話はこれだけ？」


「今のところはね。じゃあ帰るよ」


　難題がまた一つ増えてしまったためなのか、始終かりかりとした雰囲気に身を包んでいた恵美花に、手短に挨あい拶さつをすませると三人は社長室を出ていった。











　ちりちりとした視線に晒さらされてどうにも落ち着かず、藤也は辺りを見回した。だが、そこは幾いく度ども通ったことのある大学から兼田のアパートへの道で、取り立てて目新しいモノも、注意を引くようなモノもない。


「どうしたんだあ？」


「何でもない」


　どこか間の抜ぬけた兼田の問いに藤也は憮ぶ然ぜんとして応えた。昨日の宝ほう飾しよくショーで自分の荷物が漁あさられていたことで、ちょっと神経過か敏びんになっているのかもしれないと自分を納なつ得とくさせた。


　本当ならば今日はユカリのウォーキングレッスンについていくはずだったのに、またもやナナちゃんとの破局を迎むかえた兼田に泣きつかれてやけ酒につきあうことになってしまった。片手に提げたコンビニの袋ふくろには缶かんビールが入っているし、酒のつまみも少しだけ買ってきた。


　居酒屋が始まるには完全に早い時間なのでコンビニで仕入れた酒はいつもの如ごとく兼田の部屋で飲むことになっている。大きめの通りから一本角を曲がりひっそりとした通りに入れば、兼田のアパートまでは後少しだ。


　一応今はまだ兼田にも理性は働いているのか、泣き出したり喚わめいたりすることもなくとぼとぼと歩いている。今日の講義にもどうにか出てきていたが、ぼーっと座っているだけで時折しゃべっても妙みように力の抜けた声で生返事しか返さない。


　燃え尽つきたような兼田に藤也はいつものことだと肩を竦めて放っておいたところ、『冷たい奴やつだ』とか『どうしたのかくらい聞いてもいいはずだ』とか言い始め、それが愚ぐ痴ちというか泣き言に変わる頃ころにはやけ酒につきあう羽目になっていたのだ。


　数メートルも行けばアパートの入り口というところで、不意に二人の前に人が立ちはだかった。藤也たちは左に避よけたのだが、前に立った人物も同じ方向に一歩踏ふみ出してきた。あきらかに二人の行く手を遮さえぎる形でそのまま立ち止まっている。


　藤也は訝いぶかしげに眉まゆをひそめるとちらりと視線を遣やった。目の前に立っているのは一人だったが、その後ろにも三人ほどにやにやと笑って立っている。そのあからさまな態度に藤也は顔をしかめた。だが、兼田はぼーっと突つっ立っているだけだ。


　一見して関かかわりたくないと思わせる雰囲気を漂ただよわせている四人組だ。すり切れたジーンズにタンクトップを着て肩を剝むき出しにして、上じよう腕わんには不格好に踊おどった骸がい骨こつの姿を黒く浮うき出させている少年がリーダーらしい。この少年が二人の足を止めさせていた。


「オレたちに何か用でもあるの？」


　別に怯おびえるでもなくさらりと応えた藤也に、リーダーは鼻に皺しわを寄せた。不快感の度合いを示すように腰こしを落として下から睨みつけながら、にやにやと感じの悪い笑え顔がおで話しかけてきた。


「別にさあ、おれたちは用はないんだけどよお。おれたち親切だから？　頼たのまれたら嫌だって言えないわけよ。しかもお礼までしてくれるって言われちゃったらさあ、断り切れないっしょ？」


「だからまあ、恨うらむんなら自分でも恨めばあ」


　品のない声でげらげらと後ろの三人が笑い始める。いまいち意味の呑のみ込めていない藤也だが、自分には絡からまれる覚えがないことなので兼田を見た。しかし兼田の方も絡まれている自覚がないのか、どんよりとした目で藤也を見ている。


「何？　兼田絡みじゃないのか？」


「藤也絡みだろお。おれには覚えないもん」


　緊きん張ちよう感かんに欠ける藤也たちののほほんとした会話に四人組の方が切れた。一番気が短かったのは背が低く鼻にまでピアスをつけている少年で、がんっと近くの壁かべを蹴けり上げた。


「うっせーな。別にてめえらのことはどうでもいいんだよっ。こっちの用が済めばそれでいいんだよっ」


「そうだけどよお、オレさ運動不足みたいなんだな」


　見るからに体育会系だとわかる男が腕うでの筋肉をこれ見よがしにひくつかせながら嫌な笑いを浮かべている。その隣となりに立ったひょろりと背の高い男が小こ狡ずるそうに目を細めて、藤也たちを上から下へと何度も見返して言った。


「用があるのはあのイヤーカフだろ？　別にお願いしなくても、お寝ねんねしてから勝手に持ってけばいいんじゃないの？」


「おまえもそう思うか？　なあ、どうするよ？」


　体育会系男が歯を剝き出してリーダーの少年に訊きいた。好戦的なその笑顔は自分の意見が絶対に通るだろうと思っているからだ。そしてそれは間違っておらず、リーダーは面おも白しろそうに口唇くちびるの端はしを持ち上げた。


「おまえたちの好きにすれば？　まあ、おれはお目当てのモノが手に入るなら手段を選ぶ必要なんかないと思うけど？」


　暗に喧けん嘩かをふっかけろと言っているリーダーに、背の低い少年と体育会系男が嬉うれしそうに前に出てきた。その代わりにリーダーと背の高い男が後ろに下がる。


　やる気満々の二人の態度に藤也は呆あきれて溜ため息いきをつく。と、隣から兼田の手が伸のびてきて髪かみの毛を搔かき上げると藤也の耳を露あらわにした。その突とつ然ぜんの行動に藤也はびっくりして身体が固まった。


「……これかあ……。確かに高そうだよなあ……」


　妙に感心したような兼田の声に藤也はどう返していいかわからず、とりあえず憮然とした表情で兼田から離はなれる。


「おまえなあ、びっくりするだろ？」


「ええ？　だってこの人たち、このイヤーカフが欲しいみたいだよ？　まあ、高そうなモノだからかなあ、と思ったわけだよ」


　兼田がうんうんと腕を組んで一人で納得している。自分には関係ありませんというその態度に藤也が言い返そうとしたところで邪じや魔まが入った。背の低い少年ががんがんと足を踏みならしたのだ。


「てめえら、何暢のん気きに話してんだよっ。おれたちがもらうんだから関係ないだろうが」


「ごちゃごちゃ言ってないで、黙だまってやられちまいなっ」


　最初に仕し掛かけてきたのは体育会系男だった。一歩前に踏み出しながらみっちりと筋肉のついた腕を大きく振ふりかぶる。大人しく殴なぐられる義理はないので藤也と兼田はそれぞれ逆に避けた。と、避けた兼田の前に背の低い少年が飛び出してきた。


　必然的に藤也が体育会系男を相手にすることになってしまった。男は藤也よりも確実に一回りは体格がいい。その体格差を有利に感じたのか男はにまにまと笑い出す。


　───こういうのを相手にするのが一番面めん倒どうくさいんだよなあ。


　藤也は溜め息をつくと男から目を離さないように気をつけながら手に持っていたコンビニの袋を下に置いた。中に入っているのはビールの缶なのでうまく使えば武器になるかもしれなかったが、こういうときは素す手での方が慣れているのだ。


　右足を軽く引いて小さく腰を落とす。前で手を構えて臨戦態勢に入ると、男は目の色を輝かがやかせた。


「生意気にやる気なのかよ？　せいぜい逆らってみろよ。その分痛い目を見るぜえ」


　男にしてみれば自分と比べて細い腕をしているし目に見えて筋肉がついていない藤也は弱く見えたのだろう。入念にいたぶるつもりか歯を剝き出して男は唐とう突とつに笑いだした。


「ほんとに弱い奴は一発殴っただけでサンドバッグだからなあ。多少は手て応ごたえがあった方が面白いだろうよ」


　げらげらと笑いながら男がまた腕を大きく振り上げる。確かにそれなりのスピードと破は壊かい力はありそうだったが男の武器はそれだけだった。藤也から見れば動きが大きく隙すきだらけな男の動作は大して怖こわいものではない。


　ワンステップで男の攻こう撃げきを避けると、振りかぶったために無防備になっている脇わき腹ばらを左手で殴りつけた。


「……ぐっ」


　くぐもった声を漏もらして男が軽く咳せき込むが、藤也は次いで容よう赦しやなく脚あしを叩たたきつけていた。身体からだを筋肉で覆おおわれている男には藤也の拳こぶしでは軽いダメージしか与あたえられないから、足技を持ってきた。


　自分で殴りかかってきた勢いに藤也の脚の勢いが加わって、男は前のめりにバランスを崩くずした。だが、男もそれなりに経験を積んでいるらしく簡単には倒たおれない。しかも藤也に手を出されたことで頭に血が上ったようだ。


「ふざけんじゃねえぞおっ」


　下げ卑びた笑いを引っ込めるとこめかみをひくつかせて唸うなり出す。その男に拍はく車しやを掛かけるのが、離れた場所で傍ぼう観かんを決め込んだ仲間だ。


「てめえ、強いんだろお？　そんな細っこいやつにやられんなよ」


「いつものようにかるーく捻ひねってやれよ」


　自分たちで手を下しているわけでもないのに、見た目で弱そうと判断した藤也にしてやられた男をあきらかに小こ馬ば鹿かにしていた。男にしてみれば藤也にやられたことよりも仲間に馬鹿にされたことの方が頭に来たらしい。


　奇き声せいを発しながら連れん携けいも何もなく、ただ無闇に藤也に向かって腕を繰くり出してくる。数多く繰り出されるものの一発も藤也に当たらない。軽く受け流すだけで藤也が仕掛けてこないことにも腹を立てているようだ。


「ちんたらと逃にげてんじゃねえよっ」


　ぶち切れた男が怒ど鳴なりつけると今まで以上にスピードに乗った拳が藤也に突き出された。だが藤也はその腕を払はらいのける形で方向を変えて受け流し素早く脚を払うと、男の身体は綺き麗れいに地面に転がっていった。


　音がして派手に転んだわりにはダメージはあまりないようで呆ぼう然ぜんとした表情で地面に倒れていたが、自分の身に何が起こったのか理解すると顔を真っ赤にして男はすぐさま立ち上がった。男は顔がどす黒くなるほど血を上らせて、歯を剝き出して獰どう猛もうに唸る。


「よくもやりやがったなあ」


　などと言いながら男がファイティングポーズを取るのを見て、藤也は大げさに溜め息をついた。


　───やっぱりぃ。引き際ぎわのわからない奴やつだよ……。あっちの方が簡単にけりがついたのに……。ああーっ、向こうの方がよかったよっ。


　じりじりと自分に有利になるように距きよ離りを取りながら藤也はちらりと兼田の方に視線を動かした。素早い動きで少年が拳を突つき出しているが兼田もバスケ部で腕を鳴らしただけのことはあるので、並ではない動体視力と本能に近い反射神経とで避よけている。


　それでも少年が繰り出す足技を時々食らっていた。


　わざわざ自分から足技を使わないというルールでも課さない限り一度は足も使ってくるはずである。ある程度力量を見極めることができる者は一蹴りでその差がわかるので、手の内を見せたくないという意味で使わないのだ。


　ただこの少年は手の内を見せる見せないなどという細かいことまでは考えていないのだろう。チャンスと隙さえあれば兼田に脚を突き出していた。ひゅんっという風を切る音が藤也の耳にもきちんと届いてくる。それだけでも少年が基き礎そだけはきちんと習ったのがわかる。


　それに対して藤也の前に立つ男は一度も脚を使おうとしていない。意図的に封ふうじているわけではなく上う手まくできないから使わないという印象が強い。がたいが良かったためにか今まで力に任せた喧嘩しかしてこなかったのだろう。


　そして負けるということがなかったのではないか。だから、自分のプライドを傷つけて今までの実績を覆くつがえしかねない藤也を男が簡単にあきらめるわけもなく、それがわかるだけに藤也はうんざりとして男を見た。


「オレも疲つかれてきたからさあ、これでお終しまいにしよっか」


　にんまりと口唇の端を持ち上げて藤也がそう言うと男は余計にいきり立つ。だが、藤也は鳶とび色いろの瞳ひとみを煌きらめかせながら怯ひるむことなく構えた。あまりにも自然に体勢を変えた藤也の実力にようやく気がついたらしい男の腰こしが少し引けている。


　だが藤也の実力を認めること自体が負けだとでも思っているのか、男は自分を鼓こ舞ぶするかのように奇声を上げながら藤也に殴りかかってきた。その腕うでをかいくぐり男の真正面に入り込むと藤也は利き手を思いきり鳩尾みぞおちに叩き込んだ。


「───ぐうっ」


　胃からせり上がる何かを無理に抑おさえた声を出して男の身体が前のめりに崩れる。それを避けると素早く男の軸じく足あしを払いのけて、最後のとどめとばかりに無防備になっていた脇腹へと肘ひじを落とし込む。


「───っ……」


　声にならない悲鳴を上げて男は地面にへたり込み、蹲うずくまったまま頭を上げようとさえしなかった。男が喧けん嘩かする気力をなくしたことを確かく認にんした藤也は兼田たちへと向き直る。


「兼田っ」


「な……っ」


　藤也が兼田の名前を呼んだことで少年は男が負けたことを知りわずかに動どう揺ようを見せた。その隙を兼田が逃のがすはずもなく、ワンステップで少年の間合いに飛び込むと腕を伸のばしてラリアートの要領で少年の腰を引き倒した。


　そのまま体格差を利用して兼田は少年を地面に押しつけて動けなくすると、ようやく一息をつく。


「藤也の貸しだな。明日の昼飯奢おごれよ」


「何でだよ？」


「こいつら、お前のそれが欲しかったんだろ？　原因はお前じゃんかよ」


　兼田は横目でちろりと藤也を見み遣やり、自分は巻き込まれただけだと暗に主張する。うっと藤也は言葉に詰つまると忙せわしなく視線を揺ゆらしてそのことをごまかそうとしたが、あきらめて大人しく深々と溜ため息いきをついた。


「奢らせていただきますとも。───で、あんたたちはどうすんの？」


　驚きよう愕がくの表情のまま壁かべ際ぎわで押し黙っていた二人に藤也が声を掛けた。やるつもりなら受けて立つし、喧嘩する気がないのなら倒れた二人を連れて消えて欲しい、というのが藤也の気持ちだ。


　だが、四人組の中で実戦部隊だったのは倒れた二人だけだったらしく、リーダーと思おぼしき少年は口唇くちびるを嚙かみしめてきつい瞳で睨にらみつけてくる。背の高いひょろりとした男が『どうするよ？』と少年の様子を窺うかがっている。


「じゃあもう行っても良いい？　そっちのやつ、追い掛けてこないように言い聞かせて欲しいんだけどさ。いい？」


　地面に置いたコンビニの袋ふくろを手に取ってから藤也はにっこりとリーダーに笑いかけると、じりっとリーダーが少し後ろに下がった。見捨てられると本能的に感じ取ったのか、兼田の下で少年が闇やみ雲くもに足あ搔がき始める。


　どうにか押さえつけていた兼田がタイミングを見計らって少年から手を離はなすと、少年は脱だつ兎との如ごとく仲間の方へと走っていった。藤也が倒した体育会系男もどうにか立ち上がれたらしく、よろよろとした足取りで歩き出すと背の高い男が手を貸した。


「もう用がないなら行っちゃいなよ。ほら。どうすんの？」


　一人ではまだちょっと足取りが危うい体育会系男を、横から二人で支えるとリーダーを先頭にして四人組はばたばたとその場を後にした。その姿を見ると兼田はどっと息を吐はいて肩かたを落とす。


「あーあ。何だって言うんだろうなあ。うう。これは早くナナちゃんのことは忘れろという神様の思し召めしなのかなあ。藤也あ、どう思う？」


「はいはい。そうだねえ。お酒でも飲んで忘れるのが一番だよねえ」


「……だよな。くうーっ。さっさと部屋に帰るぞっ」


　あからさまに適当に返しているのがまるわかりな藤也の口調にも気がつかず、兼田は拳を振ふり上げると後ろを振り返りもせずに歩き出した。今のちょっとした運動で鬱うつ々うつとした気分はぶっ飛んだらしく、ずんずんと進む歩調に迷いがない。


「……ほんとに、お手軽な奴……」


　苦笑じみた笑えみを浮うかべて藤也はぽつりと呟つぶやくと兼田の後に続いた。片手でユカリからもらってからこっちずっとつけているイヤーカフに触ふれる。


　───でも……。このカフどうするかな……。あんなのに目をつけられるなんて冗じよう談だんじゃないからなあ……。


　ここで外すと無くしそうだから家に帰ったら外そうと藤也は心に決めたが、結局外し忘れたそれは、そのまま藤也の耳に付いていた。











　宝ほう飾しよくショーが終わってからこっち、藤也は常に苛いら立だっていた。あれ以来、何者かの視線が常につきまとっているような感じがしてならないのが、その原因だ。最初はカツアゲされ掛けたあの四人組の視線かと思っていたが、どうやらそうではないらしい。


　その視線はユカリと一いつ緒しよにいるときだけに限らないことが、余計に藤也の神経を過か敏びんにしている。視線が気になって、ただでさえ機き嫌げんの悪い将臣の部屋に長居する気にもなれない。


　それでなくてもこの一ヶ月というもの、大学が終わってからすぐにユカリの仕事先に合流し、夕食前後には将臣の部屋で、家事の片手間に勉強をして将臣の相手をする生活が続いていた。そのうえ、ようやく自分の部屋に帰れても、まだ自分の家事と勉強が待っているのだ。


　そんな生活が続けば、いくら若いとはいえさすがの藤也も疲れがたまる。更さらに追い打ちとばかりに執しつ拗ような視線につきまとわれ、ついに藤也は強きよう硬こう手段に出ることにしたのだ。


　ぶち切れた勢いのまま、藤也は『今から行く』という電話を恵美花に入れると、将臣に車を出させ二十一時過ぎだというのに、強ごう引いんに事務所に乗り込んでいったのだ。


「もうだめ、何とかしてくれっ」


　社長室の扉とびらを開けるなり藤也はそう怒ど鳴なった。事務所に残っていた数人の社員が驚おどろいたようにこちらを見たが、藤也はそれに気がつかない。扉を開け放したまま、ずかずかと中に入っていった。


　机で書類に目を通していた恵美花は、何事かと目を瞬またたかせたがすぐにいつもの表情になる。文句を言うでもなく、ここまで黙だまってついてきていた将臣は、後ろ手にドアを閉め、ソファーにどっかりと座り込んだ。


　藤也は足音も荒あらく恵美花の前まで行くと机を叩たたいた。自分がどれだけ苛立っているのかを態度で示したつもりだった。だというのに、恵美花はにっこりと笑って別のことを口にする。


「ユカリからもらったイヤーカフはきちんとつけているのね。トーヤくん、ショウからユカリに乗り換かえるの？」


「ば……っ、馬ば鹿かなことを言うなっ。これはイヤーカフを変な奴に取られないようにしてるだけって、そうじゃなくって、なんか変なんだよ」


　さらりと恵美花は言ってくれたが、ソファーの辺りの室温が若干下がっているような気がして藤也は慌あわててしまう。だが、ここで過か剰じよう反応しては将臣の怒ど気きを余計に煽あおるだけなような気がして、藤也は無理矢理に話を進めていくことにする。


「ここのところ、いつも誰だれかに見られている気がするし、変な奴に絡からまれるし」


「うーん、ショーが終わったと思ったら今度はトーヤくん？　ユカリの方は何ともないのね？───もしかしたら最初からユカリ個人じゃなくて、何か他に問題があった……？」


　ほとほと困ったように眉まゆを八の字に寄せてみせる藤也を無視して、恵美花はぶつぶつと口の中で何事かを呟き始める。


「もしもーし、恵美花さーん？　もしもーし」


　何度呼びかけても恵美花は正気に戻もどらず、自分の考えに没ぼつ頭とうしてしまったようだ。しびれを切らした藤也が、耳みみ許もとで怒鳴ってやろうと机をまわって恵美花の横に立ち、思いきり空気を吸い込んで息を止めたところで、急に恵美花は顔を上げた。


　あまりにも突とつ然ぜんのことで藤也は止めていた息で気管が詰まってしまい、ごほごほと咽むせてしまう。


「あら？　さっきまで目の前にいなかった？　まあいいけど……。ねえ、トーヤくんの周りがおかしくなりだしたとき、何かなかった？」


「……ほんとに、何もないし……」


　息も切れ切れに咽せ返る藤也に、恵美花は訝いぶかしげな目を向ける。何で藤也が咽せているのかがわからないらしいのだ。意味深に大きな溜め息をつくと、恵美花は藤也が落ち着くのを待とうとしたが、内線を告げる電話が鳴り始めたので受話器を取り上げた。


「はい？」


『……』


「───また？……わかったわ……」


　二言三言で素っ気なく切り上げると、恵美花は憤ふん然ぜんとした様子で受話器を叩きつけるように戻した。常にないその剣けん幕まくに、思わず藤也は目を見開く。


　苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような恵美花の表情にどうしようかと藤也は迷ったが、とりあえず余計な厄やつ介かい事はこりごりなので敢あえて無視することにする。


　だが、恵美花の方が一枚上うわ手てだった。そっと後ずさろうとした藤也の腕うでを摑つかんで一気に捲まくし立て始めたのだ。


「もうっ、ちょっと聞いてよおっ。ミハマのあの男しつこいんだからあっ。トーヤくんは見かけたことあるかなあ？　カエルみたいな男っ。ことあるごとに来るのよお。もう嫌いやになっちゃう」


「ええと……、いつだったかアクセサリーを届けに来たって奴のこと？」


「そうようっ。大した用もないのに電話を掛かけてくるわ、訪ねてくるわでほんとに迷めい惑わくなのお。ミハマの会長に直接言いつけてやろうかしらあ？」


　かなり御立腹のようで、恵美花は意地の悪いことをぶつぶつと楽しそうに口にしていたが、不意にその動きを止めた。


「───あの男が絡み始めてから……？　ねえ、イヤーカフを取られそうになったの？」


「え？　そうだけど、それがどうかした？」


　恵美花の言うことに藤也はきょとんとして小首を傾かしげる。だが、恵美花はまだ何事かを考えているようで、点てん滅めつしている電話の外線ランプを眺ながめていた。


　そんな二人をよそに将臣は一人無関心らしく、くゆらせていた煙草たばこを灰皿で消すと、憮ぶ然ぜんとした表情で立ち上がった。


「もういいだろう？　行くぞ」


「え？　ちょっと……っ。じゃあっ、恵美花さん、もう行くからねっ」


「わかったわっ、今度連れん絡らくするからっ」


　初めの勢いはどこへやら、結局言いたいことも言えないまま、後ろも見ずに歩いていく将臣に慌てて藤也はついていった。残された恵美花は、半分上の空でそれだけを叫さけぶと、音を立てて閉められた扉を見る。それからゆっくりと電話に手を伸のばした。


「そうよねえ、ちょっと考える余地があるわよねえ。───もしもし、原はらさん？　お待たせいたしました、神山です」


　営業用の落ち着いた艶つややかな声で、恵美花は電話に応対し始めた。











　受話器越ごしに聞こえてくる耳みみ障ざわりな声に、恵美花は相手に見えないことをいいことに思いっきり顔をしかめてみせる。


『それで、この間のロケのＣＭを見たんですよ。もう最高でしたね。ショウさんもかっこよかったですが、ユカリさんがまた綺き麗れいで……。我が社のアクセサリーがこれ以上ないくらい似合っていましたねえ』


「二人はうちを代表するモデルですから。そう言っていただければ嬉うれしいですわ」


『ほんとに、彼と契けい約やくできて私どもも良かったですよ』


　ずっとこんな調子でのらりくらりとした原との会話が続いているのだ。はっきり言ってしまえば、こんなくだらないことにつきあっている暇ひまなど恵美花にはない。つい十分ほど前の藤也との会話で引っかかったことをはっきりとさせたいためだけに、こんな馬鹿げた電話につきあっていた。


　だが、それを切り出すことがなかなか難しい。変に話を持っていけば、万が一本当に相手が犯人だった場合こちらが何かに気づいていると悟さとるだろうし、かといってこのまま相手がしっぽを出すまで大人しくつきあう気もない。


　内心の苛いら々いらを声に出すことなく、恵美花は静かに男の話を聞いてはどうでもいいような返事をしていた。今日はもうあきらめようかと恵美花が思い始めたとき、原の方から切り出した。


『そういえば、ユカリさんにはブルーチップシリーズを買っていただきましたね。幾いくら展示用とはいえ、あれを手放すとは私もかなり驚いたんですよ』


　にんまりと口許が弛ゆるむのを避さけられない。声に喜色が混じらないように大きく息を一つ吐はくと、慎しん重ちように口を開く。


「そうですね、私もユカリがあれを買い取るとは思いませんでしたわ。……お訊ききしたんですけど、あのカフはユカリだから譲ゆずったんですよね？」


『ええ、そうですよ。プライベートでも身につけていただければ宣伝にもなりますし、これを機にお得意さまになるかもしれませんからね』


「ですよねえ……」


　そう呟つぶやくと恵美花はこれ見よがしに溜ため息いきをついた。それに反応してどこか焦あせったような声で原が食いついてきた。


『カフがどうかしましたかっ？　あ……、いや。傷がついたのでしたら、私が伺うかがいますので直してはいかがでしょう？』


「いえ、違ちがうんですよ。ユカリはあれを人に贈おくるためにそちらから買い取ったみたいで。今はその子がいつもつけているんですよ」


『いつも、ですか？』


　急に真しん剣けんみを帯びた言葉に恵美花はほくそ笑むが、それを気取られないようにころころと笑ってみせる。


「そうなんですよ。ユカリがそう言ったみたいで、律りち儀ぎに守っているところがまたおかしいと思いませんか？　でも、彼にはすごく似合っているんですよ」


『そうですか？』


　どこか疑わしそうな原の相あい槌づちに、恵美花はちょっとばかり思いきった作戦に出た。


「ええ、黒くろ髪かみに映えてとても綺麗に見えますよ」


『黒？』


「あら、すみません。彼、どちらかといえば明るい茶色でしたわ。ユカリが黒髪だから間ま違ちがえたようで……」


　何でもないことのようにさらりと恵美花は流したが、内心では歓かん声せいを上げて小こ躍おどりしたいくらいに浮うかれている。訝しんだような原の一言に、向こうが藤也のことを既すでに知っているとわかったのだ。ユカリがカフを買ったことを知っていても、今現在カフを持っている藤也の容姿までは知らないはずだ。それを知っていると言外に思わせた原の言葉に、恵美花は確信した。


「でも、本当に似合っているんですよ」


『……あなたがそこまで言われるのなら、一度見てみたいものですね』


「機会があればいいんですけど」


　知りたかったことはわかったので、これ以上は相手を警けい戒かいさせないためにも、余計なことはいっさい訊かなかったし言いもしないまま、どうでもいいような会話がしばらく続き、ようやく電話を終えることのできた恵美花は機械音のする受話器を抱かかえたまま机に突つっ伏ぷしてしまう。


「ああ、もうっ、疲つかれたようっ。───でも、そうだなあ。考える余地ありよねえ……」


　受話器を戻もどして残っていたアイスティーを飲み干すと、恵美花の動きが止まった。だが、しばらくするとにんまりと笑った恵美花が机の引き出しを探さぐり出した。欲しい連絡先が書かれた名めい刺しを見つけると、嬉き々きとしてもう一度受話器を持ち上げる。


「とりあえず、きちんと裏を取らないといけないわよねえ。多分もう間違いないと思うけど念のためにねえ。あとは向こうの協力次第、かしら……」


　頭の中でいろいろと張り巡めぐらせた策略のどれを実行するかはその場で決めようと、恵美花は一つずつナンバーを確かめるように慎重に押していった。




６







「で、何の用だよ？　いきなり呼び出しといてさ」


「んー？　そこでちょっとお茶でも飲んでてくれる？」


　藤也が事務所に押し掛かけてから二日後、大学で兼田と昼食を取っている最さ中なかにいきなり呼び出され、何事かと飛んできてみれば、涼すずしい顔をした恵美花は社長室でただ座っているだけでいいとのたまった。


　何を言っても聞く耳を持たない恵美花に溜め息をついた藤也は、隣となりに座る将臣を横目で窺うかがう。だいぶ前から来ていたのか、テーブルに載のっている灰皿にはかなりの吸い殻がらが積まれていた。


　───ったく、何を企たくらんでるんだ？　相変わらず、何か変な感じは治まらないしっ。


　苛々とアイスティーを飲んでいると、扉とびらが叩たたかれてバイトの学生が顔を覗のぞかせる。


「ミハマの方が見えられましたけど」


「そう。通してくれる？」


「あ、はい」


　ちらりと藤也たちを見た彼は『いいのかな？』という顔をしたが、無む駄だ口ぐちは叩かずに引っ込んでいった。


「そうだ、確かく認にんしてなかったけど、ユカリからもらったイヤーカフしているでしょうね？」


「電話でうるさく言ってたからわざわざ一度取りに戻ったよ」


「そう、ならいいわ」


　どことなく嬉しそうな恵美花の様子に藤也は嫌いやな予感を覚えたが、文句を言う前にノックの音が響ひびいた。どうぞ、と勧すすめる恵美花の声に促うながされて男が社長室に入ってくる。


　男は相変わらず綺麗に後ろに撫なでつけられた髪かみと、ぎょろりとした目をしていた。今日のスーツは濃のう紺こんで薄うすいグレーのストライプが入っているようだ。男はそのぎょろりとした目で藤也を見ると、何な故ぜか急に身体からだを強こわ張ばらせた。


「───？」


　男のその妙みような反応の理由がわからずにそちらに気を取られてしまっていた藤也は、将臣の動きも止まったことに気がつけなかった。


　恵美花が机から立ち上がり、ソファーへと優ゆう雅がに歩いてくる。


「ショウは知っているわよね？　ミハマの広報部にいらっしゃる原さん。ショウについては……、別に今いま更さらいいですよね？　隣に座るのは杉崎君といってショウの付き人をしてもらっています」


　一人掛け用のソファーを勧めながら恵美花が座ってしまうと、慌あわてたように原は席に着いた。ありきたりな天気の話から始まり、確かに恵美花が言うように他愛のない話ばかりが続く。


　藤也は自分には全く興味のない話ばかりに、適当に相槌を打つだけだったが、何故だか隣の雰ふん囲い気きが怖こわい。わざと気がつかない振ふりをして、意識を無理矢理話に持っていこうとした途と端たん、原とばっちり目が合ってしまった。思わずどう反応していいのかわからず、にっこりと笑ってしまう。


　───うわああっ、何だってんだっ。


　その途端、ぞくりと背筋を震ふるわすほどの冷たく、凍こおりついた気配が急に辺りに振りまかれた。


　藤也はかちこちと固まった身体で、目だけを動かして冷気の発生源である将臣を見る。そこにはいつもどおりの無表情で、傲ごう然ぜんとした態度で座っている将臣がいた。だが、半ば目を閉じて煙草たばこをくゆらせている姿は、神経をとぎすませて隙すきを窺っている獣けものを思わせる。


　その将臣の雰囲気は恵美花にも原にも伝わったらしく、いきなり話がぎこちなくなり出した。そうなると恵美花も切り替かえが早く、にっこりと原に笑いかける。


「もう、時間ですね。次の仕事も控ひかえてますので、今日はこれで」


「あ、ああ。そうですね。ではまた」


　笑え顔がおに隠かくれてわかりにくい恵美花の強ごう引いんなお引き取り願いに、それでも原はそそくさと部屋を出ていった。原の姿が扉に消えても、しばらくの間は恵美花は黙だまってアイスティーを口に運んでいた。


「恵美花さん……？」


「トーヤくんてばモテモテねっ」


　全く実のない会話しかなかった今の対面に、一体何の意味があるのか、全然わからない藤也がおそるおそる声を掛けると、恵美花はにんまりと笑って言った。それを聞いた将臣が恵美花を睨にらんだが、恵美花は澄すました顔でアイスティーを飲んでいる。


「……行くぞ」


「え？　ちょっとっ」


　それを聞くなり将臣はそう低く漏もらし、藤也の腕うでを摑つかんで無理矢理立ち上がらせると、半ば引きずるようにして社長室を出てしまった。何を怒おこっているのかわからないが、ぴりぴりとした将臣の雰囲気に押されて、藤也は文句も言えずに黙ってついていくしかない。


　───最近、オレ振ふり回されてばっかりだよ。ああもう、どうしてこうなるのかなあ。でも、触さわらぬ神に祟たたりなしだな。絶対後でとばっちりがこっちにくる！


　藤也が抵てい抗こうしないまま大人しくついてきたせいか、将臣は腕を放してくれたが、その気配は未いまだに冷たいモノだった。運転中も苛いら々いらしているのかステアリングを指先でこつこつと叩いている。ようやく将臣のマンションに辿たどり着いて、藤也は安あん堵どの吐と息いきをつきかけたが、それは許されずに強引な将臣の手で有無もなくベッドルームに放り込まれてしまう。


「……ってえ。何すんだよっ」


「───本当にわからないのか？……これは罰ばつだ……」


　将臣は藤也の上に馬乗りになりサイドテーブルに放ってあったネクタイを手に取る。藤也が呆あつ気けにとられているうちに、両方の手首をまとめてハンカチでくるんでしまい、その上から縛しばり上げてしまった。さらにそのネクタイの先を、器用にもサイドテーブルの取っ手にくくりつけて、藤也の行動までも制限してしまう。


「まさおみっ、これを外せっ」


「どうして？　外したら何にもならないだろう？」


　サイドテーブルをひっくり返しそうな勢いでがたがたと藤也は暴れるが、簡単に外れそうもなかった。それがわかると今度は闇やみ雲くもに足を動かして将臣を寄せ付けまいとする。だが、その抵抗も難なく将臣の手で封ふうじられてしまった。


「何が罰だよっ？　オレ、何かしたのかあっ？」


　この先に良くない展開が待ち受けているのは以前にも学習済みだから、何としても将臣を思いとどめさせようと藤也も必死だ。


　───ほんとにオレが何したって言うんだあっ!?　そりゃあ、ここ最近ユカリに構いきりでバイトは手を抜ぬいてたかもしれないけどっ。一応一通りはしてたしっ。思い当たる事なんてないぞっ。


　足を摑まれた手もふりほどくことができずに、頭に来た藤也は鳶とび色いろの瞳ひとみで将臣を睨みつけた。だが将臣は薄く笑うだけで堪こたえた様子を見せない。それどころか藤也のチノパンに手を掛けて下着ごと乱暴に脱ぬがせてしまう。


「やめろってっ。マジにオレ、何かしたのかよっ」


「ロケの時、ユカリを部屋に入れただろう……？　『覚えていろ』と言わなかったか？　今も、あんな男を引きよせている……」


「───それって、どういう理り屈くつだよっ」


　確かに、ユカリをホテルの部屋に泊とめたのは藤也にも腹づもりはあったことだし、それに関してはあまり言い訳もできない。できないが『罰』と言われる理由がわからないし、ましてや『男を引きよせている』と言われても納なつ得とくができない。


　原に関して言われているのであれば、それこそ『ふざけるな』だ。藤也には自分から近寄った覚えはないし、会ったのは今日が初めてのはずだ。


「どうもこうも、おまえが悪いって話だろう？」


　剝むき出しの肌はだを撫でられて藤也は震えた。口くち許もとには微かすかな笑みが浮うかんでいるというのに目が笑っていない。蒼あおいカラーコンタクトの色が殊こと更さら薄うすく見えて、将臣の怜れい悧りな美び貌ぼうが更さらに作り物めいていた。


　不意に将臣の手が伸のびたのを見て、藤也の身体は無意識にびくついていた。


　だが、その手は藤也に辿り着かず、サイドテーブルの引き出しに伸びた。ネクタイがくくりつけられているものとは別の引き出しで、そこに何があるのかは藤也も知っている。潤じゆん滑かつ剤ざいとただ置いてあるだけのゴム。


　潤滑剤はほぼ必ず使うが、ゴムは気が向いたときにしかつけない。藤也がその感かん触しよくを好きになれないのもあったが、将臣も嫌がった。将臣の場合は後始末と称しようして遊んだときの、藤也の反応を見られなくなるのが面おも白しろくないというのもあるらしい。


　こくりと藤也は息を呑のむ。


　将臣は『罰』と言ったのだ。簡単に済むセックスであるわけがない。


　怯おびえをにじませた藤也を煽あおるように、殊こと更さらゆっくりと将臣はその引き出しを開けて、手のひらよりも少しだけ大きい小ぶりの箱を取りだした。これまでに見たことのない箱だった。


「なに、それ……？」


「───面白いモノだ……。さて、どうなるか？」


　ベッドに腰こし掛かけた将臣が箱を開けた。中から出てきたモノは、将臣の手の陰かげになりよく見えない。それが余計に藤也の警けい戒かい心しんを煽る。不意に将臣が振り返り愉ゆ悦えつに満ちた顔で、藤也を見下ろした。


　口こう腔こう内ないが乾かわいて舌の根が張りついたように強張る。将臣の手が下か肢しに伸ばされた。


「ひゃ……っ」


　冷たい無機物の感触が藤也の勃たち上がっていない雄おすに触ふれた。そこに何があるのか確かめようと、藤也が頭を上げかけるのを残された将臣の手が押さえつける。顎あごを摑まれて無理矢理に開かされた口に、将臣の舌が忍しのび込んできた。


　からからに乾いた口腔内を濡ぬらすように丹たん念ねんに舌が這はわされる。歯列を一つずつ確かめるように奥へなぞっていき、頰ほおの内側を舐なめて入り口に戻もどってくる。我が物顔で動き回る舌を藤也は押し返そうとするが、逆に抵抗を咎とがめるように舌を絡からめ取られてしまう。


「……っめ」


　息苦しいのと顎を摑まれて痛いのとで、藤也は抗こう議ぎしようと口唇くちびるが外れたわずかな瞬しゆん間かんを狙ねらったが、最初からそんなものを聞く気のない将臣により深く舌を絡め取られてしまう。快楽を掘ほり起こすように、甘く舌の裏側を刺し激げきされると、藤也の雄がわずかずつ硬こう度どを持ってくる。


　それを待ちかまえていたように将臣の手がゆるく上下を始めた。だがその感触がいつもと違ちがうことに藤也はすぐ気がついた。手のように柔やわらかくなく、温かみのない無機物が、そこにあてがわれている。


「ん───っ」


　危機感を覚えて、咄とつ嗟さに身体からだを捩ねじるようにして将臣の手から逃のがれようとするが、蹂じゆう躙りんされている口唇とどっしりとのしかかられた上半身でベッドに縫ぬいつけられているために、藤也の抵抗は微かな身み動じろぎにしかならない。


　その冷たいモノと一いつ緒しよに握にぎり込まれて擦こすられても直接的な刺激は変わらず、徐じよ々じよに藤也の雄は硬度を増す。重ねられた口唇が笑えみをはいたことに藤也は気がつかなかった。


「は……ぁっ」


　ようやく解放された藤也の口唇は赤く濡れていてひどく扇せん情じよう的だった。その口唇をゆっくりと舐めてから将臣は身体を起こした。それでも下肢に伸ばされている手は外されず、こぼれだした透とう明めいな滴しずくを指先で搔かき集めようとしている。


　微かにベッドが揺ゆれて、将臣が藤也の下肢を割り広げたその間に移動したことに藤也も気がついたが、茫ぼう洋ようとした頭ではそれが何を意味するのか考えられない。不意に雄を撫なでていた手が外されてしまい、熱に浮かれた瞳で将臣を睨みつけた。


　だがそんな潤うるんだ目で睨まれても、将臣には誘ゆう惑わくにしかならない。すんなりと伸びた藤也の下肢を片手で押さえると、将臣の指先は藤也の秘処に触れた。いつの間にか潤滑剤で濡らされていた指先が、何の躊ちゆう躇ちよも見せずに秘処に潜もぐり込む。


「───っあ」


　幾いくら抱だかれることになれても、やはり最初は身体が強こわ張ばる。反射的に力を込めてしまったせいで、かえって締しめつけてしまい、背筋に痺しびれが走ってしまう。なんとかしてこれ以上の侵入を拒こばもうと力を込めても、潤滑剤がたっぷりと塗ぬられた指は抵抗もなくずぶずぶと呑み込まれていく。


「無む駄だな抵抗だな」


「……っさい……」


　自ら締めつけるような動きを揶や揄ゆした将臣の言葉に、居たたまれなくなった藤也は顔を背けてしまう。だが、指が完全に埋うめ込まれて内部をひっかくように曲げられ軽く刺激されると、藤也の口から自然と甘い声が漏れた。


「ふ……ぁ」


　ゆっくりと撫でさするように動いている指先の感触は優やさしくて気持ちいいのだが、すぐに物足りないといわんばかりに、無意識のうちにもっと強い刺激を求めて秘処の内部が蠢うごめきだす。しかし、それを待っていたかのように将臣は指先を抜ぬいてしまった。


「や───っ」


　引き抜かれた指が恋こいしいとでも言いたげにひくつくそこに、ひんやりとした物があてられる。


「今、やるさ───」


「な───っ」


　ぐずりと粘ねん着ちやく質しつな音を立てて、何かが藤也の中に入ってきた。先せん端たんが丸みを帯びた円えん筒とう形の物が、容よう赦しやなく藤也を犯していく。将臣の指でも、将臣の雄でもない、それ───。


「これ、な……にっ!?」


　たいして奥まで入ったわけではない。だが、そのつるりとした無機質な感触と冷たさに、藤也は怯えた。その藤也の様子に将臣はいたく満足したらしい。口の端はしが緩ゆるやかに持ち上がった。


「大した物じゃない。ただのローターだ」


「ロー……ター？」


　将臣の言うそれがどういった物なのか、思い浮かべることができなかった藤也は不思議そうに訊きき返した。それを見て将臣がくつくつと喉のどの奥で笑う。


「本当にお子さまだな、おまえは。こうやって遊ぶモノさ」


「ああ───っ」


　かちっと微かにスイッチが入る音がした途と端たんに、いきなりそれが動き出した。小さなモーター音と振しん動どうが身体の内側から響ひびいてくるようで、未知の感覚に本気で怯えた藤也は、なんとかそれを外そうとがむしゃらに身体を動かす。


　つながれたサイドテーブルが、がたがたと音を立てていることも手首がすれて赤くなっていくことも、もはや藤也の意識にはなかった。


　シーツを搔いていた足首を摑つかまれ、胸につくほどに押しつけられた。将臣の目の前にさらけ出されたそこは、呑み込まされた玩具おもちやによって淫みだらにひくついている。その入り口に将臣が指先を這わせると、弾はじけたように藤也の腰こしが跳はね上がった。


「気持ちいいのか？」


「ちが───っ」


　不意に小刻みに動いている玩具の位置をずらされて、藤也は息を詰つめた。


　指とも雄とも違ちがう、機械的で単調な動きは藤也が思う以上に、その理性を浸しん食しよくしていく。ただ快楽を引き出すためだけにあてがわれた、玩具───。まるで将臣にとっては、自分もそれと同様なのだと思い知らされたような気がしてしまう。


　妙みように感情のない蒼い瞳ひとみで見下ろされ、冷えていく頭とは裏腹に、身体は熱くなり微び妙みように腰が揺れ始める。それでも上のぼり詰めるようなことだけはしたくなくて、じわじわとわき出てくる快楽を藤也は口唇を嚙かみしめることで抑おさえ込んだ。


　藤也の快楽に耐たえるその表情に、将臣の口唇は酷こく薄はくな笑みをはいた。


「そうか……。なら考えないとな……」


　喉を鳴らす猫ねこのように目を細めて、将臣は床ゆかに落とした藤也のパンツからベルトを引き抜き、右足を折り曲げてそのまま拘こう束そくしてしまう。


「やだ……っ。なんで、こんなことばっかり……っ」


「言っただろう？　罰ばつだよ。ほんとにお前は学習能力がないな」


　藤也の半泣きの訴うつたえをくつくつと笑って一いつ蹴しゆうすると、より一層不自由になった抵てい抗こうを簡単に封ふうじ込め、将臣はおもむろにローターを出し入れし始めた。


「あ───っ」


　振動が強弱しながら秘処を出入りする感覚に、藤也は思わず声を漏もらしてしまう。今までに感じたことのない感かん触しよくは、ただでさえ動どう揺ようしている藤也の神経を一層すり減らしていく。寄せられた眉まゆ根ねが震ふるえて、爪つま先さきが何かに耐えるようにぎゅっと縮こまっていった。


　将臣の指が唯ゆい一いつ自由な左ひだり脚あしに触れる。緊きん張ちようして強張っている筋をほぐすように、優しくさする手のひらに、藤也の内うち股またが小刻みに痙けい攣れんした。


　───冗じよう談だんじゃ、ない……っ。なんで……っ。


　後ろを貫つらぬかれて快楽を得ることを覚え込まされたのは確かだが、それは将臣自身がもたらすものだからだと、将臣も知っているはずだ。だが、今藤也の身体の中にあるのは『モノ』であって将臣ではない。


　なのに、徐々に溜たまっていく欲望に、藤也は逆らうことができない。それを認めたくないばかりに藤也は更さらに激しく身を捩り、それがますます将臣の思おも惑わく通りになっていることに気づけなかった。


　指先一つ触ふれられないまま雄おすが完全に勃たち上がってしまうまで、じっくりと時間をかけて秘処を弄もてあそばれ、やがて透明な滴がじんわりと先端を濡ぬらした。


「───ひゃうっ」


　そのときを狙ねらいすましたかのように、ぐいっと前ぜん立りつ腺せんを刺激された。幾ら押さえ込もうにも、その波は強きよう烈れつすぎて藤也の神経がハレーションを起こす。真っ白になった脳裏で、藤也は自分が呆あつ気けなく果ててしまったことを知った。


　勢いよく吹ふき出した精液は脱ぬがされないでいた服にまで飛び散った。だがローターはそこから動く気配はなく、相変わらず単調に刺激し続けている。それどころか、白はく濁だくした液体を放出する間かん隔かくに合わせて収縮する秘処が、その刺激を一層強いものにしていた。


「まさか達いっておきながら、気持ちよくないとでも？　素す直なおに認めたらどうだ」


　嘲あざけるような将臣の物言いに、藤也は荒あらい息をつきながらも鳶とび色いろの瞳で睨にらみつけた。


　達ってしまうほどの快楽があったのは確かだ。だがそこには将臣の温度はなかった。身体は気持ちよくても、心は少しも気持ちよくなかった。


　秘処に埋まっている物は止まることなく動き続けており、ダイレクトに刺激され続けているので、達ったばかりの雄はまた硬かたくなってきている。それでも将臣の心が見えないまま達ったあの感覚が、これまでのような身体の芯しんまでとろとろに溶とけてしまうのではないかと思うほどの快楽と同じだとは、とても思えない。


　口唇くちびるを嚙みしめて何も応こたえようとしない藤也に焦じれた将臣は、舌打ちをすると勢いよくローターを引き抜いた。


「ああ───っ」


　ずるっと抜け出ていくローターの感触に、再び藤也は声を上げる。無くなってしまった刺し激げきを惜おしむように秘処はひくついた。その間を狙ったように、ローターよりも大きなモノがぐずりと内に押し込められる。


「───っ」


　覚えのある感触に無意識に身体からだが緊張を解くと、将臣の雄は一気に奥まで入り込んできた。自由な足を肩かたに担ぎ上げられ、もう一方を胸に押しつけられた不安定な体勢で、言葉もなくがつがつと穿うがたれる。


　それは藤也を感じさせようという動きではなく、将臣だけが溺おぼれるような律動だった。


「まさ、おみ……っ」


　それが何な故ぜだか悲しんでいるような気がして、抱きしめることのできない縛しばられた両手がもどかしかった。











　藤也の内は何度抱いても狭せまくて、熱い。抱く度たびにその熱さに脳裏を焼かれる。女みたいに温くないその灼しやく熱ねつが将臣を狂くるわせる。前をくつろげただけの余よ裕ゆうのない格好で己おのれの雄を突つき立てる。


　───くそったれが……っ。


　自分一人が藤也に捕とらわれて束そく縛ばくされているように感じるのは、藤也があまりにも変わらないからだ。だからその苛いら立だちそのままに藤也を責め立ててしまう。逃にげられないようにして罰を与あたえるのは、藤也が誰だれのモノかを知らしめるためという他に、自分だけのモノだと確かめたいのかもしれない。


　下半身を貫いたまま上体を倒たおして、忙せわしなく息を吐はき出している口唇を貪むさぼる。歯列を割り、縮こまっていた舌を暴いて絡からめ取る。呼吸が苦しくなったのか、一段と眉根が寄せられた。限界を告げるかのように藤也の鼻が鳴った。


　ぎしっと藤也の手首を捉とらえているネクタイが悲鳴を上げる。


「……お前は、誰のモノだ……っ？」


　途と切ぎれがちになる声で訊たずねる。だが、藤也は忙しなく呼吸を整えるだけで応えようとはしない。そのことに将臣は息を呑のんだ。


　罰だと称しようして藤也に快楽を与えようと思ったのは気まぐれからだ。ロケに同行させることに成功して、一週間近く藤也で遊べると思っていたのが、肝かん心じんの当人がユカリを部屋に入れてしまった。それだけならまだしも、今日あの男との一件を見ていたら抑おさえが利きかなくなってしまった。


　欲望を持った視線に無防備すぎることに腹が立った。一部とはいえ将臣のモノだと認めたというのならば、快楽に歪ゆがむ顔や、それを連想させる仕草を誰にも見せない権利も一いつ緒しよに手に入れたはずだ。なのにそれがわかっていないのか見られることに対して藤也はひどく無む頓とん着ちやくだった。


　まるで自分以外にも、藤也の素顔を知る人間がいるのではないかと将臣には思えた。それがひどく将臣を凶きよう暴ぼうな気持ちにさせる。


「誰のモノだと、訊きいているっ」


　ようやく呼吸が落ち着いたらしい藤也の顎あごを押さえると、鳶色の瞳を覗のぞき込み唸うなるようにもう一度訊いた。その剣けん幕まくに驚おどろいたのか藤也の目がうっすらと開かれる。茫ぼう洋ようとした瞳が将臣を捉えた。


「……おまえの、だよ……。だから、外せよ、全部……」


「───っ」


　口こう腔こう内ないが乾かわきすぎたのか、掠かすれた声でそれだけを言うと藤也はまた瞳を閉じたが、将臣は息を呑んだ。欲しかった応こたえが返されたことが最初は信じられなかった。しばらく呆ぼう然ぜんとしていると、藤也の手がきしりとネクタイを摑んだ。


　将臣が迷うことなく手首と足の拘束を解くと、藤也の手が伸のびて将臣の背中を優やさしい手つきで抱だきしめた。


「言っただろ……？　少しは、お前のモノだって……。おまえ、ほんとに人の話、聞いてないんだな……」


　ふんわりと微笑ほほえむ藤也に将臣が瞠どう目もくしたが、すぐにいつもの将臣の表情に戻もどってしまった。だが、表には出なくても身体には変化が出たようで、藤也に納めていた雄がどくりと脈打ったのがわかる。


　───お前が、悪い……。そんな無防備な顔で、そんなことを言うからだ……。


　何も言わない将臣に藤也の方が不安になったのか、小さな声で将臣の名前を呼んだ。それが引き金となった。


　耳みみ許もとから鎖さ骨こつにかけて執しつ拗ように舌を這はわして、逃げようとする上半身を腕うでの中に閉じこめる。穿ったままだった雄は欲望に忠実に質量を増した。


「……っあ」


　艶つやを帯びた藤也の声に、将臣は口の端はしを持ち上げる。最さい奥おうを犯して腰こしを回すと肩に回された藤也の指先が爪つめを立てた。その痛みさえ、今は将臣にとって快楽の証あかしとなる。そんな素そ振ぶりも見せていなかったのに、不意に藤也の雄を握にぎり込む。


「───つっ」


　藤也が後ろしか気にしてなかったためか、無防備に放って置かれた雄に手を掛けられると、その秘処が一気に将臣を締しめ上げてきた。どうにか堪こらえることはできたが、どくどくと脈打つ雄は、藤也の中でいつ弾はじけてもおかしくない。


　将臣は呼吸を整えると、藤也の雄を指先で撫なで下ろす。二人の間に挟はさまれているので手が動かしにくいことが逆にもどかしく感じるのか、藤也は自分から腰をくねらせた。


　つながっている箇か所しよから、波は紋もんのように快楽が伝わっていき脳裏を痺しびれさせる。その余よ韻いんを逃がさないように将臣は指先を蠢うごめかす。止めどもなくこぼれ落ちる透とう明めいな滴しずくを掬すくいあげて、先せん端たんから根元へ向かって塗ぬりつけるように扱しごいた。


「気持ち、いいか……？」


「ぅん───っ」


　しがみついて離はなれない藤也が微かすかに頷うなずく。将臣の肩かた口ぐちには熱い吐と息いきが降りかかった。藤也が頷いただけのことだが、将臣は口許を綻ほころばせた。抱きしめる藤也の身体がより熱く感じられる。


　雄を扱いていた手を止めると、藤也を抱き込んだまま上体を起こした。


「ひゃ……ああっ」


　侵しん入にゆうする角度が変わり、自重で更さらに奥を拓ひらかれて藤也は背中をしならせる。仰のけ反ろうとする身体を捉えて肩を押さえつけると、ひくりと藤也の下腹部が痙けい攣れんして二度目の劣れつ情じようを吐き出した。


「あ……ん───」


　勢いは無くなったものの、白濁したモノを吐と露ろしているそこに将臣は更に手を掛けた。一定のリズムでゆるく収縮を繰くり返している秘処が、きゅっと締め上げた。


「や……───っ」


　達ったばかりの身体で、まだ弾けていない将臣の雄をリアルに感じてしまい、藤也は甘い声を漏もらす。だが、藤也の内ない壁へきは将臣を離そうとはしなかった。その感かん触しよくに将臣は目を細めると、藤也の身体をベッドに押さえつけて大きく腰を動かし始める。


「……めっ、まさおみっ」


　掠れた悲鳴を上げられても、将臣は止まらなかった。藤也の総すべてを抉えぐり取るかのような激しい律動を繰り返す。ぎりぎりまで引き抜ぬき、勢いをつけて内を犯す。将臣にとってセックスとはただその繰り返しだけのはずで、誰が相手でもほとんど変わらないはずだった。それが相手が藤也だと言うだけで灼熱の快楽に変わる。


「あ、ああ───っ」


　剝むき出しの神経に快楽を注ぎ込まれているようなものなのか、藤也の口からはひっきりなしに嬌きよう声せいが溢あふれてくる。快楽を隠かくそうともしない従順な藤也の痴ち態たいは珍めずらしく、それが一層将臣の行動に拍はく車しやを掛けた。


　腕を押さえつけていた手は服の裾すそから胸元へ上り、ぷくりと小さく存在を主張している飾かざりへと伸びた。爪の先にどうにか引っ掛かる程度のモノだが、いじるとそれなりに感じるらしく、秘処は微かすかに蠢く。


　指の腹で押しつぶすようにしてこねくると、身を捩よじって逃のがれようとする。わかりやすい藤也の態度に将臣はくすくすと面おも白しろそうに笑った。微かに浮ういて見える肋あばら骨ぼねをなぞり、引き締まった腹筋を通り抜けて、足の付け根に辿たどり着くと、完全に勃たち上がった雄おすが何かを期待するように震ふるえた。


　口許に笑えみを浮かべてその様を見ていた将臣の視界に、ふと異質な色が入ってきた。藤也の中から引っ張り出したまま、放り出してあったローターだった。クリアブルーの硬こう質しつな色合いがライトグレーのシーツと妙みように似合っている。将臣はそれに手を伸ばした。


「ああ、これは気持ちよくなかったみたいだな……」


　スイッチを入れるとさざめくようなモーター音がして、それは将臣の手の中で跳はねるような小刻みな運動を繰り返した。ふと悪戯いたずら心を起こし、一番弱い振しん動どうで動いているローターの先端で、己の雄を呑み込んでいる入り口の縁ふちをつっとなぞってみた。


「───っ、あああっ」


　その途と端たん、食いちぎるかのようにきつく将臣を一いつ瞬しゆんで締め上げると、藤也は秘処をひくつかせながら呆あつ気けなく吐精した。その離すまいとでもいうほどに強い食いつきは、将臣も解放に向かわせてしまった。


「つっ───」


　小さく息を詰つめると、腹筋を震わせて藤也の中に快楽の証をぶちまける。腸ちよう壁へきに叩たたきつけられて灼やかれるかのような衝しよう撃げきに、藤也は短い声を漏らし続けた。一気に駆かけ上ってしまったために、荒あれた呼吸がどうにか落ち着いた頃ころには、噴ふき出した汗あせが肌はだをべたつかせていた。


　───もっと楽しみたかったんだがな……。しかし……。


　将臣は溜ため息いきをつくと手の中で唸っている玩具おもちやを止める。


「これは気に入らなかったんじゃないのか？」


「……」


「藤也？」


　ぷいっと顔を背けてしまった藤也を不ふ審しんに思って少しきつい口調で名前を呼ぶと上気した頰ほおに、さらに朱しゆを散らして藤也はぼそぼそと応こたえた。


「……遊ぶだけの玩具なら、嫌きらいだ……。将臣としてるときの方が、もっと気持ちいい」


　耳に届くかどうかの小さなその声は、それでも将臣の耳にはっきりと聞こえた。ぞくりと身体からだを駆け抜けたのは悦えつ楽らくで、いとも簡単に将臣は硬こう度どを取り戻した。藤也の内から抜け出ていなかったのが将臣にはついていた。


　───使い方次第ということか……？　面白い……。


　己が放ったモノでぐちゅぐちゅと湿しめった音を立てているそこで、将臣は漲みなぎり始めた雄をゆっくりと回し始めた。内壁を探さぐるように小刻みに動かして抜いていくと、勢いをつけて奥まで一気に貫つらぬく。


「ふぁ───っ」


　前ぜん立りつ腺せんを擦こすり上げるようにしたために、藤也の身体がひくりと跳ねた。それを幾いく度どか繰り返していると、藤也の雄も漲り始める。


「や……んっ」


　将臣が動きを止めると藤也の腰が続きを強ね請だるように揺ゆらめく。だが、将臣は腰ではなく手を動かした。藤也の雄を握るとそこへ一番弱く振動させたローターをあてがう。


「ひゃうっ」


　思っていた以上にきゅっと締まった入り口に将臣は眉まゆ根ねを寄せた。それでも達いきそうになるのを堪えて、藤也の雄の根元を押さえつけながら玩具で裏筋をなぞってみる。


「いやぁ───っ」


　びくびくと腰を痙攣させながら藤也が絶頂を迎むかえた。呆気なく上り詰めた藤也に将臣は喉のどを鳴らす。面白いほど素す直なおに感じている藤也はとてつもなく妖よう艶えんで、将臣の雄を痛いほど刺し激げきする。


　───いいモノを手に入れることができた……。


　口の端はしを軽く歪ゆがめて藤也を見下ろす。薄うすく陽ひに焼けた肌に飛び散った快楽の証を見て、将臣は更に機き嫌げんを良くした。指先を精液に伸のばし手のひらで腹に塗り広げる。ねっとりとねばつく液体は気持ちのいい物ではない。自分が吐露したモノでさえいい気はしない。始末はしなければならないモノだからどうにかしている状態だ。


　だというのに藤也が吐はき出したモノは、自分のモノと同程度に扱あつかえる。他の雄の劣情など傍そばで見るのさえ最悪だと、考えもしなかったというのにそれが不思議でならない。


　───そういえば初めからあまり気にはなっていなかったな……。面白い……。


　今いま更さらのように将臣は気がついて、先ほどと同じことを思った。自分の感情さえままならなくて苛いらつくことはなくなり、反対にそのことを楽しむ自分がそこにいた。くつくつと喉の奥で笑い、立て続けに達かされてぐったりとしている藤也の身体を抱かかえ直した。











　寝ね返がえりを打とうとして、ずきりと走った痛みに藤也は覚かく醒せいした。


　───ん……、いつ寝ねたっけ……？


　ぼうっとした頭でそう考えたとき、自分が寝たのではなく気を失ったのだと思い出して、はっと目の前に手をかざす。ネクタイと手首の間に巻かれたハンカチのおかげか、手首は少し赤くなっているだけで、肌が剝けていることはなかった。


「こんなことに気を回すくらいなら、オレに気を遣つかえってんだ……」


　溜ため息いきと共に吐き出すと、自分を抱だき込んだまま眠ねむっている将臣の腕うでから抜け出す。さらりと素す肌はだを滑すべるシーツの感触で、将臣が後始末をしてくれたことがわかった。はあと溜め息をついて、降りかけたベッドの上で膝ひざを抱える。


「ほんと、信じられないやつだな」


　あんなモノを使って自分をいじめるかと思えば、妙なところで気を遣っている。


　───……馬ば鹿か。……スケベ。……色しき魔ま。


　将臣に対する悪口がぽつりぽつりと浮かび上がっては消えていく。寝ている将臣の額に掛かかる髪かみを、起こさないように気をつけながらそっと搔かき上げると、隠れていた顔が露あらわになった。まっすぐに伸びた鼻筋に、わずかに弛ゆるんだ口くち許もと、意外に長かった睫まつ毛げ、冷たい印象を与あたえるきつい瞳ひとみが閉じられているからか、いつもより優やさしい感じがする目許。


　素直に綺き麗れいだなとは思う。だが、将臣の強さを示す瞳がないと、それはただ表面的なことでしかないように思える。外見だけに惹ひかれたのなら、ここまで自分を蹂じゆう躙りんするようなことを許しはしない。


　自分を振ふり回しても許して、ある程度の暴挙すらも許容して、わずかだけでも自分の所有権を認めたのは、将臣の内面に惹かれたからだ。自己を貫けるだけの強さと、それを周りに認めさせるための努力、周りに引きずられることのない意志。その精神を持っているからあんな目に遭あわされても、こうやって傍にいるのだろう。


「……ほんとに、惚ほれた弱みかなあ……」


　ふっと身をかがめると、藤也は将臣の耳許に口唇くちびるを寄せた。本人が起きているときには、絶対にできない自分の大だい胆たんな行動に恥はずかしくなって、藤也はまたシーツに潜もぐり込むと、将臣の腕の中に収まる。


　───晩ご飯は作る気ないから何か食べに行こ……。


　無茶なことをさせられた身体はそんな簡単に疲つかれがとれるわけもなく、しばらくすると微かすかな寝ね息いきが漏れ始めた。




７







　将臣にさんざんな目に遭わされてから二日後の土曜日、またしても恵美花から呼び出された。


「恵美花さんの突とつ然ぜんの呼び出しは、必ずと言っていいほど厄やつ介かい事しか運んでこない……」


　そう暗くなりながらも、ここで呼び出しを無視すれば、執しつ拗ようなまでの執しゆう念ねんをもって藤也が呼び出しに応じるまで続けられるのが目に見えているので、溜め息をつきながらも恵美花の事務所に足を運んだ。


　社長室には恵美花が一人で待っていた。なんとなく呼び出されたときから、将臣かユカリが同席すると思っていたので、藤也はどこか拍ひよう子しぬけしてしまった。


「あれ？　恵美花さんだけ？」


「そうよう。ちょっとねえ、お遣いをして欲しいのよう」


「何それ。バイトとか社員さんとかでもいいんじゃないの？」


　相も変わらずな恵美花のお願いに、藤也はやっぱり、と苦笑してみせた。


「それじゃあ駄だ目めなのう。で、ユカリからもらったカフを見せてくれるう？」


　部屋の奥に置かれている机に座った恵美花は、ぬっと手を伸ばして藤也に言った。恵美花の前に立っていた藤也はその唐とう突とつな態度に溜め息をつくが、文句も言わずに無造作にポケットに突つっ込んでいたイヤーカフを取り出す。


「あら？　してなかったの？」


　受け取ったイヤーカフを手のひらに転がして、恵美花は不思議そうにそう訊きいた。それを聞くなり、藤也は嫌いやそうに顔をしかめる。


「……それ、有名なやつなんでしょ？　どこで手に入れたのかって訊かれまくって、ごまかすのが大変だったんだぞ」


「あらまあ。本当に大学にまでしていったのねえ」


「というか、してたのを忘れてそのまんま。まあ、それから気を付けるようにしたけどさ」


　ハイ、と手の平に戻もどされて、またポケットへしまおうとしたのを恵美花に止められた。


「必要だから、つけて行ってねえ。別に気にならないならいいわよねえ？」


　にっこりと脅おどしの笑え顔がおで言われては、藤也にはどうしようもない。肩かたを竦すくめると慣れた手つきで右の耳じ朶だにそれをつけた。それを見て恵美花がにんまりと口許を歪めたことに、藤也は気がつかなかった。


「でえ、これが書類と地図ねえ」


「げ。ミハマ本社ってこないだの男の所かよ？」


「そうよう。だからあ、トーヤくんじゃないと駄目なのよう」


　節を付けて歌うように言われてしまえば、藤也にはもうあきらめるしか道は残されていない。がっくりと頭が下がったときに落ちてきた前髪を搔き上げて、恵美花の手から書類を受け取ると、藤也は足取りも重く社長室を出ようとした。


「がんばってねえ、トーヤくん」


　絶対に語ご尾びにハートマークが飛び交かっていると藤也が確信するほどに明るい口調で送り出す恵美花に、藤也は力無く手を振って応こたえた。











　藤也は手にしたメモをもう一度確かく認にんした。メモには住所と電話番号が書かれていて、丁てい寧ねいな地図までもついている。渋谷から銀座まで乗り継つぎもうまくいき、思ったよりも時間がかからなかった。


「で、この裏に回ればいいんだよな」


　誰だれにともなく呟つぶやくとメモをしまって、代わりに恵美花から渡わたされた書類袋ぶくろを持ち直した。


　───うえー、エレベーターの中にも絨じゆう毯たんが敷しいてある……。


　エントランスを抜ぬけて目の前にあるエレベーターに乗ると、五階から上にしか止まらないようになっていた。一階から四階までは店てん舗ぽで五階から先は事務所になっているため、社員と客が同じエレベーターを使わないようにという配はい慮りよだろう。


　その社員用のエレベーターにも絨毯が敷かれているのなら、店舗用のエレベーターも推おして知るべしだろう。そのエレベーターで五階に上り、まずは総合受付へと行く。そこで面会のアポを確認されて、来客カードに会社名、氏名、訪問先部署などを書き込むと、次は七階に行くようにと告げられた。


　五階ではそれなりに人の気配がしていて、いかにも会社という雰ふん囲い気きがしていたのだが、七階はがらりと違ちがっていた。受付があり多少は人の気配がするものの、妙みように寒々しく落ち着かない気分にさせられる。会社というよりは、小こ綺ぎ麗れいな大学の研究室といった趣おもむきだった。


　エレベーターを降りた先にあった受付で、来客カードと引き替かえに渡された許可証を見せて、ようやく原の仕事部屋へと辿たどり着いた。


　───あ……。そうだよ、別に書類を持って来ただけなんだから、五階の受付に預けるだけでも良かったんじゃないか……っ。うわああっ、オレってばもしかして抜けてる？


　扉とびらをノックしようとしてそのことに気がついた藤也は、思わず頭を抱かかえてしゃがみこんでしまったが、もう今いま更さらである。溜め息をついて気を取り直すと、小さい掛け声と一いつ緒しよに扉を叩たたいた。


「どうぞ」


「失礼します」


　開けた先はいっそ見事だというしかないほど事務的だった。どっしりとしたグレーの事務机に、ステンレス製のキャビネット、山のように積まれたバインダー。どれをとっても仕事のための部屋としかいいようがない。


　それでも、恵美花の部屋のようにあまり大きくはないがこぢんまりとした応接セットもあり、簡単な話くらいはできるようになっているあたりが、原の地位の高さを物語っているようだった。


「あの、オメガストリートの神山から言付かった書類を持ってきたんですが……」


「ああ、わかっているよ。そこに座って待っててくれるかい？」


「はあ」


　渡すだけ渡したらさっさと帰るつもりだった藤也だが、仕方なしに勧すすめられたソファーに渋しぶ々しぶと座る。手に持っていた袋をテーブルに置くともうすることがなく、無礼にならない程度に原を観察した。


　原は机に座って何やら書類をめくっていた。撫なでつけられた髪かみは相変わらずきっちりとしていて、髪の毛の一筋も乱れていない。妙に青白い肌はだは窓のない閉じられた室内では、より一層不健康そうに見える。


　───やっぱりなんか嫌な感じだな……。


　そう感想を持つと、今度は室内をきょろきょろと見回し始めた。だが、それにもすぐに飽あきてしまうと、口をついて出てくる溜め息を殺すのが一苦労だった。


　そのまま待ち続けることにも飽きて来た頃ころ、ようやく原が近寄って来た。


「待たせたね」


「いえ。これが、持たされた書類です」


　早く帰りたい一心の藤也は、テーブルに置いていた書類を手で示した。当然原の関心は書類にあるはずだったし、藤也の意識もそちらに向いていた。だから、すっと伸のびてきた手に対して全く注意を払はらっていなかったのだ。そのため自分に向けられていたそれに、咄とつ嗟さに対応ができなかった。


「あの……？」


「君みたいな、綺き麗れいな子がいるとは思わなかったよ……」


　はっとした時には、骨張ったというよりも、骨と皮だけと言った方がしっくりとくるような手で、ぎゅっと手首を摑つかまれていた。藤也が戸と惑まどっているうちに原がその手首をさらに引っ張り手のひらに口唇くちびるを落とされてしまう。その瞬しゆん間かんざわりと悪お寒かんが背筋を駆かけ上り、反射的に自分の手首を引きよせた。


　───だーっ、何だっ、この変態っ！　今何をしたっ、何をっ！


　思いっきり叫さけんで殴なぐりつけたくなるのを、恵美花の取引先、ひいては将臣が仕事をしているところだからと我が慢まんする。だが、自分でも鳥とり肌はだが立っているのがわかるほどに気持ち悪かった。


「もっと君を綺麗にしてあげよう」


「いえ、いいです。それよりも書類も渡したことですし、オレはこれで……」


　慌あわてて立ち上がったためにテーブルにぶつかってしまったがそんなことに構っていられず、藤也はドアへ向かって半ば早足で歩き出した。だが座っていた場所が悪く、ドアノブを握にぎる前に原に腕うでを摑まれ、壁かべ際ぎわに追い込まれる。


「ほら、こっちの指輪とか、ネックレス、ああ、ブレスレットもあるよ？　そんな小さなカフよりもこっちの方が綺麗だと思わないかい？　なんなら交こう換かんしてもいいんだよ？」


「い、いいです。アクセサリーには興味がないですし、このカフはもらったものなのでどうこうするつもりはないです」


「欲のない子だね」


　スーツのポケットに入れていたのか、原は幾いくつものアクセサリーを手の中でじゃらじゃらと音を立てさせながら藤也に迫せまってきた。だが、藤也がどうしてもカフを譲ゆずる気がないとわかると、感心するというよりも苛いら立だったように何か短い言葉を吐はき出した。


　ぎょろりとした目が藤也のカフに注がれている。その妙にぎらついた目が余計に藤也を怯おびえさせた。ふと、原の薄うすい口唇が酷こく薄はくそうに吊つり上がり、顔を藤也の耳みみ許もとに近づけた。


「そうだね、カフよりもピアスの方が派手なモノが多いから、ピアスが良いかな？」


　あまりな展開に藤也の身体からだは硬こう直ちよくしてしまう。その間に、ぬっと伸びてきた手で髪を搔かき上げられて右の耳を露あらわにされると、冷たい指先がカフにかかった。


「これは邪じや魔まだから取るよ？　ほら、君には青よりも紅い色の方が映える……。おや、ピアスホールがないね？」


「そ、そうです。なんとなく、開けてないんです」


「ここでも開けられるよ。開けていかないかい？」


　手のひらで頰ほおを覆おおうように固定され、耳に息を吹ふき込まれたせいではしった悪寒が、かえって藤也の身体の硬直を解いた。ぶるりと身体を震ふるわせて我に返るなり、すぐさま傍そばにいる原の身体を押しやる。だが、その程度で原はあきらめなかった。


「そうかい？　じゃあ、こっちのネックレスなんかはどうだい？　ん？」


　細いゴールドチェーンが鎖くさり状じように編まれている中に、小さな赤い石が編み込まれているネックレスを手にして原は近づくと、今度はその薄っぺらな胸の中に抱だき込むようにして藤也の首に掛かける。


　───ひーっ、勘かん弁べんしてくれよっ。


　本来なら殴りつけてでも止めさせたい所だが、恵美花を怒おこらせる方がもっと怖こわい。軽く押しのけることしかできないのが心底腹立たしい。


「これはね、そろいで指輪とピアスもあるんだよ？」


「け、結構ですっ。ほんとにこれで失礼しますっ」


　ポケットから他のモノを出そうとした一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさずに、藤也は原の腕の中からすり抜けると、受付の女性が何事かと驚おどろくほどの勢いで廊ろう下かを駆け抜け、ミハマの本社ビルから逃にげ出した。











「どういうことだよっ、これはっ」


　ぜーはーと息も荒あらく、藤也は扉を開けるのと同時に叫んだ。


「おかえりなさい。でもまだ少し早かったみたいよ」


　社長室に飛び込むなり、部屋の手前に置かれた応接セットに座っていた恵美花にのほほんと言われ、藤也はへなへなとその場でへたり込んでしまった。そんな藤也を見てユカリがくすくすと笑いだす。


「走ってきたの？　アイスティーでも飲む？」


「ありがと……」


　ユカリの言葉にどうにか立ち上がった藤也は、二人掛けのソファーを一人で占せん領りようしている将臣の隣となりに腰こしを降ろした。盛大に溜ため息いきをついて、走ってきたために乱れた髪を搔き上げる。


「あら？　カフはどうしたの？」


「え？　ああっ、返してもらうの忘れてたっ。て、ああ、これも返さないと……」


　先ほどよりも更さらに大きい溜め息をついて、藤也は原につけられたままだったネックレスを外そうとした。だが、そんなものになれていない藤也の指では、うまく留め具を外すことができない。


「貸してみろ」


　藤也の不器用な手つきに、将臣が煙草たばこを銜くわえたまま留め具に指を伸ばした。後ろを向いた藤也が見やすいようにと無防備に項うなじをさらす。将臣は手間取ることなくネックレスを外して、テーブルの上に無造作に放り投げた。


「取っちゃうの？　似合ってたのにもったいないわねえ」


「そういう問題じゃないでしょ？　それよりもアレ何？」


「まあ、もう少し待ってて。今にわかるから」


　投げ出されたネックレスを手にとった恵美花は、ユカリにも見せている。ユカリもそれを手にとりまじまじと見ていた。


　何か微び妙みようにずれている空気に、藤也が何かおかしいと思いはじめた頃、電話が鳴った。恵美花がソファーから立ち上がり、机に寄りかかるようにして受話器を取る。


「はい？……このままつないで───」


　腕を組んで受話器を持ち直した恵美花が、ちらりと藤也たちに視線を投げかけた。


「……もしもし、お電話変わりました、神山です」


『……』


「やっぱりそうでしたか……。では、お約束通り、こちらは無関係ということにさせていただきます。よろしいですね？」


『……』


「ええ、わかっています。ではまた───」


　静かに電話を切ると、恵美花は満面の笑えみでソファーに戻もどってきた。ふわふわとした足取りは、よほど嬉うれしい連れん絡らくだったと容易にわかる。


「さあ、これでお終しまい。もう、変なことは起こらないわよ」


「なにがどうなってるのか、さっぱりわからないんですけどっ」


　にこにことご満まん悦えつな恵美花と、恵美花の言葉を聞いて頷うなずいたユカリに向かって、藤也は叫んだ。その剣けん幕まくを全く気にした様子もなく、二人は軽く顔を見合わせると恵美花が軽く頷き、仕方ないわねと言わんばかりに口を開いた。


「簡単に言ってしまえばあの男が企くわだてたことなのよ。ロケで使ったブルーチップシリーズを横領しようとしたらしいの。本物をイミテーションと偽いつわって貸し出して、現場で盗とう難なんにあったことにしようとしたらしいの。それで現場で自分の言うことをきくモデルを使いたくて、ユカリを階段から突つき落とそうとしたり、化け粧しよう水すいに細工をした」


　しゃべり続けて疲つかれたのかそこで一息をつくとアイスティーに手を伸のばす。続きをユカリが引き取った。


「だから、私の部屋が荒あらされたのもそれを探していたらしいの。でも、偶ぐう然ぜんとはいえそれは藤也君たちの部屋にあったし、撮さつ影えいが終わったら私が強ごう引いんに購こう入にゆうしちゃったでしょう？　それでかなり慌てたみたい。私からどうやったら奪うばい取れるか考えていたら、藤也君がしているのを偶然見てしまった。どうやら、私じゃなくて藤也君が持っているらしい。で、今度は藤也君に隙がないかまとわりつき始めた」


「だから、今回のお遣つかいでお終いにしようと考えたのよ。これ以上関かかわるのも嫌いやでしょう？」


　そう二人に説明されても、畳たたみ込まれるような勢いに押されて、藤也は理解するのに少々時間がかかった。そしてどうにか全すべてを呑のみ込んだ時、あることに気がついた。


「……すっごく、怖いことに気がついたんですけど……。オレが数日してたイヤーカフって本物ってことだよな……？」


「そうよ。だからさっき言ったでしょう？」


「ほんものおっ!?」


　藤也は手にしていたアイスティーのグラスが跳はねるほど驚いた。正確なところはわからないが、あの男が横領しようとしたくらいだからかなりの値段のはずだ。それが数日とはいえ自分の耳にはまっていたのだ。


　───やべえ、絶対やばいっ。つけたまま髪かみを洗ったような気がする……っ。……弁べん償しようってできる金額なのかなあ……。


　顔面蒼そう白はくになりながらも賠ばい償しよう請せい求きゆうをされたらどうしようとか、向こうが悪いんだから払はらう必要ないよなとか、ぐるぐると思考が回っている。それでも一応、『もしも』とか『万が一』とかいう事態に備えて、だいたいの金額だけでも知っておかなければと、おそるおそる訊きいてみる。


「なあ、あれって幾らぐらいかなあ？」


「んー？　元々向こうも売るつもりがないから、ちゃんとした価格表示はしてないはずなんだけど……」


「私がイミテーションを購入したときの値段はねえ」


　はっきりとはわからないと言う恵美花に、ユカリが示したイミテーションの金額は、藤也が想像した値段のほぼ五倍だった。


「な、何でそんなに高いの……？」


「店頭ディスプレイ用イミテーションだって言ったでしょう？　そこら辺で売ってるメッキモノのイミテーションじゃなくて地金は本物だし、石も人造石だし、細工もちゃんとしたモノなのよ？」


　呆ぼう然ぜんとした藤也に恵美花は何を今いま更さらとばかりに応こたえると、面おも白しろそうに笑った後弾はずむような口調でとどめを刺さした。


「本物は桁けたが一つ違ちがってもおかしくないはずだけど」


　既すでにもう藤也の口からは乾かわいた笑いしか漏もれてこない。最初に値段を聞いていたら、イミテーションだと信じていたとはいえ、何が何でもユカリから受け取らなかっただろう。恵美花はこの際仕方ない。多分、最初の説明で藤也が話を理解していないと気がつかなかったのだろうから、文句を言うのは筋すじ違ちがいだろう。


　だが、ユカリには一言言いたい。


「そんな高いモノ、簡単にくれないで下さい……」


「高いって……。別にアクセサリーとしては普ふ通つうの値段だけど……？　ねえ？」


　どうしてそんなことを言われなければならないのか、本気でわからないらしいユカリは、向かいに座る将臣に同意を求めた。将臣は面白くなさそうにユカリを一いち瞥べつすると、藤也に向かって言い放つ。


「それくらいたいした値段じゃないだろ。欲しいなら俺が買ってやるから騒さわぐな」


「たいしたことないって……。買ってやるって……」


　三人三様の『たいした金額じゃない』と言わんばかりの態度に、藤也はくらりと眩暈めまいを起こす。自分の金銭感覚がおかしいのか、価値観が違うのか藤也は大いに悩なやみたいところだが、まだ気になることはある。


　残っていたアイスティーを一気に飲み干すと、藤也は空のグラスをテーブルに勢いよく置いて強引に自分の思考を切り替かえた。


「で、今回のお遣いはどうしてなんだ？」


「ああ。ほら、こないだ電話が来たときに気がついたんだけど、あの男が事務所に現れたあたりからおかしな事が続いたでしょう？　最初はユカリが絡からんでいて、次はトーヤくんに移った。その時に一いつ緒しよに移ったモノっていえば？」


　そこで思わせぶりに恵美花は言葉を切る。ユカリは藤也の応えを聞こうと興味津しん々しんだし、将臣は無表情に煙草をくゆらせている。藤也は一人で頭を抱かかえ込もうとして、さきほどのイヤーカフについての会話を思い出した。


「……ブルーチップ、だっけ？　イヤーカフのシリーズ名……」


「ぴんぽん、ぴんぽん、ぴんぽーんっ」


　恵美花が偉えらいですねえとでも言うように拍はく手しゆを繰くり返すのを見て、藤也は憮ぶ然ぜんとする。


「それでね、ほら、こないだ急に呼び出してあの男と会ったでしょう？　それで男の態度が変だったからもう、確信してミハマにブルーチップの確かく認にんをしてもらったの。そうしたらやっぱりビンゴだったってわけ」


「金庫にはイミテーションが入っていて、店頭には本物が並んでいたらしいの。だから、イミテーションだと思って買った私のところにも話がきたのよ」


　自分が今ここにいる理由を、ころころと笑いながらユカリが付け足す。将臣はミハマの仕事をしていることから、耳に入れておいた方がいいだろうということでここにいたらしい。


「それで、ミハマとしても、内部の犯行なんて外聞が悪いから、秘密裏に処分することにしたんだけど、うちとしてもショウのイメージを悪くさせるようなことは表に出て欲しくないってことで、今回のことになったのよ」


「だから、お遣いが何の関係があるっていうのさ？　だいたいカフは男に取られちゃったんだよ？」


「ふふふん。そんなことは予想済みよ。お遣いに行く前にカフを見せてもらったでしょ？　そのときにイミテーションとすり替えさせていただきましたあ」


　てへっと悪びれない恵美花の笑顔が、藤也を脱だつ力りよくさせる。そんな藤也を見て、更さらにユカリも面白そうに笑う。


「ここから先はミハマのことで、私たちには関係ないから、トーヤくんも内ない緒しよよ？」


「うー……、わかった。なんかいまいち納なつ得とくしきれてないけど……」


「そう？　私はこれ以上おかしいことが起こらないならそれでいいわ。今までは運がよかったから、怪け我ががなかっただけかもしれないでしょ？　だからこれでいいのよ」


　そう言いきると、恵美花はこれでお終いとでも言うように手を一つ打つ。ユカリも異存はないのか何も言わなかったが、手の中で弄もてあそんでいたネックレスを目の前で掲かかげてみせた。


「ねえ、これどうするつもりですか？」


「トーヤくんもらっておけば？　迷めい惑わく料にでも」


「いらないよ……。恵美花さんから店の方に返しておいてよ」


　何も考えていないようなあっけらかんとした恵美花の言葉に、藤也は溜ため息いきをついて応える。あのネックレスだって幾いくらするのかわかったものじゃない。


　───そんな心臓に悪いもん持ってられるかっ。


　自分の金銭感覚を狂くるわすようなものなど、持っていたくないというのが本音だ。この金銭感覚で、今まで生きてきて困ったことはない。だったら余計なモノはない方が絶対にいいのだ。


「もらっておけばいいのに……」


「いらないって。じゃあ、ほんとにこれでお終いだろうな？　もう行くよ」


　まだ何か未練があるのか恵美花がぶつぶつと言っているのをあっさりと返して、藤也は立ち上がった。それを見た将臣も短くなった煙草たばこを灰皿に押しつける。


「帰っちゃうの？　一緒にご飯食べに行かない？」


「行きません。じゃあな」


　午後の短時間で今日一日の気力を使い切ったとでもいうように、力のない足取りで藤也はふらふらと社長室を後にする。将臣は退たい屈くつだったとばかりに鼻を鳴らすと藤也の後に続いた。


　社長室に残された二人はしばらく無言でいたが、恵美花がふんわりと笑ってユカリに訊く。


「あなたから見たトーヤくんはどうだったかしら？」


「いい子ですよね。私もああいう子なら傍そばに欲しいです」


「そうでしょう？　私は恋れん愛あい感情抜ぬきだからいいんだけど……。トーヤくんはショウのモノよ？」


　やたらとかまっていた様子からユカリが藤也を気に入ったことはわかっていたが、はっきりと言葉で返されて、恵美花はやんわりと釘くぎを刺した。それをユカリは聞き流す。


「わかっています。奪うばおうにも、藤也君もショウがいいみたいですし？　変にちょっかいをかけたらショウにすごいことをされそうで嫌いやです。でもまあ、からかって遊ぶくらいは大目に見て欲しいです」


「───度を超こしすぎてショウを怒おこらせない程度に、ね」


「はあい」


　いい子ちゃんのお返事をしたユカリだったが、その目が『こんな面白いことを見み逃のがす手はない』とばかりに輝かがやいている。恵美花もユカリのそんな思おも惑わくをわかっていて、仕方ないかなあと最初からあきらめモードだ。


　二人はちらりと視線を交かわすと、どちらからともなくくすくすと笑いあった。











　久しぶりにゆっくりと夕食の支度をして、のんびりとご飯を食べている藤也は幸せだった。これでようやっと慌あわただしい生活ともおさらばできるのだ。後二週間もすれば前期試験も始まるし、あんまりのほほんともしていられないのはわかっていたが、今くらいは幸せを感じていてもいいだろう。


「まったく、恵美花さんも意地が悪いよな。それならそうと言ってくれればよかったのにさ」


　気分がいいからとばかりに今晩は中ちゆう華か三ざん昧まいだ。麻婆マーボー茄な子す、ニラ玉、炒飯チヤーハンに餃ぎよう子ざ。もちろんスープもついている。残った餃子のタネが団子になってスープの具になっているのはご愛あい嬌きようだ。


「ああ、もうっ。そうしたら一発ぶん殴なぐってきたのにっ」


　八つ当たりするように、餃子にぐさりと箸はしを突つき立ててぱくぱくと食べていく。その剣けん幕まくが将臣には気になるらしく、珍めずらしく箸を止めて訊きいてきた。


「何があったんだ？」


「気持ち悪かったんだよ。カフを取るためだろうけどさあ、手のひらにキスするわ、耳を触さわってくるわ、やたらと身体からだを近づけてくるわでほんとに気持ち悪かったんだよ」


　吐はき出すだけ吐き出した藤也は、少しはむしゃくしゃが収まったらしく、ほうと溜め息をついた。話に夢中になっていたからか、将臣の目が険しくなっていることに気がつかない。


「恵美花さんの取引先だと思って我が慢まんしてたのにさ。無理に我慢しないで素す直なおに殴ってくればよかった」


「───触らせるな、と言わなかったか？」


　最後の方は怒っていると言うよりも愚ぐ痴ちになっている藤也の言葉に、将臣の低い声が重なった。突とつ然ぜんだったので何を言われたのか、一いつ瞬しゆんわからなかったが、理解した途と端たん藤也の口からは単語の欠片かけらしか出てこなくなった。


「え？　あ？　ああっ」


「また『罰ばつ』だな」


「もうやだっ」


　楽しそうに漏もらされた将臣の言葉に藤也は本気で嫌がり、行ぎよう儀ぎ悪く箸を銜くわえたまま鳶とび色いろの瞳ひとみを煌きらめかせて睨にらみつける。その絶対に断固拒きよ否ひを訴うつたえている様子に、将臣は小さく鼻を鳴らして食事を再開した。


　あきらめたのかただ後回しにしただけなのか、判別がつかない藤也はしばらくじっと凝ぎよう視ししていたが、将臣が淡たん々たんと食事を続けているので、自分も残りの料理に箸をつけだした。ちょっと贅ぜい沢たくに海え老びを入れた餃子はちょっとした会心作だったはずなのだが、今はもそもそとした感じになってしまっている。


　───絶対、嫌だっ。だいたい、あんなものどこで手に入れたっていうんだよっ。


　あんなことはすっかり忘れていたのに、思い出せた将臣を恨うらめしく思う。また同じようなことをされたらたまらないからと、掃そう除じのついでという名目で『玩具おもちや』を探してみたのだが見つからなかったのだ。


　のんびりとした夕食になるはずだったのに気が削そがれてしまい、最後の方は詰つめ込むという感じになってしまった。それでもどうにか食べ終えるとごちそうさまと小さく呟つぶやき、洗い物を億おつ劫くうそうに台所に持っていく。


　将臣の方は食べ終えるとさっさとソファーの方へ移動して煙草を銜えだす。ダイニングのテーブルの上を片づけながら、その様を見て藤也はちょっとだけ気分が浮ふ上じようした。


　この家のあちこちにあった灰皿は今ではリビングとベッドサイド、それからパソコンや雑誌、ビデオといった仕事関係の物が放り込んである部屋の三カ所にしかない。台所のカウンターはともかく、トイレや玄げん関かん、果ては風ふ呂ろ場ばにまで灰皿があったのだ。それらを藤也が片づけてしまったのだが、将臣はそれとわかるくらいに眉まゆをひそめただけで特に文句も言ってこなかった。


　───そうなんだよな。不ふ機き嫌げんを表に出してしまってるけど、オレが嫌だって言ってることは、半分くらい言うことをきいてくれてるんだよなあ。なのに、何で一番大切なことだけ、わかってくれないんだろ。


　漏れ出てくる溜め息をどうにか呑のみ込むと、片づけの最後の仕上げとばかりに淹いれたてのコーヒーをカップに注ぎ込んでいく。コーヒー豆の種類にこだわったことはない。将臣も何も言わないので、店に行くたびに店長おすすめというものを買ってくるのだ。


　自分の分には牛乳を入れてカフェオレにすると、将臣の分には少しだけ砂糖を入れる。そんな好みまで覚えてしまっていることに、藤也は気がついていない。


「ほら」


　一言だけ告げてカップをテーブルに置くと、自分も定位置に腰こしを下ろす。テレビをつけてみるが特に面おも白しろい物がなかったので、テレビを消すとそこに置いていた読みかけの本を手にした。


　だが、ページがなかなか先に進まない。ふっと鼻先をくすぐる煙草たばこの匂においが藤也の集中力をかき乱すのだ。手を伸のばせばそこに将臣がいるということを、ひどく意識してしまう。


『罰』だと言われてとんでもないことをされたのはつい最近だが、あんなことを許容してしまったのは何な故ぜだろうか。さんざん、何かにつけて将臣への文句は出てくるが、最後には仕方ないと許してしまうのは何故だろうか。


「あーっ、もうっ」


　次から次へとわき出てくる疑問に苛いら立だって、藤也は一言喚わめいた。将臣は軽く眉を上げて一いち瞥べつしただけで何も言わず、また手元の雑誌に視線を戻もどした。その様子を見て、持っていた本をテーブルに投げると藤也は立ち上がった。


　答えの見えない疑問を吐き出させた煙草の匂いが、伸びすぎた髪かみにまで染みついたようで、脱だつ衣い所じよに入ると着ていたものをいとも簡単に脱ぬぎ捨てる。


　───やめやめ。こんなこと考えても仕方ねえっつうの。そりゃあ、少しは将臣のことを好きだけどさ。……『好き』……？


　コックをひねって適温になっているシャワーの湯を頭から浴びながら、藤也の動きが止まった。唐とう突とつに浮うかんだ『好き』という言葉にひどく戸と惑まどったのだ。


　数は少ないとはいえそれなりに彼女もいたし、セックスもしていた。最初は告白されつきあいだして、恋愛感情らしきものを持ったときには別れることがほとんどだったので、きちんと自覚した恋愛感情と向き合うのは、もしかしたら初めてかもしれない。


「……うわあ……」


　突然思い至った考えに藤也は恥はずかしくなり、思わずその場にしゃがみ込んでしまう。顔が火ほ照てっているようで手の平で口くち許もとを覆おおい隠かくす。心音がいきなり大きくなった気がして、余計に顔の熱さが増した。


　まっすぐに前を向いている瞳が好きだ。自分の強さを間ま違ちがえない生き方は藤也も憧あこがれる。だから多少の我が儘ままや強引さを持っていても将臣を認めて受け入れた。将臣のことを好きだという自覚はあった。だが、それは恋愛感情から派生しているものだということをきちんと自覚しきれていなかった。


　多少グレードがアップしているが、兼田や恵美花の我が儘や希望をきくことと同じだと思っていたのだ。それが恋愛感情からくる『好き』だということはなんとなくわかっていたが、それがどういうことなのかを思い知らされたような気がする。


「うわあ」


　また呆ぼう然ぜんと呟く。どくどくとうるさいほどにがなり立てる心臓が思考をひどく邪じや魔ましている。将臣に関する光景やそのときの感情が断片的に浮かんでは消える。


　快楽に上り詰つめらされるときの指先。口こう腔こう内ないを探さぐる舌先。煙草をくゆらせている時の指先。容よう赦しやなく内部を抉えぐる動き。前だけを見つめる強い瞳。何げなく立っている姿。


　ふとその将臣の立ち姿にユカリの腕うでが絡からんできた。親しげに寄せられるユカリの視線。綺き麗れいに口紅の引かれた口唇くちびる。整えられた指先。甘やかな匂い。


　どくりと一ひと際きわ高く心臓が脈打った。顔に上った血が一気に下がり、知らず知らずのうちに両りよう腕うでで自分を抱だきしめる。俯うつむいた視線の先で勢いよく流れている湯が排はい水すい口こうへと吸い込まれていく。


「───まさか……」


　ざあざあと降りかかる温かいシャワーの中、藤也は震ふるえだした。将臣と並んでいるユカリを見たときに感じたもやもやとしたモノや、何かに苛立つように反発したときのことを思い出す。


　───あれって……。もしかしなくても……、妬やいてたのかっ、オレっ!?


　今までつきあってきた彼女たちに対してはもちろんそんな感情を抱いた覚えはない。だから初めて覚えた感情に困こん惑わくしたし、その事実に妙みように照れてしまう。自覚してしまった想おもいに付ふ随ずいする感情はやたらと複雑で、それらと向き合うのはかなり神経を使いそうだった。


「藤也。どうかしたのか？」


　そんなときに、低い声とともに乾かわいた空気が湯気で充じゆう満まんする浴室内に入り込んできた。濡ぬれた肌はだをさらりと撫なでていく乾いた空気は気持ちがいい。だが、どういう顔をして将臣と顔を合わせればいいのかわからなくなって、藤也はしゃがみ込んだまま黙だまっている。


「藤也？」


　返事をしない藤也に将臣の口調が訝いぶかしげなものに変わる。シャワーの音で聞こえなかったとでも思ったのか先ほどよりも少し強めに掛かけられた声に、余計にぎゅっと縮こまる。ぴちゃっと水を踏ふむ音が何故だが、耳に大きく響ひびいた。


　───うわああーっ。あっちに行けっ。頼たのむっ。


　段々と近づいてくる足音に藤也は心の中で喚き散らす。将臣を恋れん愛あい感情でもって『好き』だと思っていることやユカリと並んでいる将臣を見て焼き餅もちを焼いたことなど、一気に押し寄せてきた感情に混乱しているのだ。


　下を向いている藤也の視界をすっと腕がよぎってきてシャワーを止めた。


「どうした？　さっきからおかしかったぞ」


　将臣はずぶぬれのまま座り込んでいる藤也の腕を摑つかんで立たせようとしたが、藤也は反射的にその手を振ふり払はらい少しでも将臣から離はなれようとするかのようにずるずると後退していった。











　ぱしっという高い音とともに振り払われた腕と、どこか怯おびえた目で後退する藤也を見て、将臣は眉み間けんに皺しわを寄せた。いきなり一声上げたかと思うと立ち上がりどこかへ行った藤也がなかなか戻ってこないので、様子を見に来たのだ。そうしたらどうやらバスルームを使っているところらしかった。


　普ふ段だんならそのまま放って置くところだが、先ほどの様子がひどく気になりバスルームの扉とびらを開けた。勢いよく降りかかるシャワーの中でしゃがんでいる藤也を見た瞬しゆん間かん将臣は息が止まった。


　ひどく頼たよりなげに見えて思わず声を掛けてしまった。だが、それでも藤也は顔を起こすことなく顔を俯けてしまったので、将臣はますます奇き妙みように思えてしまった。まるで普段の藤也の様子らしくない。


　出しっぱなしのシャワーを止めもう一度声を掛けて腕を摑んだら、その手を払われたのだ。しかもじりじりと将臣から離れようとしている。藤也を追いつめるように足を進めた。


　マンションに帰ってきたときにシャワーを浴びていたので靴くつ下したは履はいていない。クーラーが効いているために足先が冷えていたのか、バスルームの床ゆかを濡らしているお湯が気持ちよかった。


「何故、逃にげている？」


　壁かべ際ぎわに追いつめた藤也を見下ろすように将臣は立った。ぴくりと震える身体からだが何故だか苛立たしかった。パンツが濡れるのもかまわず、その場に膝ひざをついて藤也の顎あご先さきに指をかけ上を向かせる。


「───っ」


　藤也の瞳ひとみと目があった瞬間、将臣の息が詰つまる。上気しうっすらと染まった頰ほお、潤うるんだ鳶とび色いろの瞳、心細げに下がった眉まゆ尻じり、微かすかに開いた口唇───。快楽に浮かされ、理性と羞しゆう恥ちを全すべて手放したときの藤也が、そこにいた。


「やあっ───」


　掠かすれて悲鳴を上げて指先を払いのけ、将臣の脇わきをすり抜ぬけて逃げ出そうとする。だが、将臣の方が素す早ばやく、藤也の腕を摑むとそのまま床に押し倒たおした。がつっという鈍にぶい音がして、藤也の脚あしがバスタブに当たったことがわかる。


　それでも藤也は声を上げずに、尚なお更さら将臣の手から逃のがれようと暴れ出す。将臣は軽く舌打ちをすると脚の間に身体を入れ込んで、完全に藤也の動きを封ふうじ込んでしまった。自分に覆い被かぶさる男をはね除のけることができないと観念したのか、藤也は顔を背けぎゅっと目を瞑つぶった。


　摑んだ手首が震えているのが将臣にもわかる。夕食のときの勢いがまるでなく、将臣と目を合わせないようにする不自然さが、余計に際立つ。


　───何だって言うんだっ。


　いきなり態度の変わった藤也に、将臣は苛立ちと戸惑いを隠せない。忙せわしなく上下する胸に八つ当たりするかのように口唇を寄せる。無理に押さえつけられた体勢のためか、浮き出ている肋あばら骨ぼねに舌を這はわせた。


　肌の上に散っているお湯をゆっくりと舐なめとるような動きに、藤也の腰が跳はねる。その拍ひよう子しに藤也の雄おすが将臣の綿のパンツを擦こすり上げた。


「───あ……」


　藤也の口唇からわずかに漏もれた熱い吐と息いきに、将臣はぴたりと動きを止める。いつもなら、快楽に浮うかされ始めたときにしか聞かれないような欲望をにじませた吐息だった。藤也の肌が朱しゆを散らしたように薄うすく染まる。


　将臣の口の端はしが小さく持ち上がり、明確な意志を持って舌が動き出した。肋骨を辿たどり胸骨に行き着くと、そのまま喉のど元もとまで舐め上げる。


「やだ───っ」


　抵てい抗こうする力もなく、中身の伴ともなわない言葉だけの拒きよ絶ぜつが藤也の口唇から漏れた。それがわかっている将臣はもちろん止めない。しっとりと濡れている藤也の顎先から耳許まで丁てい寧ねいに舌を這わせ、柔やわらかな耳じ朶だに軽く歯をあてた。


「どうした……？　随ずい分ぶんと物欲しそうな身体になったみたいだが……？」


「───やめ……っ」


　耳に将臣の息が掛かるたびに身体はひくひくと震え、服越ごしに感じる藤也の雄はそれとわかるほどに硬かたく勃たち上がっていく。


　手首を押さえつけていた手がゆっくりと腕を撫で下ろしていく。内側の柔らかい場所を通って、肘ひじで折り返して上じよう腕わんをさかのぼっていく。優しい感かん触しよくがくすぐったいのか、藤也はきゅっと脇を締しめ愛あい撫ぶの手を止めようする。


「気持ちよくないのか？　なら、こっちはどうだ？」


　興味なさそうに脇わき腹ばらを通り抜け腰こし骨ぼねの傍そばから身体の内側に入り込み、快楽の象しよう徴ちようを握にぎり込んだ。既すでに勃ち上がり先から透とう明めいな滴しずくを溢あふれ出している雄は、将臣の手の中でひくりと脈打つ。逆手に持ち根本を締め上げると鼻に掛かった声がバスルームに響いた。


　自分が組み敷しいている身体の中の熱をより育てようと手を上下させれば、藤也の内うち股またが引きつり将臣の身体を挟はさみ込んでしまう。耳朶を打つ甘い声に将臣は目を細めた。


　───……一体、どうしたんだ……？


　いつにない積極的な藤也の媚び態たいに、歓かん喜きよりも訝しさを将臣は感じてしまう。今までもセックスに関しては、藤也は最後には快楽を享きよう受じゆしていた。抱かれて感じることを溜ため息いきとともに受け入れていた。だが、自分から快楽を追うことはまずなかった。


　拘こう束そくを外された藤也の左手が将臣の首に回され、濡れた藤也の肌に色を抜いた髪かみが張りついた。耳許で浅く繰くり返される呼吸に将臣は雄を刺し激げきされ、微かな戸と惑まどいも快楽に呑のみ込まれていく。


　手の中でどくどくと脈打つモノを持ち替かえ、先せん端たんの小さな穴を爪つめでくじくと、藤也の腰こしが強く跳ねる。その快楽に従順な反応に将臣は小さな笑みをはいた。ふといいことを思いつきますます笑えみを深くすると、焦じらすことなく的確に藤也の快楽を育て上げていく。


「あ……。ん───……っつ」


　あと少しで達いくだろうというまで藤也を追いつめると、将臣はさも当たり前だというように、熱の奔ほん流りゆうを根元で止めてしまった。ぎゅっときつく縛いましめられて、藤也の内にこもった快楽は出口を失い、身体の中で暴れた。


「やあ……っ。ど、して……っ」


　達きたそうにひくつく張りつめた雄をどうにかしたくて、藤也は自然と腰を揺ゆらす。だが、将臣の手が外れることはなく、余計にもどかしい思いをすることになった。


　将臣はそんな藤也の耳朶に口唇くちびるを寄せ、耳じ殻かくに舌を這わせながらもう一度同じ問いを重ねる。


「どうした……？　少しの間に、何があったんだ……？」


「───っつ。あ、あ……ぁ」


　囁ささやくような小さな声に藤也は反応した。首に回した腕うでに力が込められ、肩かた口ぐちにあてられた口唇は一いつ瞬しゆん吐と息いきを止めた。大きく上下する肩かたと将臣の手の中でひくつく雄が、何があったのかを示している。


　だが、それでも欲望を吐はき出せたわけでなく、感覚だけが達ったことによってますます藤也の射精感だけは募つのっていった。


「まさ、おみ……っ。まさおみぃっ」


　快楽をにじませた掠れた声で名前を呼ばれ、将臣は思わず口唇を嚙かみしめた。そうでもしなければ、わずかな隙すきをついて呻うめきそうになったからだ。既に将臣の雄は漲みなぎり征せい服ふくするべき場所を求めている。直接的な刺激を受けているわけでもないのに、それほど深く感じる欲望にひどく戸惑う。


　それを表に出すでもなく、頭の一ひと振ふりで自分の思考から追い出すと、耳殻から耳朶へ唇くちびるを這わせて、項うなじのラインをきつく吸い上げ所有者の烙らく印いんを押した。


「さて……、これでも応こたえる気は、ないのか……？」


　目立つところにつけた痕あとに満足すると、そこを舌先で舐めた。ぴちゃぴちゃと湿しめった音が耳みみ許もとで聞こえることに、藤也の身体が震ふるえ甘い吐と息いきをこぼす。しかし、肝かん心じんの応えを決して言わない藤也を、将臣は容よう赦しやなく追いつめていく。


　項から鎖さ骨こつに口唇を滑すべらせて丹たん念ねんにそこを舐なる。ぴくぴくと解放を強ね請だるようにひくつく雄を将臣は完全に押さえ込む。


「あ……、あ、……っ」


「ほら、言ってしまえ……。そうすれば、楽になるぞ……？」


「───ひゅ……っ」


　一際力を込めて雄をぎゅっと握られたことに、藤也は空気の漏れるような呼気を漏らして、生理的な涙なみだをこぼした。その滴がこめかみを流れ落ちる前に、藤也の意識は完全に快楽の淵ふちに沈しずんだ。


「───……き……。すき、だから……っ、いか、せて……っ」


　悲鳴まがいの告白に、将臣の手が止まる。それでもその言葉を簡単に信用するわけもなく、将臣は無理矢理藤也の腕を離はなして上体を起こすと、自力で起きあがることさえできないほどに脱だつ力りよくしている藤也の顔を凝ぎよう視しする。


「もう一度、言ってみろ。ほら……」


　言葉とともに将臣が摑つかんでいる雄を軽く扱しごくと、藤也の腰は目に見えて飛び上がる。今にも溢れ出しそうなのに、達くことのできない辛つらさからか、藤也の口調は途と切ぎれがちだったが、はっきりと将臣の耳にもそれは届いた。


「おまえが……、すき、なの……っ」


　どくりと、将臣の心臓が脈を打った。


　今までつきあってきた女たちが戯たわむれで囁いてきた睦むつ言ごとよりも、何な故ぜだかわからないがそれはひどく将臣の雄を刺激して、ひどく将臣を満足させた。蒼あおい瞳ひとみを眇すがめると藤也が望んでやまなかったものを、将臣はいとも簡単に与あたえた。


　手の中で弾はじけた藤也の雄が愛いとしいと感じたことに、将臣は自じ嘲ちよう気味な笑いを浮かべる。


　だが、藤也が長すぎた快楽に体力を奪うばわれて、脱力したまま荒あらく呼吸を繰り返すことしかできないことに気がつくと、将臣の笑みは柔らかいものに変わった。そのことに将臣は気がつくことはなかった。











　結局将臣はほとんど濡ぬれてしまった服を脱ぬいで藤也の身体からだをざっと洗うと、水気までふき取ってしまった。自分はバスローブを着込んだようだが、藤也にまで着せるつもりはないらしい。


　のぼせたように力の入らない身体を裸はだかのまま抱だき上げられ、ベッドまで運ばれたにも拘かかわらず、藤也は文句を言う気力が既になかった。ふかふかのバスローブの感触が肌はだに優やさしく感じられてうっとりと目を閉じている。


　浴室で将臣のことを恋れん愛あい対象として『好き』だということを、はっきりと認めてしまったことがものすごく恥はずかしくて、もうどうにでもなれと自や棄け気味になっていることも関係している。


　丁寧な仕草でベッドに落とされても、藤也は動けなかった。目を瞑つぶったまま将臣がどうするのか様子を窺うかがっていると、将臣は傍を離れていったようだった。その気配を感じて藤也は深く息を吐いた。


　───このまま犯やられるのだけは勘かん弁べんしたいぜ……。もう、限界……。


　浴室で一回達かされただけだというのに、ひどく身体がだるい。藤也はのろのろと腕を持ち上げると、額にかかる前まえ髪がみを搔かき上げる。


　突とつ如じよ自覚した嫉しつ妬とと肉体をともなう恋愛感情に、藤也の頭はオーバーヒート気味だった。身体と思考がわずかにずれて、思ってもみなかった反応が返ってきている。


　───でもなあ。とうとう知られちまったしなあ。……あーあ。明日から……どんなことを、される、のかねえ……。


　とろとろと意識がベッドに呑み込まれるように沈み込んでいく。最後の方は朦もう朧ろうとしてきて、夢か現うつつかはっきりと認識することもできない。


　ぱたりと力つきた手がさらさらのシーツの上に投げ出された。だから、将臣が藤也のためにミネラルウォーターをわざわざ取りに行ったことも、きちんとセックスをするつもりでいたことも、藤也は知らない。


　寝しん室しつに戻もどってきた将臣はベッドに近づいて、藤也が完全に寝ねていることを知ると思い切り不ふ機き嫌げんな表情をした。少々乱暴な仕草でベッドに腰こし掛かけても、藤也は身み動じろぎ一つしなかった。


　そのことに将臣は軽く舌打ちをする。意識のない人間とセックスしても面おも白しろくない。藤也が穏おだやかな顔をして寝ていることに対しても眉まゆをひそめるが、無理に起こそうとはせずに口許だけを歪めて笑った。


「……よっぽどいじめて欲しいみたいだな……。お前がその気なら、いくらでもかわいがってやるさ……」


　己の支配下においた獲え物ものを見下ろしながら呟つぶややかれた一言は、藤也の頰ほおを引きつらせるには十分だったが、当の本人はそのことを知るよしもない。


　くつくつと笑いながら湿っている髪に指先を絡からませて、将臣は満足そうに目を細めた。


　もちろんその言葉が噓うそではないということを、藤也が身をもって知ることになるのは少し後のことだった。




虜とりこにさせるキスをしよう３


おまえが捕とらえた指ゆび先さきで





水みず城き薫かおる
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